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1251年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>後期ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝国王ｼﾞｬﾀｰｳﾞｧﾙﾏﾝ･ｽﾝﾀﾞﾗ･ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ1世(~1268年)
1251年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Jatavarman Sundara Pandyan1世｣(~1268年)
1251年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｵﾙﾀﾞ｣
1251年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｺﾝｷﾞﾗﾝ｣(~1280年死去)
1251年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾒﾝｼﾞｭｰｸ(ﾃﾞｨﾌﾞﾘｰ)君主｢Melik Salih｣(~1277年)
1251年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ1世｣
1251年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢Alix｣(~1290年死去)
1251年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ｺﾝﾗｯﾄﾞ1世｣(~12740806)
1251年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾋﾞｺﾞｰﾙ伯｢Alice｣｢Raoul｣(~1256年)
1251年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｷﾞｰ｣(~13050307死去)
1251年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ｺﾞｰﾃｨｴ｣(~1262年)
1251年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ｵｯﾄｶｰﾙ2世ﾌﾟｼｪﾐｽﾙ｣(~12780826死去)
1251年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾍﾞﾙﾄﾎﾙﾄ｣(~1276年)､<復位>｢ﾍﾞﾙﾄﾎﾙﾄ<｣(2期目~1276年)
1251年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶｽﾃｨﾘｱ王国､ﾅｽﾙ朝を除いてｲｽﾗﾑ小王国をすべて併合
1251年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘに高等法院創設
1251年1月24日-08:00|中国|  ||大理･道隆13年|<死去>後大理第7代皇帝｢孝義帝(段祥興)｣
1251年1月24日-08:00|中国|  ||大理･道隆13年|<即位>後大理第8代皇帝｢天定賢王(段興智)｣(~1253年)
1251年1月25日-09:00|日本|  ||建長3年1月2日|<死去>利子内親王(式乾門院)(55歳)守貞親王の皇女､伊勢斎宮
1251年2月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾏﾁｭｰ2世｣
1251年2月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･元豊1年2月|大越･元豊と改元(-1258年旧2月24日)
1251年3月20日-09:00|日本|和歌山県田辺市|建長3年2月27日|熊野本宮が炎上
1251年5月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ﾁｬｿﾞﾜｰ｣
1251年5月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ｵｳｻﾅｰ｣(~1256.5死去)
1251年6月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国総督｢ﾊﾞｲｴﾙﾝ公ｵｯﾄｰ2世｣(~12531129没)
1251年6月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<再任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ2世｣(~12781229退位)
1251年6月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣
1251年6月23日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｽﾄｩﾙﾗ ﾄｰﾙﾀﾞﾙｿﾝ｣(~1252年)
1251年6月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ﾌｪﾘｰ3世｣(~13021231死去)
1251年7月1日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･憲宗1年6月11日|<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国第4代皇帝｢憲宗ﾓﾝｹ｣(~憲宗9年7月21
  日1259年8月11日)ﾁﾝｷﾞｽの四男ﾄﾙｲの長男
1251年7月20日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･憲宗1年7月|ﾓﾝｹ･ﾊｰﾝがﾌﾋﾞﾗｲを中国遠征事業に派遣
1251年9月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･高宗39年9月|高麗で大蔵経の版木復刻事業が完成
1251年11月30日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|建長3年10月16日|吉野水分社玉依姫命像(伝持連)できる
1251年12月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ｵｯﾄｰｶﾙ2世｣(~12761121)
1251年12月6日-01:00|ﾁｪｺ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱはｵｰｽﾄﾘｱ公国(~12761121)､ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ(~1254年)を統治
1251年12月11日-09:00|日本|  ||建長3年10月27日|藤原為家続後撰和歌集を撰進
1252年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾔｰﾀﾞｳﾞｧ朝ｸﾘｼｭﾅがﾍﾞﾗﾝﾊﾞﾙｰﾙでﾎｲｻﾗ朝を破る
1252年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ｲｪｽ･ﾓﾝｹ｣
1252年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<復位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ｶﾗ･ﾌﾚｸﾞ｣(~同年死去)⇒<即位>｢ｵﾙｶﾞﾅ｣ｶﾗ･ﾌﾚｸﾞおよびｱﾙｸﾞ
  らの正妃(女性)(~1260年)
1252年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾙ2世ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾚｳﾞｨﾁ｣
1252年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｳﾞｧｼｰﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1255年)
1252年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｵﾚｰｸﾞ1世ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾚｳﾞｨﾁ赤公｣(~1258.3死去)
1252年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Nusrat al-Din｣(~1257年)
1252年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾔｽﾞﾄﾞ･ｱﾀﾍﾞｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾀｷﾞｰｼｬｰ･ｲﾌﾞﾝ･ｻﾙｸﾞﾙｼｬｰ｣(~1272年)
1252年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ﾀｳﾄｳﾞｨﾗｽ｣(~1263年死去)
1252年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾄﾏｿ･ｼﾞｭｽﾃｨﾆｱｰﾆ｣(~1254年)
1252年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｼｮﾜ･ｻﾙﾀﾝ国ｻﾙﾀﾝ｢Ganah｣(~1262年)
1252年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Bernhard1世｣(~1287年死去)
1252年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Siegfried1世｣(~12980325死去)
1252年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾊﾞﾉﾝ公｢ｺﾞｰﾚﾑ｣(~1256年)
1252年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Richard de Grey of Codnor｣(3期目~1
  254年)
1252年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Magnus Olafsson｣(~12651124死去)
1252年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱﾝﾃｨｵｷｱ公｢ﾎﾞｴﾓﾝ5世｣
1252年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱﾝﾃｨｵｷｱ公｢ﾎﾞｴﾓﾝ6世｣(~1268年)
1252年1月23日-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国女王｢ｲｻﾞﾍﾞﾗ｣
1252年1月23日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｻﾞﾍﾞﾙ(ｲｻﾞﾍﾞﾗ)｣
1252年2月7日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建長3年12月26日|鎌倉､三浦了行･千葉久連らが謀反を企て逮捕され
  る
1252年2月12日-09:00|日本|  ||建長4年|<任命>周防国守護｢長井泰重｣(~不詳)
1252年2月12日-09:00|日本|  ||建長4年|<任命>長門国守護｢二階堂行忠｣(~建治2(1276年))
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1252年2月12日-09:00|日本|  ||建長4年|<任命>尾張国守護｢中条頼平｣(~不詳)
1252年2月12日-08:00|中国|  ||大理･天定1年|後理国の段興智が天定(-1253年)と改元
1252年2月12日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･元豊2年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼﾞｬﾔ･ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ6世｣(~1265年)
1252年3月31日-09:00|日本|  ||建長4年2月20日|<廃位>第5代鎌倉将軍｢藤原頼嗣｣北条時頼により
1252年4月1日-09:00|日本|  ||建長4年2月21日|<死去>九条道家(60歳)摂政･関白･左大臣
1252年4月5日-09:00|日本|  ||建長4年2月25日|<死去>常陸佐竹氏4代目当主｢佐竹義重｣67才/長義が継ぐ
1252年4月11日-09:00|日本|  ||建長4年3月|<任命>遠江国守護｢北条朝直｣(~不明)
1252年5月10日-09:00|日本|  ||建長4年4月1日|<任命>鎌倉第6代将軍｢宗尊親王｣後嵯峨上皇の皇子
1252年5月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ3世聖王｣兼ｵﾏｰﾙ伯｢Ferdinand1世｣
1252年5月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢Ferdinand2世｣(~1260年)
1252年5月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ10世賢王｣(~12840404死去)
1252年6月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ公｢ｵｯﾄｰ1世｣
1252年6月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣ｵｯﾄｰ1世の息子､ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯
  領を継承(⇒1269年ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ公~12790815死去);｢ﾖﾊﾝ｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世の弟､ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯領を継承(~1269年)
1252年6月21日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢白人詩人ｵｰﾗﾌｰﾙ ｿｰﾄﾞﾀﾞﾙｿﾝ
  ｣(2回目~1253年)
1252年6月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｱｰﾍﾞﾙ｣戦死
1252年6月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王代行｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ1世ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏﾙｾﾝ｣ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ2世とﾍﾞﾚﾝｶﾞﾘｱ･ﾃﾞ･ﾎﾟ
  ﾙﾄｩｶﾞﾙの三男(⇒12.25､王~12590529没)
1252年7月15日-09:00|日本|  ||建長4年6月8日|<死去>覲子内親王(宣陽門院)(72歳)後白河天皇の皇女
1252年7月24日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ大公｢聖ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ1世･ﾈﾌｽｷｰ｣(~12631114死去)
1252年7月24日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1264年)
1252年7月29日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾒｰﾒﾙﾌﾞﾙｸﾞ､ﾌﾟﾛｲｾﾝのﾄﾞｲﾂ騎士団によって設立
1252年9月22日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建長4年8月17日|鎌倉･長谷大仏が木像から金銅像に鋳直して完成
1252年11月3日-09:00|日本|  ||建長4年9月30日|幕府諸国に沽酒の禁制を下す
1252年11月4日-09:00|日本|  ||建長4年10月|湯浅宗業,説話集｢十訓抄｣成る
1252年11月6日-09:00|日本|  ||建長4年10月3日|<就任>摂政｢鷹司兼平｣
1252年11月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王国摂政｢ﾌﾞﾗﾝｼｭ･ﾄﾞ･ｶｽﾃｨｰﾕ｣(ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世の母)ﾊﾟﾘで(1188~､64
  歳)
1253年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ(~1256年)
1253年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長代行｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｲﾝ｣(~1254年)
1253年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾗﾆｴﾙ･ｾﾞﾝ｣(~1268年)
1253年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾏﾝﾌﾚｰﾃﾞｨ･ﾗﾝﾁｱ｣(~1256年)
1253年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ3世｣(~12570809死去)
1253年1月18日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ｱﾝﾘ1世肥満王｣35歳
1253年1月18日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ王国摂政｢ﾌﾟﾚｻﾞﾝｽ･ﾃﾞ･ｱﾝﾃｨｵｷｱ｣(~12610922死去)
1253年1月18日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾕｰｸﾞ2世｣(~12671205死去)
1253年1月31日-09:00|日本|  ||建長5年|<任命>肥後国守護｢北条時章｣(~文永9(1272年))
1253年1月31日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･元豊3年|大越･ﾁｬﾝ･ﾀｲ･ﾄﾝ(陳太宗)帝が国子監を建立､全国の儒学者を集
  め､四書五経を講じさせる
1253年1月31日-03:30|ｲﾗﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･憲宗3年1月|ﾓﾝｺﾞﾙ帝国のﾌﾗｸﾞ軍がｲﾗﾝ遠征に出発
1253年1月31日-08:00|中国|  ||宋･寶祐1年1月1日|南宋の理宗が宝祐(-1258年)と改元
1253年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｵﾄﾞ･ｽｶﾘﾄ｣｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｽｰﾊﾟｰﾋ｣
1253年5月26日-09:00|日本|千葉県鴨川市|建長5年4月28日|日蓮が清澄寺で日蓮宗を開き､法華経の布教を開始
1253年6月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ女伯｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾄﾞ･ﾎﾞｰﾓﾝﾄ｣
1253年6月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾓｰﾃﾞｭｲ｣先代の従兄弟(~12680108死去)
1253年6月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ4世｣
1253年6月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ｣(~1263年死去)
1253年6月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ2世｣
1253年6月12日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ7世｣ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ2世の子(~12920206)
1253年6月20日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ﾃｲﾄｩｰﾙ ｴｲﾅﾙｿﾝ｣(~1258年)
1253年6月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｵ｣(~12630607死去),｢ﾄﾝﾏｰｿﾞ2世｣(~12590207死
  去)
1253年7月6日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾐﾝﾀﾞｳｶﾞｽ｣⇒ﾘﾄｱﾆｱ王(~12630912甥のﾄﾚﾆｵﾀに暗殺される)
1253年7月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅｳﾞｧﾙ王｢ﾃｵﾊﾞﾙﾄﾞ1世｣兼ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ﾃｨﾎﾞｰ4世｣52歳
1253年7月8日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾃｵﾊﾞﾙﾄﾞ2世｣兼ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ﾃｨﾎﾞｰ5世若年王｣ﾃｵﾊﾞﾙﾄﾞ1世と
  ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝの男子(~12701204死去32歳)
1253年7月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾁﾛﾙ伯｢Albert4世｣
1253年7月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾁﾛﾙ伯｢Meinhard1世｣(~12580722死去)
1253年9月21日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ1世隻眼王｣
1253年9月21日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王代行｢ｵﾀｶﾙ2世大王｣ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ1世の次男(ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ｵｯﾄｶｰﾙ2世ﾌﾟｼｪﾐ
  ｽﾙ｣(⇒12611225､王~12780826死去)
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1253年9月22日-09:00|日本|  ||建長5年8月28日|<死去>道元(54)日本曹洞宗宗祖｢正法眼蔵｣
1253年9月24日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||憲宗3年9月|ﾓﾝｺﾞﾙ帝国のﾌﾋﾞﾗｲ軍がﾁﾍﾞｯﾄ･雲南の遠征に出発
1253年10月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｰﾄﾞ･ﾊｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ｱﾘｰ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ｣ｼﾞｬﾝﾏｰｽﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾊｻﾝによ
  って殺された
1253年10月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｼﾞｬﾝﾏｽﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾊｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ｣(~12540220)
1253年10月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<退位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢Abu Numayy Muhammad ibn Abi Sa'd｣
1253年10月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｺﾝﾗｰﾄ4世がﾅﾎﾟﾘを征服し､ｼﾁﾘｱの反乱を鎮圧
1253年10月24日-09:00|日本|  ||建長5年10月1日|幕府奴婢雑人の法を定む
1253年11月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公･ﾗｲﾝ宮中伯･ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国総督｢ｵｯﾄｰ2世｣4
  7歳
1253年11月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ13世｣ｵｯﾄｰ2世の次男(~12900203死去)
1253年11月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公･ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣ｵｯﾄｰ2世の長男(~12940202
  死去)
1253年12月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾆｺﾗｳｽ･ﾌｫﾝ･ﾅｳｴﾝ｣
1253年12月17日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建長5年11月25日|北条時頼､蘭渓道隆を開山として福山建長興國
  禅寺(建長寺)創建<臨済宗建長寺派大本山>
1253年12月22日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建長5年12月|この月鎌倉大火､人が多く焼死
1254年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾚｲﾝﾌﾟｰﾙ国
1254年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎｲｻﾗ朝国王ﾅﾗｼﾝﾊ3世[ｿｰﾒｰｼｭｳﾞｧﾗの長子](~1292年)(ｶﾝﾅﾇｰﾙ王統)ﾗｰﾏﾅｰﾀ[ｿｰﾒｰｼｭ
  ｳﾞｧﾗの次子](~1295年)
1254年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾀﾞ･ｶﾅﾚ｣(~1255年)
1254年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｻｸｿ｣(~1257年)
1254年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｱﾉ･ﾌｫﾝ･ｻﾞﾝｶﾞｰﾊｳｾﾞﾝ｣(~1256年)
1254年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世ｽｴﾙﾋﾞｱ｣(~12550120)
1254年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<復位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢Izz-ad-Din Aybak｣(~1257年)
1254年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢Gerlach5世｣(~1260年)
1254年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾍﾞｰﾗ4世｣(~1258年)
1254年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾗﾝﾄ平和維持のため､ﾗｲﾝ都市同盟が結成
1254年1月2日-08:00|中国|  ||大理･天定2年12月12日|<廃位>後大理第8代皇帝｢天定賢王(段興智)｣ﾓﾝｺﾞﾙのｳﾘﾔﾝ
  ｶﾀﾞｲに敗れて捕らえられ降伏
1254年1月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾙｲ9世がｱｲﾕｰﾌﾞ朝ｽﾙﾀﾝと休戦協定を締結
1254年1月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾙｲ9世の使者ﾌﾗﾝｼｽｺ修道会ﾙﾌﾞﾙｯｸがﾓﾝｹ･ﾊｰﾝに拝謁
1254年1月30日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建長6年1月10日|鎌倉大火､焼死者多数
1254年2月12日-09:00|日本|京都府京都市東山区|建長6年1月23日|三十三間堂の本尊(湛慶作,千手観音菩薩像)
  造立
1254年2月20日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢ﾗｰｼﾞｰ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽﾞ･ｱﾙ=ﾊｻｰﾆｰ｣(7回目~4月廃
  位)
1254年3月9日-09:00|日本|京都府京都市東山区|建長6年2月19日|法住寺火災
1254年3月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢William de Ferrers｣
1254年3月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢Robert de Ferrers｣(~1279年死去)
1254年4月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｶﾞｰﾆﾑ･ﾌﾞﾝ･ﾗｰｼﾞｰ｣(~11月､廃位)
1254年4月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<廃位>ﾒｯｶ･ｱﾐｰﾙ｢ﾗｰｼﾞｰ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ･ﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽﾞ･ｱﾙ=ﾊｻｰﾆｰ｣
1254年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾆ･ｱﾙﾃﾞﾙｼﾞのﾀｯﾃﾞｵ｣
1254年4月14日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島･ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島主｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ王子｣(~1272112
  0)
1254年4月19日-08:00|中国/韓国/朝鮮/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･憲宗4年;高麗･高宗42年夏|(夏)ﾓﾝｺﾞﾙが高麗を攻める
1254年4月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ政府が､課税に関して史上初の全国州代表集会を招集
1254年5月18日-09:00|日本|  ||建長6年5月1日|幕府が人質の法を制定し､人質を禁止
1254年5月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ/ｲﾀﾘｱ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｺﾝﾗｰﾄ4世｣兼ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢
  ｺﾝﾗｰﾄ3世｣兼ｼﾁﾘｱ王｢ｺｯﾗｰﾄﾞ｣兼ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｺﾝﾗｰﾄ2世｣26歳
1254年5月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ｺｯﾗﾃﾞｨｰﾉ｣兼ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾃﾞｨﾝ｣兼ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｺ
  ﾝﾗｰﾄ3世｣ｺﾝﾗｰﾄ2世とｴﾘｰｻﾞﾍﾞﾄ･ﾌｫﾝ･ﾊﾞｲｴﾙﾝの息子(~12681029死去16歳)
1254年6月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾛｼｪﾙ｣(1回目~1256年6月)
1254年10月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ･ｴﾙｼﾞﾝｷｬﾝ西で地震､死者1万5千人
1254年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<廃位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｶﾞｰﾆﾑ･ﾌﾞﾝ･ﾗｰｼﾞｰ｣
1254年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ﾇﾏｲ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ｻｰﾄﾞ｣､｢ｲﾄﾞﾘｽ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ｣(~125
  50106廃位)
1254年11月3日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ3世ﾄﾞｩｰｶｽ･ｳﾞｧﾀﾂｪｽ｣
1254年11月3日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ3世ﾄﾞｩｰｶｽ･ｳﾞｧﾀﾂｪｽ｣
1254年11月3日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国(ﾗｽｶﾘｽ朝･東ﾛｰﾏの亡命政権)皇帝｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ2世ﾗｽｶﾘｽ｣ﾖﾊﾈｽ3世ﾄﾞｩｰ
  ｶｽ･ｳﾞｧﾀﾂｪｽとｲﾚｰﾈｰ･ﾗｽｶﾘﾅの長男(~12580818死去)
1254年11月3日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ2世ﾗｽｶﾘｽ｣(~12580818､死去)
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1254年12月7日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第180代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ4世｣
1254年12月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第181代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾚｸｻﾝﾃﾞﾙ4世｣(~12610525死去)
1255年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｻﾝﾄ国
1255年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Chandrabhanu｣(~1263年)
1255年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝国王｢Jayavarman2世｣(~1274年)
1255年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｼﾝﾊﾗ王朝が､ﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜを完全放棄｡首都は､これ以降､ﾔｰﾊﾟﾌﾜ､ﾎﾟﾛﾝﾅﾙﾜ､ｸﾙﾈｰｶﾞﾗ､ｶﾞﾝﾎﾟﾗ､
  ｺｯｰﾃと変遷
1255年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾊﾞﾄｩ｣
1255年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｻﾙﾀｸ｣ﾊﾞﾄｩの長男(~1257
  年死去)
1255年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~同年)⇒<再任>｢ｳﾞｧｰｼﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞ
  ﾛｳﾞｨﾁ｣(~1257年)
1255年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾆｻﾞﾘ･ｲｽﾏｲﾘ国君主｢Imam‘Ala al-Din Muhammad(Muhammad3世)｣
1255年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾆｻﾞﾘ･ｲｽﾏｲﾘ国君主｢Imam Rukn al-Din Khurshah｣(~1256年死去)
1255年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾝｼﾞｪﾛ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~1259年)
1255年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ領主｢ｺﾞｰﾃｨｴ3世･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾙﾍﾞｵﾝ｣(~1270年)
1255年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝでｹｰﾆﾋｽﾍﾞﾙｸﾞ(現ｶﾘｰﾆﾝｸﾞﾗｰﾄﾞ)が建設される
1255年 00:00|ﾏﾘ|  |||<死去>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ｽﾝｼﾞｬﾀ･ｹｲﾀ｣
1255年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾄﾞｩｱﾛ｣(~1275年)
1255年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ﾏﾝｻ･ｳﾘ･ｹｲﾀ｣(~1270年)
1255年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ国王ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ3世は親政に乗り出し､摂政のｼﾞｮﾝ･ﾍﾞｲﾘｬﾙらを追放
1255年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王国の首都がｺｲﾝﾌﾞﾗからﾘｽﾎﾞﾝに移った
1255年1月1日-09:00|日本|  ||建長6年11月21日|<死去>三河守護｢足利義氏｣
1255年1月3日-09:00|日本|  ||建長6年11月23日|幕府:武士の狼藉･人身売買を停止
1255年1月6日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾌｻｲﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾘ･ｲﾌﾞﾝ･ﾋﾞﾙﾀｽ･ﾑﾊﾞﾘｽﾞ･ｱﾙﾃﾞｨﾝ｣(~12550306)
1255年1月6日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<廃位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ﾇﾏｲ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ｻｰﾄﾞ｣､｢ｲﾄﾞﾘｽ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ｣
1255年1月11日-09:00|日本|  ||建長6年12月2日|<就任>関白:鷹司兼平(~弘長元年4月29日)
1255年1月20日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣(~1273年)
1255年2月9日-08:00|中国|  ||元･憲宗5年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国ｲﾃﾞｨｸﾄ｢ｵｸﾞﾙﾝﾁ･ﾃｷﾞﾝ(玉古倫赤的斤)｣ｻﾗﾝﾃﾞｨの
  弟(~1265年)
1255年3月-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Shams al-Din 'Ali ibn Mas'ud｣
1255年3月6日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｲﾄﾞﾘｽ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ｣(~1256年､一時退位)､｢ｱﾌﾞｰ･ﾇﾏｲ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ
  ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ｻｰﾄﾞ｣(~1270年11月)
1255年3月19日-09:00|日本|  ||建長7年2月10日|<死去>雅成親王(56歳)後鳥羽天皇の皇子
1255年3月21日-09:00|日本|奈良県奈良市|建長7年2月12日|興福寺僧徒が東大寺房舎を焼く
1255年3月30日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建長7年2月21日|執権北条時頼が大壇那となって数千人の浄財と勧
  進によって巨大な鐘が建長寺に吊り下げられる
1255年7月6日-09:00|日本|京都府京都市東山区|建長7年6月|九条道家の祈願による東福寺伽藍が完成/東大寺と
  興福寺から一字ずつとって寺名にした
1255年7月7日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾏﾗ国王｢ｱﾌﾞﾊﾔ･ﾏﾗ｣地震により
1255年7月7日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Jayadeva･ﾏﾗ｣(~1260年)
1255年7月7日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||ﾈﾊﾟｰﾙのｶﾄﾏﾝｽﾞで大地震.ｶﾄﾏﾝｽﾞ盆地の人口の1/3(10万人以上)が死亡
1255年9月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾗｰﾉ2世･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣
1255年9月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ｸﾞｲｰﾄﾞ･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ(老伯)｣(~1285年死去)
1255年12月22日-09:00|日本|愛知県岡崎市|建長7年11月22日|三河国滝山寺法華堂の落慶供養が行われた
1256年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾗｻﾞﾄｩ1世｣(~1258年)
1256年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1266年)
1256年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾗﾝ|  |||ｱﾙﾒﾆｱはｲﾙ=ﾊﾅｰﾄ(ﾍﾟﾙｼｬ)の一部(~1353年)
1256年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾆｻﾞﾘ･ｲｽﾏｲﾘ国君主｢Imam Rukn al-Din Khurshah｣
1256年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝大書記｢Sayf al-Din Bitikchi｣(~1263年)
1256年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ﾌﾚｸﾞ｣建国(~12650208死去)
1256年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<復位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｲﾄﾞﾘｽ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ｣共同統治(~1268年)
1256年-03:00|ｲﾗｸ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙのﾌﾗｰｸﾞ軍がｲｽﾏｲﾙ派のｱﾗﾑｰﾄ砦を陥落
1256年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｽﾀﾞｸはﾍﾞﾈﾁｱ支配下(~1274年)
1256年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｷﾞﾘｼｬのｱﾙﾊﾞﾆｱ司令官｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ･ｼｬｳﾞｧﾛﾝ｣(~1258年)
1256年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｱﾝﾘ3世｣ｱﾝﾘ1世の外孫(~1264年)ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯
1256年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾋﾞｺﾞｰﾙ伯｢Esquivat｣(~1283年死去)
1256年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱをﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ(ﾆｷｱ)が占領(~1258年)
1256年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶｽﾃｨﾘｬ王ｱﾙﾌｫﾝｿ10世が｢七部法典｣を編纂
1256年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾆｰﾙ｣
1256年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾏｰｼﾞｮﾘｰ｣先代の長女(~1292年死去)
1256年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾀﾞﾝｹﾙﾄﾞ司教ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾃﾞ･ｲﾝﾊﾞｰｹｲｼﾝｸﾞ｣(~1257年)
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1256年1月4日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ｣
1256年1月4日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｳﾙﾘｯﾋ3世｣(~12691027死去)
1256年1月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ対立王｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌｫﾝ･ﾎﾗﾝ
  ﾄ｣兼ﾎﾗﾝﾄ伯｢ｳｨﾚﾑ2世｣
1256年1月28日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ｳｨﾚﾑ2世｣
1256年1月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>神聖ﾛｰﾏ帝国宰相｢ﾏｲﾝﾂ大司教ﾀﾞｳﾝとｷﾙﾌﾞﾙｸのｹﾞﾙﾊﾙﾄ
  ･ｳﾞｨﾙﾄｸﾞﾗﾌ｣(~12570113)
1256年1月28日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾌﾛﾘｽ5世｣ｾﾞｰﾗﾝﾄ伯(~12960627死去)
1256年1月29日-09:00|日本|  ||建長8年|<任命>武蔵国守護｢北条氏｣(~不明)
1256年1月29日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾄﾙｺ|  ||元･憲宗6年|ﾓﾝｺﾞﾙ軍がふたたびｾﾙｼﾞｭｰｸ･ﾄﾙｺ軍を破る
1256年5月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ｵｳｻﾅｰ｣
1256年5月6日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ﾅﾗﾃｨｰﾊﾊﾟﾃ｣(~元に降伏した1287年をもって事実上滅亡~
  12870701死去)
1256年5月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢Matilda｣
1256年5月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢John1世｣(~12800505死去)
1256年5月23日-09:00|日本|  ||建長8年4月27日|<任命>六波羅探題北方･山城国守護｢北条時茂(極楽寺流常盤氏
  )｣(~文永7(1270)年1月27日)
1256年6月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｱﾗﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ｽﾞｰｼｭ､ｽﾞｰｼｭ卿｣(~1259年3月)
1256年6月13日-09:00|日本|  ||建長8年5月19日|<死去>湛慶(84歳)仏師
1256年7月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾐﾊｲﾙ2世ｱｯｾﾝ｣
1256年7月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｶﾘﾏﾝ･ｱｯｾﾝ2世｣(~9月死去)
1256年7月9日-09:00|日本|京都府京都市|建長8年6月16日|祇園社僧徒と清水寺僧徒が争い､六波羅探題が鎮撫
1256年8月4日-09:00|日本|岐阜県美濃市|建長8年7月13日|尾張国の僧杲顕､美濃国大師堂に泰澄坐像を寄進
1256年8月8日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建長8年7月17日|北条時頼､鎌倉に最明寺を建立
1256年8月27日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建長8年8月6日|鎌倉大風洪水､山崩れで死者多数
1256年9月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｶﾘﾏﾝ･ｱｯｾﾝ2世｣
1256年9月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾐｯﾂｫ･ｱｯｾﾝ｣(~1257年)
1256年9月1日-09:00|日本|  ||建長8年8月11日|<死去>｢藤原(九条)頼経｣(鎌倉幕府4代将軍)[1218年01月16日生
  ～](享年38)
1256年10月14日-09:00|日本|  ||建長8年9月25日|<死去>｢藤原(九条)頼嗣｣(鎌倉幕府5代将軍)[1239年11月21日
  生～](享年16)
1256年10月24日-09:00|日本|  ||康元1年10月5日|建長から康元に改元
1256年10月24日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|康元1年10月5日|鎌倉建仁寺が再度の炎上
1256年12月10日-09:00|日本|  ||康元1年11月22日|<就任>6代鎌倉幕府執権｢北條長時｣(~文永1年8月11日)
1256年12月29日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|康元1年12月11日|鎌倉勝長寿院,弥勒堂,五仏堂ことごとく被災
1257年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Baab Mashur Malamo｣(~1277年)
1257年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｲﾀﾞﾙ国
1257年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｻﾙﾀｸ｣
1257年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｳﾗｸﾁ｣ﾊﾞﾄｩの子(~同年死
  去)⇒｢ﾍﾞﾙｹ｣ｼﾞｮﾁの三男.ﾊﾞﾄｩの弟(~1266年死去)
1257年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1259年)
1257年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Takla｣(~1259年)
1257年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲｸﾊﾞｰﾄﾞ2世｣
1257年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾌﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ﾎﾙﾝﾊｳｾﾞﾝ｣(~12600713死去)
1257年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ｱｯｾﾝ･ｲ･ﾃｨﾌ｣(~1277年9月死去)､｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾐ
  ﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(ｳﾞｨﾃﾞｨﾝで反乱中~1262年死去)
1257年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Kerimeddin Karaman Bey｣(~1261年死去)
1257年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢Al-Mansur Ali｣(~1259年)
1257年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲﾎｽﾛｰ2世｣(2回目~1259年)
1257年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王国国王(ｼｭﾙ家)ﾏｸﾞﾇｽ6世改法王(父ﾎｰｺﾝの存命中は共同統治~1280年)
1257年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾐﾗﾉのｼﾆｮｰﾙ(ﾃﾞｯﾗ･ﾄｯﾚ家)ﾏﾙﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｯﾗ･ﾄｯﾚ(~1259年)
1257年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｼﾁﾘｱ島がｱﾙﾊﾞﾆｱの沿岸部を占領し､ﾄﾞｩﾗｷｳﾑ/ﾄﾞｩﾗｯﾂｫ/ﾄﾞｩｯﾚｼに本部を置
  く
1257年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ/ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾊﾌｽ朝にｶﾈﾑ･ﾎﾞﾙﾇｰ王からの使節が到来
1257年1月-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙ軍がﾍﾞﾄﾅﾑの首都大羅城を占領
1257年1月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ﾘﾋｬﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ｺｰﾝｳｫｰﾙ｣ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｮﾝ欠地王の子.ｺ
  ｰﾝｳｫｰﾙ伯(~12720404没)
1257年1月17日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･憲宗7年|ﾓﾝｺﾞﾙ軍がﾊﾟﾝｼﾞｬﾌﾞに侵入するがﾊﾞﾙﾊﾞﾝ軍が撃退
1257年1月17日-03:30|ｲﾗﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｷﾌﾟﾁｬｸ･ﾊﾝ国がｻﾗｲに遷都
1257年2月25日-09:00|日本|  ||康元2年2月10日|太政官庁焼失,朝所(参議以上の人が会議や会食をした建物)の
  外皆悉く焼失
1257年3月15日-09:00|日本|  ||康元2年2月28日|五条大宮殿焼失
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1257年3月15日-09:00|日本|  ||康元2年2月28日|山城国壬生寺焼失
1257年3月15日-09:00|日本|京都府京都市|康元2年2月28日|院御所五条大宮殿炎上､壬生寺など類焼
1257年3月31日-09:00|日本|  ||正嘉1年3月14日|康元から正嘉に改元
1257年4月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ帝国対立皇帝｢ｱﾙﾌｫﾝｽ｣ｶｽﾃｨｰﾘｬ王ﾌｨﾘｯﾌﾟの孫(
  ~12751022請求取り下げ)
1257年4月10日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｲｯｽﾞ･ｱｲﾊﾞｸ｣暗殺される
1257年4月15日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾘｰ｣(~1259.11廃位)
1257年5月5日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰｺﾝ5世ﾊｰｺﾝｿﾝ若王｣
1257年7月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｾｰﾙ伯｢Mahault1世｣兼ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Matilda1世｣
1257年7月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ女伯｢Mahaut｣兼ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Matilda2世｣(~1262年死去);ｵｾ-ﾙ伯｢Odo｣
  Mahautと結婚(~1251年)兼ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Odo｣(~1262年退位)
1257年8月9日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ3世｣
1257年8月15日-09:00|日本|  ||正嘉1年7月5日|<死去>源在子(承明門院)(87歳)後鳥羽天皇の妃
1257年9月10日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･憲宗7年8月|ﾓﾝｺﾞﾙ帝国のﾓﾝｹ･ﾊｰﾝが中国遠征に出発
1257年10月2日 11:00|日本|  ||正嘉1年8月23日|<正嘉元年鎌倉地震>20時ごろ､相模湾内を震源とし関東地方南
  部を襲ったﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7～7.5と推定される大地震/鎌倉では神社･仏閣すべてに被害があり､山は崩壊し家屋は
  倒潰/築地(土塀)はことごとく破損し､液状化現象か､所々で地面が裂けて水がわき出る
1257年11月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||元･憲宗7年;大越･元豊7年10月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍ｳﾘﾔﾝｶﾀｲが､大越の首都大
  羅城を占領
1257年12月24日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<再任>ｴﾉｰ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ1世｣(~12800210死去)
1257年12月24日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ｼﾞｬﾝ1世｣
1258年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｿｳ･ﾙｰ｣(~1261年)
1258年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Hudhei｣(~1264年)
1258年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾊｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ｣ｱﾌﾞ･ﾇﾏｲが不在の間にﾒｯｶを乗っ取りｲﾄﾞﾘｽを投獄
  し､6日間都市を保持し､ｱﾌﾞ･ﾇﾏｲが戻ったときに撤退
1258年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｱｺｽ･ｴﾙﾆｴ｣(~1261年)
1258年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ5世｣(~1260年)
1258年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱはｴﾋﾟﾛｽの一部(~12720221)
1258年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国と激突｡以後4度にわたる戦役に
1258年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾔﾌﾔｰ･ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ｣
1258年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ対立上王｢ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ｶｻ･ｱﾝ･ﾄﾞｩｲﾝ｣(~12600514没)
1258年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｳﾏﾙ｣(~1259年)
1258年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞでﾊﾞﾛﾝの反乱
1258年1月29日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正嘉1年12月24日|幕府が将軍護衛役にあたる廂衆を設置
1258年1月30日-03:00|ｲﾗｸ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙ軍がﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞに対する総攻撃を行い､城の東門から城内に入る/ﾊﾞ
  ｸﾞﾀﾞｰﾄﾞのｶﾘﾌの軍1万は脱出を試みるが撃破される
1258年1月30日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･元豊7年12月25日|<譲位>陳朝(大越)皇帝｢太宗｣
1258年1月30日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･元豊7年12月25日|<即位>陳朝(大越)皇帝｢聖宗｣(~12781108(宝符6年10月
  22日)譲位)
1258年2月3日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正嘉1年12月29日|幕府格子番を設置
1258年2月5日-09:00|日本|  ||正嘉2年|<任命>淡路国守護｢長沼宗泰｣(~1283年､次に宗秀~1299年)
1258年2月5日-09:00|日本|神奈川県横浜市|正嘉2年|北条実時､称名寺創建<真言律宗別格本山>
1258年2月10日-03:00|ｲﾗｸ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙ軍のﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ攻撃により､第37代ｶﾘﾌのﾑｽﾀｼﾑを投降させ､おびただ
  しい財宝を略奪
1258年2月20日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏｰﾃﾞｨ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙﾌｾｲﾝ｣
1258年2月20日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾊｯｻﾝ･ﾋﾞﾝ･ﾜｯﾊｽ｣(~1260年~1285.2死去)
1258年2月21日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀｱｽｨﾑ｣処刑された
1258年2月21日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正嘉2年1月17日|鎌倉寿福寺及び若宮宝蔵･同別当坊等焼失
1258年2月21日-08:00|中国/ｲﾗｸ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･憲法8年1月17日;ﾍｼﾞﾗ暦656年ｻﾌｧﾙ月15日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍に捕らえられ
  ていたｶﾘﾌ､ﾑｽﾀｼﾑとその皇太子が処刑される/ﾑｽﾀｼﾑ45歳(誕生:1212/03)/ｱｯﾊﾞｰｽ朝は滅亡する
1258年3月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ｵﾚｰｸﾞ1世ｲﾝｸﾞｳﾞｧﾚｳﾞｨﾁ赤公｣
1258年3月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ﾛﾏﾝ3世ｵﾚｺﾞｳﾞｨﾁ聖人｣(~1270年死去)
1258年3月7日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||元･憲宗8年2月|大越､ﾓﾝｺﾞﾙに朝貢
1258年3月30日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹隆1年2月24日|大越･2代｢聖宗｣紹隆と改元(-1272)
1258年4月6日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･高宗46年3月|高麗で王政復古派が崔宜を殺し政権を奪回
1258年5月5日-09:00|日本|京都府京都市西京区|正嘉2年4月|大炊事御門殿焼亡
1258年5月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾙｲ9世が､ｱﾗｺﾞﾝ王ﾊｲﾒ1世と国境画定のｺﾙﾍﾞｰﾕ条約を締結し国境画定
1258年5月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世､ｲｷﾞﾘｽ王ﾍﾝﾘｰ3世と｢ﾊﾟﾘ条約｣を結ぶ/ｲｷﾞﾘｽにﾌﾗﾝｽ北西部の
  ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ､ﾒｰﾇ､ｱﾝｼﾞｭｰ､ﾎﾟﾜﾄｩｰを放棄させる/ﾌﾗﾝｽ南西部のｱｷﾃｰﾇでは､それまでﾌﾗﾝｽ王が実効支配していたﾌﾗﾝｽ
  中部のﾘﾓｰｼﾞｭ､ﾌﾗﾝｽ南部のｶｵｰﾙ､ﾌﾗﾝｽ南西部の｢ﾍﾟﾘｸﾞｰ司教区｣内の直轄領をｲｷﾞﾘｽに返還
1258年6月1日-09:00|日本|  ||正嘉2年4月28日|日蓮が｢法華宗｣を開く
1258年7月3日-09:00|日本|奈良県奈良市|正嘉2年6月|唐招提寺の釈迦如来像が製作される
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1258年7月5日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Drouet de Barentin｣(3期目~12
  60年)
1258年7月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾁﾛﾙ伯｢Meinhard1世｣
1258年7月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾁﾛﾙ伯｢Meinhard2世｣(~12951101死去)､｢Albert｣(~1271年)
1258年8月1日-09:00|日本|  ||正嘉2年7月|<死去>善慶(62歳)仏師
1258年8月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ﾏﾝﾌﾚｰﾃﾞｨ｣(~12660226死去)
1258年8月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾆｶｲｱ帝国(ﾗｽｶﾘｽ朝･東ﾛｰﾏの亡命政権)皇帝｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ2世ﾗｽｶﾘｽ｣
1258年8月18日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾃｵﾄﾞﾛｽ2世ﾗｽｶﾘｽ｣
1258年8月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国(ﾗｽｶﾘｽ朝･東ﾛｰﾏの亡命政権)皇帝｢ﾖﾊﾈｽ4世ﾗｽｶﾘｽ｣ﾃｵﾄﾞﾛｽ2世ﾗｽｶﾘ
  ｽの子(~12611225退位~1305年)
1258年8月18日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ4世ﾗｽｶﾘｽ｣(~12611225廃位)
1258年10月-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ｶﾞｰﾃﾞｨｱﾝ｢ﾕｰｸﾞ･ﾄﾞ･ﾚﾍﾞﾙ｣(~12770401)
1258年11月12日 01:00|日本|神奈川県鎌倉市|正嘉2年10月16日|<正嘉2年鎌倉大洪水>巳刻(午前10時ごろ)以降､
  降り続いた大雨によって河川が氾らんし大洪水に襲われ､家屋の流失や死亡者が多数のぼった
1258年11月27日-09:00|日本|  ||正嘉2年11月|<死去>藤原知家(77歳)中宮亮､歌人
1258年12月26日-08:00|中国/韓国/朝鮮/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･憲宗8年;高麗･高宗46年12月|高麗･北部の和州以北をﾓﾝｺ
  ﾞﾙに占領され双城総管府が置かれた
1259年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1263年)
1259年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ1世｣(~1293年)
1259年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Shams al-Din Alp Arghun｣(~1274年)
1259年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻﾞﾝｷﾞｰ朝ﾓｰｽﾙ･ｱﾐｰﾙ｢ﾊﾞﾄﾞﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾙｰﾙ｣
1259年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾍﾞﾚｰﾆｮ｣(1回目~1261年)
1259年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾔｺﾌﾞ･ﾗﾒｯｽﾝ｣(~同年)
1259年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾎﾟﾄﾞｺﾞﾘｴのﾌﾞﾄｺ｣(~同年)
1259年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ｱﾝﾘ3世｣ﾊﾟﾘ条約により公位放棄
1259年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄをｼﾁﾘｱ王国(ﾅﾎﾟﾘ)が統治(~1274年)
1259年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾞﾚｽﾜﾌ5世がﾓﾝｺﾞﾙ軍による侵攻を防げずﾊﾝｶﾞﾘｰに亡命
1259年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｸﾞﾗｽｺﾞｰ司教ｳｨﾘｱﾑ･ｳｨｼｬｰﾄ｣(~1273年)
1259年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾕｰｽﾌ･ﾔｱｸｰﾌﾞ｣(~12860320死去)
1259年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾊｳｽ朝ﾑｽﾀﾝｽｨﾙがﾒｯｶのｼｬﾘｰﾌからｶﾘﾌと認定
1259年1月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ女伯･ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Mathilde｣
1259年1月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>にｹｱ帝国皇帝｢ﾐｶｴﾙ8世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ･ｺﾑﾈﾉｽ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽとｱﾚｸｼ
  ｵｽ3世ｱﾝｹﾞﾛｽの孫娘ﾃｵﾄﾞﾗ･ｱﾝｹﾞﾘﾅ･ﾊﾟﾚｵﾛｷﾞﾅの子(12610815退位~12821211死去)
1259年1月25日-09:00|日本|  ||正嘉3年|<交替>琉球王｢義本｣退位⇒｢英祖｣が即位
1259年1月25日-09:00|朝鮮|  ||高麗･高宗47年|<死去>高麗王｢高宗｣
1259年1月25日-09:00|朝鮮|  ||高麗･高宗47年|<即位>24代高麗王｢元宗｣世太子(~1274年)
1259年1月25日-08:00|中国/韓国/朝鮮/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||高麗･高宗47年;元･憲宗9年|高麗､太子ｲ典を蒙古に遣わしﾓﾝｺ
  ﾞﾙに降伏服属
1259年1月25日-08:00|中国|  ||宋･開慶1年1月1日|南宋の理宗が開慶と改元
1259年3月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾄﾞ･ﾛﾝｹﾞｽﾍﾟ卿｣(~1260年10月没)
1259年3月5日-09:00|日本|  ||正嘉3年2月10日|幕府が､飢饉で苦しむ流民の山野河海への立ち入りを認め､地頭
  たちに貧民救済を命じる法令を出す
1259年3月15日-09:00|日本|  ||正嘉3年2月20日|<任命>上総国守護｢足利頼氏｣(~不詳､次に､家時が就任)
1259年3月23日-09:00|日本|京都府京都市中京区|正嘉3年2月28日|壬生地蔵堂竣工
1259年4月20日-09:00|日本|  ||正元1年3月26日|正嘉から正元に改元
1259年4月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ7世｣
1259年4月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ8世｣(~12960928死去)
1259年5月27日-09:00|日本|  ||正元1年5月4日|<死去>近衛兼経(50歳)摂政･関白･太政大臣
1259年5月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾘｽﾄﾌｧ1世｣
1259年5月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ摂政｢ﾏﾙｶﾞﾚｰﾀ･ｻﾝﾋﾞﾘｱ｣(~1266年)
1259年5月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｴｰﾘｸ5世｣ｸﾘｽﾄﾌｧ1世とﾄﾁｪﾌ公女ﾏﾙｸﾞﾚｰﾃ･ｻﾝﾋﾞﾘｱの長男(~128
  61122死去)
1259年6月14日-09:00|日本|京都府京都市|正元1年5月22日|閑院内裏焼失
1259年6月20日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｹﾃｨﾙ ｿｰﾗｰｸｿﾝ｣(~1263年)
1259年7月21日-09:00|朝鮮|  ||高麗･高宗47年6月30日|<死去>高麗王｢高宗｣
1259年8月11日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･憲宗9年7月21日|<死去>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国第4代皇帝｢憲宗ﾓﾝｹ｣/年52
1259年8月11日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･憲宗9年7月21日|<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国第5代皇帝｢ｱﾘｸﾌﾞｹ｣(~1264年8月21
  日降伏)ﾄﾙｲの六男
1259年9月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾏﾙﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｯﾗ･ﾄｯﾚ｣(~12631120死去)
1259年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ条項で､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ諸侯の国政参加が規定される
1259年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ･ｸﾄｩｽﾞ｣(~12601024暗殺される)
1259年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<廃位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾘｰ｣
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1259年11月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ｱﾙﾉﾙﾄ2世｣
1259年12月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾟﾘ条約が結ばれ､ﾙｲ9世がﾌﾟﾗﾝﾀｼﾞﾈｯﾄ家と和解
1259年12月25日-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱはｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸを統治
1259年12月26日-09:00|日本|  ||正元1年11月12日|<死去>宇都宮頼綱(88歳)武将､歌人
1260年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾗﾃｨ国
1260年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾔｰﾀｳﾞｧ朝ｸﾘｼｭﾅがｶｰﾝﾁｰを攻略
1260年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ｱﾙｸﾞ｣ﾁｬｶﾞﾀｲの子ﾊﾞｲﾀﾞﾙの子(~1265年死去)
1260年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Akhsitan2世｣
1260年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Farrukhzad2世｣(~1282年死去)
1260年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾑｽﾁｽﾗｳﾞﾘ公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1278年)
1260年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾝ=ﾅｰｽｨﾙ･ﾕｰｽﾌ｣
1260年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱﾙﾄｩｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｶﾗ･ｱﾙｽﾗｰﾝ･ｱﾙ=ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ｣(~1292年)
1260年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<復位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾎﾑｽ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Ashraf Muzaffar al-Din Musa｣(~1263年死去)
1260年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ伯｢William de Forz｣
1260年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ5世｣
1260年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢John1世｣(~13020711死去)
1260年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ伯｢Thomas de Forz｣(~1269年死去)
1260年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ6世｣(~1275年死去)
1260年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｴｰﾘｸ1世｣(~12720527死去)
1260年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣(~12860426死去)
1260年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢Agnes｣(~1277年)
1260年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰｹﾞﾝ公｢ｳﾞｨｽﾗﾌ2世｣(~1302年)
1260年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ｵﾀｶﾙ2世｣対立公(~12780826)
1260年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島総督｢Fogall McHascatt｣
1260年1月9日-09:00|日本|  ||正元1年11月26日|<譲位>89代｢後深草天皇｣
1260年1月9日-09:00|日本|  ||正元1年11月26日|<践祚>90代｢亀山天皇｣/12月28日即位
1260年2月13日-09:00|日本|沖縄県|正元2年|<即位>琉球国王｢英祖｣(~12990831(大徳3年8月5日)死去)
1260年2月13日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  ||元･憲宗10年1月|ﾓﾝｺﾞﾙ軍､ｱﾚｯﾎﾟを攻略
1260年2月13日-09:00|日本|熊本県宇土市|正元2年1月1日|寒巌義尹,如来院を建立
1260年2月13日-08:00|中国|  ||宋･景定1年1月1日|南宋の理宗趙昀が景定(-1264年)と改元
1260年3月1日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  ||元･憲宗10年1月18日|ﾓﾝｺﾞﾙ軍がﾀﾞﾏｽｶｽ略奪
1260年5月5日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･憲宗10年3月24日|<即位>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国第6代皇帝｢世祖ｸﾋﾞﾗｲ｣ﾄﾙｲの四男､
  開平府で即位(~至元31年1月22日1294年2月18日)ｱﾘｸﾌﾞｹと帝位を争う
1260年5月14日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ対立上王｢ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ｶｻ･ｱﾝ･ﾄﾞｩｲﾝ｣
1260年5月23日-09:00|日本|京都府京都市|正元2年4月12日|大炊事御門殿焼亡
1260年5月24日-09:00|日本|  ||文応1年4月13日|正元から文応に改元
1260年6月1日-09:00|朝鮮|  ||高麗･元宗1年4月21日|<即位>高麗王｢元宗(忠敬王)｣(~12740723(至元11年6月18
  日)死去)
1260年6月29日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･中統1年5月19日|元の世祖が中統(-1263年)と建元
1260年7月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Jayabhima Deva｣(~1271年)
1260年8月24日-09:00|日本|  ||文応1年7月16日|日蓮が幕府の政治を糾弾内容の自著｢立正安国論｣を北条時頼
  に献上
1260年9月3日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  ||元･中統1年7月26日|ｴｼﾞﾌﾟﾄのﾏﾑﾙｰｸ軍がｶﾞﾚﾘｱのｱｲﾝｼﾞｬﾙ
  ｰﾄで蒙古軍を粉砕し､回教ｼﾘｱの外へ追い出す
1260年9月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄｽｶﾅのｷﾞﾍﾞﾘﾝ派(皇帝派)が､ﾌｨﾚﾝﾂｪのｸﾞｪﾙﾌ派(教皇派)を破る(ﾓﾝﾀﾍﾟﾙﾃｨの戦い)
1260年9月10日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽ率いるﾏﾑﾙｰｸ軍がﾀﾞﾏｽｶｽを占領
1260年9月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･中統1年8月17日|高麗､蒙古からの通知により中統に改元
1260年10月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾄﾞ･ﾛﾝｹﾞｽﾍﾟ卿｣
1260年10月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｷｰﾙ領主ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾃﾞｨｰﾝ｣(~1261年7月没)
1260年10月3日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文応1年8月27日|鎌倉の僧徒が蜂起して日蓮の松葉谷草庵を焼く
1260年10月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣遺領はｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸとｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸに分割
1260年10月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣(~12980825)
1260年10月24日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞｯﾌｧﾙ･ｸﾄｩｽﾞ｣ｱｲﾝ･ｼﾞｬｰﾙｰﾄの戦いからの帰還
  途中､ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽに暗殺される
1260年10月24日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽ｣(~12770701死去54歳)
1260年10月24日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは､ｵﾙﾀﾞﾆｰ島に対するｸｰﾀﾝｽ司教の権利を回復
1260年11月5日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･中統1年10月|ﾓﾝｺﾞﾙ帝国が中統元宝交鈔(紙幣)を発行
1260年11月8日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ/ｽｲｽ|  |||ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝはｻﾙｶﾞﾝの一部(~13420503)
1261年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｺﾞｴﾝ･ﾔﾝ王｢ﾏﾝﾗｰｲ｣(⇒1292年ﾗﾝﾅｰ王国ﾏﾝﾗｰｲ朝国王~1311年死去)
1261年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｳｻﾞﾅ1世｣(~1269年)
1261年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾔｰﾀﾞｳﾞｧ朝君主｢ﾏﾊｰﾃﾞｰｳﾞｧ｣ｸﾘｼｭﾅの弟(~1270年)
1261年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾊﾞﾆﾄﾞ朝ﾏﾘｰｸ｢Nasir al-Din Muhammad｣(~1318年死去)
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1261年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ﾔｰﾔ･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱｽﾞｼﾗｼﾞ｣(~1262年~1296年死去)
1261年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Kerimeddin Karaman Bey｣
1261年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾄﾞﾙﾌｨｰﾉ｣(~1262年)
1261年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾊﾎｰﾄ･ｻｰｸ｣(~1263年)
1261年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｹﾞｵﾙｸ･ﾌｫﾝ･ｱｲﾋｼｭﾃｯﾄ｣(~同年)⇒｢ｳﾞｪﾙﾅｰ･ﾌｫﾝ･ﾌ
  ﾞﾗｲﾄﾊｳｾﾞﾝ｣(~1263年2月)
1261年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Semseddin1世｣(~1277年殺害される)
1261年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ﾌｾｳﾞｫﾛﾄﾞｳﾞｨﾁ｣(~1263年)
1261年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾞｨｸ･ﾍﾞｲﾘｸ･ﾍﾞｲ｢Mehmed･ﾍﾞｲ｣(~1262年)
1261年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾛｰﾄﾞｽ島専制君主｢ｲｵｱﾆｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ･ﾊﾟﾗｲｵﾛｺﾞｽ｣(~1274年没)
1261年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣
1261年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾛｰﾗﾝﾄﾞ･ﾗｰﾄｰ｣(~1267年)
1261年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣(~12970814死去)
1261年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<領地変更>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ伯｢ﾖﾊﾝ1世｣⇒ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙ伯(~12630420死去);｢ｹﾞﾙﾊﾙ
  ﾄ1世｣⇒ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｲﾂｪﾎｰ伯(~12901221死去)
1261年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ国ﾍﾌﾞﾘﾃﾞｽ諸島の奪還に成功
1261年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞはﾉﾙｳｪｰ宗主国下
1261年1月7日-09:00|日本|京都府京都市|文応1年12月5日|京都大火/五条室町より出火､東は河原､北は四条まで
  焼亡
1261年2月1日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文応2年|叡尊の弟子の忍性が鎌倉にはいり極楽寺を開く
1261年2月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾗﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｲﾙ･ﾊﾝ国ﾌﾗｸﾞの使者がﾊﾟﾘに到達､対ｴｼﾞﾌﾟﾄで同盟を要請
1261年2月8日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ｱﾝﾘ3世｣
1261年2月8日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ｱﾝﾘ4世｣(~1267年)
1261年3月13日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｼﾞｪﾉｱ人がﾆｹｰｱのｷﾞﾘｼｱ皇帝ﾐｶｴﾙ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽと同盟する(ﾆｭﾝﾊﾟｲｵﾝ条約)
1261年3月22日-09:00|日本|  ||弘長1年2月20日|｢弘長｣に改元
1261年4月14日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|弘長1年3月13日|幕府政所･公文所･問注所焼失
1261年5月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第181代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾚｸｻﾝﾃﾞﾙ4世｣
1261年5月29日-09:00|日本|  ||弘長1年4月29日|<就任>関白:二条良実(~文永2年閏4月18日)
1261年6月11日-09:00|日本|静岡県伊東市|弘長1年5月12日|日蓮が､幕府により伊豆国伊東に配流になる
1261年6月13日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀﾝｽｨﾙ2世｣(~11.28,ﾓﾝｺﾞﾙ軍に襲撃されて殺され
  た)
1261年7月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｷｰﾙ領主ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾃﾞｨｰﾝ｣
1261年7月20日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|弘長1年6月22日|故三浦泰村の弟僧良賢が謀反を企て亀谷石切谷で
  捕らえられた
1261年7月24日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾐｶｴﾙ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽの下でｴﾋﾟﾛｽ専制侯国･ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱなどからなる反ﾆｶｲｱ連合軍
  を破りｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾟﾙを占領
1261年7月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾐｶｴﾙ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽが守備が手薄になっていたｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉﾎﾟﾘｽを奪回､ﾗﾃﾝ帝国が滅亡
1261年8月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾍﾝﾘｯｸ･ｺｾｷﾞ･ﾌｨｱ･ﾍﾝﾘｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾍｰﾀﾞｰ｣(~1267年1月)
1261年8月8日-09:00|日本|奈良県奈良市|弘長1年7月11日|宋人尹行吉笠塔婆(般若寺)を建立
1261年8月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ)帝国皇帝(ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ朝)｢ﾐｶｴﾙ8世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ･ﾄﾞｩｰ
  ｶｽ･ｺﾑﾈﾉｽ･ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽとｱﾚｸｼｵｽ3世ｱﾝｹﾞﾛｽの孫娘ﾃｵﾄﾞﾗ･ｱﾝｹﾞﾘﾅ･ﾊﾟﾚｵﾛｷﾞﾅの子(~12821211死去)息子ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽを共
  同統治者とする
1261年8月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ女伯｢ｴﾗ･ｵﾌﾞ･ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ｣
1261年8月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ女伯｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾛﾝｹﾞﾍﾟｰ｣(~1310年)
1261年8月29日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第182代ﾛｰﾏ教皇｢ｳﾙﾊﾞﾇｽ4世｣(~12641002死去)
1261年9月2日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>ｷﾌﾟﾛｽ王国摂政｢ﾌﾟﾚｻﾞﾝｽ･ﾃﾞ･ｱﾝﾃｨｵｷｱ｣
1261年9月2日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>ｷﾌﾟﾛｽ王国摂政｢ﾕｰｸﾞ(ﾕｰｺﾞ)･ﾃﾞ･ｱﾝﾃｨｵｷｱ｣(~12671205)
1261年10月26日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･中統2年10月|ｱﾘｸ･ﾌﾞｶがｼﾑﾄﾉｰﾙでﾌﾋﾞﾗｲ軍に大敗
1261年11月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>ﾆｶｲｱ帝国(ﾗｽｶﾘｽ朝･東ﾛｰﾏの亡命政権)皇帝｢ﾖﾊﾈｽ4世ﾗｽｶﾘｽ｣(~1305年死去
  )
1261年11月28日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｽﾀﾝｽｨﾙ2世｣ﾓﾝｺﾞﾙ軍に襲撃されて殺された
1261年11月28日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｶｲﾛ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第2代ｶﾘﾌ｢ﾊｰｷﾑ1世｣(~13020119)
1261年12月25日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<廃位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾖﾊﾈｽ4世ﾗｽｶﾘｽ｣
1262年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾀﾞﾗﾝﾌﾟｰﾙ国
1262年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｰｶﾃｨｰﾔ朝国王｢ﾙﾄﾞﾗﾏ･ﾃﾞｰｳﾞｨｰ｣(~1296年)
1262年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞｰﾝﾃﾞｨｱ朝ｼﾞｬﾀｰｳﾞｧﾙﾏﾝがﾎｲｻﾗ朝を破る
1262年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ｣(~1263年)
1262年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾙﾊｯｻﾝ･ﾋﾞﾝ･ﾊﾞﾄﾞｰ･ｱｯﾃﾞｨﾝ｣ｱﾙﾊﾃﾞｨ･ﾔｰﾔの従兄弟の息子息
  子(~1271年死去)
1262年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(ｳﾞｨﾃﾞｨﾝで反乱中)
1262年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾆｺﾛ･ﾅｳﾞｨｶﾞﾎｿ｣(~1263年)
1262年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾅｸｿｽ公｢ﾏﾙｺ2世｣(~1303年)
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1262年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｼｮﾜ･ｻﾙﾀﾝ国ｻﾙﾀﾝ｢Giram-Gaz'i｣(~1263年)
1262年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾞｨｸ･ﾍﾞｲﾘｸ･ﾍﾞｲ｢Ali･ﾍﾞｲ｣(~1305年)
1262年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｸﾚﾀ島でﾁｮﾙﾀｯﾂｪ兄弟率いる反ｳﾞｪﾈﾂｨｱ蜂起(~1265年)
1262年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾛｼｱ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽがｷﾌﾟﾁｬｸ･ﾊﾝ国に使者を派遣
1262年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｾｰﾙ女伯｢Mahaut｣兼ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Matilda2世｣
1262年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Mathieu de Trie｣(~1272年死去)
1262年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Yolande2世｣(~12800602死去)
1262年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ﾏﾅｾ5世｣(~1272年死去)
1262年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢Bela Rostislavich｣(~1272年)
1262年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Odo｣
1262年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾍﾞﾙｶﾞﾙﾄはﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾀﾞﾝﾂｨﾋに併合
1262年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)対立法話者｢ｿｰﾊﾞｰﾄﾞﾙ ｿﾗﾘﾝｿﾝ｣(~1264年)
1262年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Gilbert Talbot卿｣｢Thomas Boulton｣(
  ~1267年)
1262年 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ｱｲｽﾗﾝﾄﾞがﾉﾙｳｪｰの事実上の植民地となる
1262年1月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾛｼｪﾙ｣(2回目~12641206)
1262年2月20日-04:00|ﾛｼｱ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･中統3年2月|李壇の乱､山東の漢人勢力がﾓﾝｺﾞﾙに反乱
1262年4月-03:30|ｲﾗﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｲﾙ･ﾊﾝ国ﾌﾗｸﾞがｼﾘｱ遠征を再開するがﾊﾞｲﾊﾞﾙｽが撃退
1262年6月 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ･ﾉﾙｳｪｰ連合(1268年までｱｲｽﾗﾝﾄﾞのﾔｰﾙﾄﾞﾑ[伯爵領]として)
1262年6月11日-09:00|日本|  ||弘長2年5月23日|幕府が六波羅に罪人拘禁法を定めさせる
1262年6月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｿﾞﾌｼｪ(ﾌﾟｳｫﾂｸ)公｢ｼｪﾓｳﾞｨﾄ1世｣
1262年6月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｿﾞﾌｼｪ(ﾌﾟｳｫﾂｸ)公｢Prejeslawa｣寡婦(1264年)､｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世｣公国を統
  一(~13130420死去)共同統治
1262年7月18日-09:00|日本|福岡県太宰府市|弘長2年7月1日|奈良僧徒の訴えにより大江頼重を太宰府に流す
1262年9月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Baldwin de Redvers｣
1262年9月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Isabel de Redvers｣(~12931110死去)
1262年10月5日-09:00|日本|  ||弘長2年8月21日|<死去>曦子内親王(仙華門院)(39歳)土御門天皇の皇女､伊勢斎
  宮､後嵯峨天皇准母･皇后宮
1263年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Savakanmaindan｣(~1277年)
1263年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎｲｻﾗ朝国王｢ﾅﾗｼﾝﾊ3世｣ｿｰﾒｰｼｭｳﾞｧﾗの長子(~1292年)
1263年-04:00|ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>第37代ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公大｢ﾛﾏﾝ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~1288年)
1263年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝行政長官｢Shams al-Din Juvayni｣(~12841016)
1263年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ﾀｳﾄｳﾞｨﾗｽ｣
1263年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾎﾑｽ)ｱﾐｰﾙ｢Al-Ashraf Muzaffar al-Din Musa｣
1263年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ｷﾞｰ1世｣
1263年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾙｺ･ﾀﾞﾝﾄﾞｰﾛ｣(~1265年)
1263年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ｼﾞｬﾝ1世｣(~1280年死去)
1263年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｼｮﾜ･ｻﾙﾀﾝ国ｻﾙﾀﾝ｢Dil-Gamis｣(~1278年)
1263年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｲｽﾗｴﾙはｴｼﾞﾌﾟﾄのﾏﾑﾙｰｸ･ｽﾙﾀﾝ国の一部(~15160824)
1263年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｸﾘｽのｽﾃﾌｧﾝ｣(~1266年)
1263年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾑｨｼｭﾘ公｢Lev Daniilovich｣(~1269年)
1263年1月6日-09:00|日本|三重県伊勢市|弘長2年11月25日|伊勢神宮寺焼失
1263年1月9日-09:00|日本|京都府京都市中京区|弘長2年11月28日|<死去>親鸞が三条富小路にある弟尋有の善法
  坊で/90歳(誕生:承安3(1173)0401)浄土真宗の開祖
1263年2月-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｺﾝﾗｰﾄ･ﾌｫﾝ･ﾏﾝﾃﾞﾙﾝ｣(~1266年)
1263年2月10日-08:00|中国|  ||宋･景定4年|この年､賈似道､公田法を実施
1263年3月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第4代皇帝｢ﾏﾇｴﾙ1世｣
1263年3月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第5代皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ2世｣(~1266年死去)
1263年4月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽがｴﾙｻﾚﾑ王国のｱｸﾚ攻略にかかるが落とせず
1263年4月1日-09:00|日本|  ||弘長3年2月22日|｢日蓮｣流罪赦免鎌倉に帰る
1263年4月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙ伯｢ﾖﾊﾝ1世｣
1263年4月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙ伯｢ﾖﾊﾝ2世隻眼伯｣(~1316年),｢ｱﾄﾞﾙﾌ5世ﾎﾟﾒﾗﾆｱﾝ｣(~1273年)
  共同統治
1263年5月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾗｰｽﾛｰ･ﾊｰﾝ(=ﾗﾃﾞｨｽﾗｳｽ)｣(1回目~1264年)
1263年6月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ｣
1263年6月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ﾋﾟｴﾄﾛ2世｣(~12680515死去)
1263年6月16日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･中統4年5月9日|開平府を上都とする
1263年6月22日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｿｰﾚｲﾌﾙ･ﾌﾗｲﾑﾙ ｹﾃｨﾙｿﾝ｣(1回
  目~12670624)
1263年8月6日-09:00|日本|  ||弘長3年7月|<任命>摂津･若狭国守護｢北条時茂｣(~不詳)
1263年8月6日-09:00|日本|愛知県半田市|弘長3年7月|僧円覚､尾張国常楽寺の阿弥陀如来像を造立
1263年9月12日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ王｢ﾐﾝﾀﾞｳｶｽ｣甥のﾄﾚﾆｵﾀに暗殺された
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1263年9月12日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾄﾚﾆｵﾀ｣ﾐﾝﾀﾞｳｶﾞｽの甥(~1264年暗殺される)
1263年9月30日-09:00|日本|  ||弘長3年8月27日|<伊豆～相模湾近海大風雨>申の刻(16時ごろ)以降､風雨が烈し
  くなり､夜に入り暴風が伊豆から相模湾近海かけて吹いた/伊豆の海では九州から米などの年貢を運んできた
  運搬船61艘が遭難し波に漂った/鎌倉由比ヶ浜では､着岸していた船舶が多く水没し､乗組員の多くが死亡､海
  岸に打ち寄せられた遺体は数え切れないほどだった
1263年10月3日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ3世が､ﾉﾙｳｪｰ王ﾎｰｺﾝ4世との戦いに勝利
1263年10月13日-09:00|日本|  ||弘長3年9月10日|幕府切銭を禁ず
1263年11月13日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾓｽｸﾜ公｢ﾀﾞﾆｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣ｳﾗｼﾞｰﾐﾙの傀儡として建国(~13030305死去
  )
1263年11月14日-04:00|ﾛｼｱ/ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ大公､ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ･ｻﾞﾚｽｷｰ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ﾈﾌｽｷｰ｣病死
1263年11月14日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ大公｢ﾄｳﾞｪﾘ公ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~12720916､没)
1263年11月14日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ･ｻﾞﾚｽｷｰ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ-｣(~1294年死去)
1263年11月14日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ4世｣(~1271年死去)
1263年11月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾏﾙﾃｨｰﾉ･ﾃﾞｯﾗ･ﾄｯﾚ｣
1263年11月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾃﾞｯﾗ･ﾄｯﾚ｣(~12651224)
1263年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾋｭｰ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣
1263年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の子(~1265年剥奪~1267年回復~129
  6年死去)
1263年12月16日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾎｰｺﾝ4世ﾊｰｺﾝｿﾝ･ﾃﾞﾝｽﾄｱ大王｣
1263年12月16日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾏｸﾞﾇｽ6世ﾊｰｺﾝｿﾝ･ﾗｶﾞﾎﾞｰﾃﾙ｣(~12800509没)
1263年12月24日-09:00|日本|  ||弘長3年11月22日|<死去>｢北条時頼｣(鎌倉幕府5代執権)[1227年05月14日生～]
  (享年36)
1264年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ﾅﾗｼﾝﾊ1世｣
1264年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ﾊﾞｰﾇ･ﾃﾞｰｳﾞｧ1世｣(~1279年)
1264年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Aima｣(~1266年)
1264年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1272年)
1264年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公｢ﾕｰﾘｰ･ｱﾝﾄﾞﾚｴｳﾞｨﾁ｣(~1279年)
1264年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ･ｻﾞﾚｽｷｰ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ-｣(⇒1277年兼ｳﾗｼﾞﾐｰﾙ大公~1294年死
  去)
1264年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ﾌﾞﾘｬﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1264年)
1264年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||<即位>ｷﾙﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢Ali ibn Dawud｣(~1280年)
1264年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢Gerdine｣(~1267年)
1264年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾄﾚﾆｵﾀ｣暗殺される
1264年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｰｽ･ｸﾞｯﾄ･ｹﾚﾄﾞ｣(~1270年6月)
1264年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｶﾞｰﾘﾁ公｢ﾚﾌ･ﾀﾞﾆｰﾛｳﾞｨﾁ｣(~1301年死去)
1264年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｳﾞｧｲｼｭｳﾞｨﾙｶﾞｽ｣ﾐﾝﾀﾞｳｶﾞｽの子(~1267年退位~12681209殺害される)
1264年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾙｰﾂｸ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ﾀﾞﾆｰﾛｳﾞｨﾁ｣(~1292年)
1264年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ侯･ｴｽﾃ辺境伯｢ｵﾋﾞｯﾂｫ2世｣(⇒1288年ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ侯･ｴｽﾃ辺境伯~1293
  0120死去)
1264年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｪﾙｽｸ公｢ｺﾝﾗﾄ2世｣(~12940624死去)
1264年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾁｪｽﾀｰ伯｢ｼﾓﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ｣6代ﾚｽﾀｰ伯(~12650804死去)
1264年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣(~1267年死去)
1264年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙｽﾀｰ伯｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾄﾞ･ﾊﾞﾗ｣(~12710728死去)
1264年1月31日-09:00|日本|  ||弘長4年|<任命>備前国守護｢長井泰重｣(~不詳)
1264年1月31日-09:00|日本|  ||弘長4年|この年､唐鏡(藤原茂範)できる
1264年1月31日-04:00|ﾛｼｱ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･中統5年|ﾓﾝｺﾞﾙが樺太のｱｲﾇを征討.樺太は中国の属国(元王朝下)
  となりKuyiと名付けられた(~1368年頃)
1264年2月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公･ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣
1264年2月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ｱｯﾂｫ7世｣
1264年2月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ侯｢ｵﾋﾞｯﾂｫ2世｣(⇒1288年兼ﾓﾃﾞﾅ侯⇒1289年兼ﾚｯｼﾞｮ侯~12930213死
  去)
1264年3月27日-09:00|日本|  ||文永1年2月28日|弘長から文永に改元
1264年4月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｸﾛｲﾂﾅﾊ伯｢Simon1世｣
1264年4月21日-09:00|日本|滋賀県大津市|文永1年3月23日|延暦寺僧徒蜂起し､同寺講堂･戒壇院など堂塔に放火
1264年4月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾄﾞ･ｸｲﾝｼｰ｣
1264年4月28日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･中統5年4月1日|元が中書省を立てる
1264年5月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾘｭｲｽの戦い｡国王ﾍﾝﾘｰ3世とﾚｽﾀｰ伯ｼﾓﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ率いる改革派貴族が軍事衝
  突､改革派貴族が勝つ/ﾍﾝﾘｰ3世と王弟､皇太子が捕虜となる
1264年5月17日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ﾃﾞﾐｰﾝ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ3世｣
1264年5月28日-09:00|日本|滋賀県大津市|文永1年5月2日|延暦寺僧徒が､園城寺の戒壇建立を怒り､園城寺を焼
  く
1264年6月18日-09:00|日本|岡山県|文永1年5月23日|<死去>頼仁親王(64歳)後鳥羽天皇の皇子.配流先の備前で
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  死去
1264年8月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲﾗﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｲﾙ･ﾊﾝ国とﾏﾑﾙｰｸ朝がﾋﾞﾗで攻防戦､ﾏﾑﾙｰｸが退ける
1264年8月21日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･中統5年7月28日|<降伏>ﾓﾝｺﾞﾙ帝国第5代皇帝｢ｱﾘｸﾌﾞｹ｣ﾌﾋﾞﾗｲに降伏
1264年8月23日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元1年8月|ﾓﾝｺﾞﾙが燕京へ遷都し､中都と改称
1264年9月2日-09:00|日本|  ||文永1年8月11日|<辞任>6代鎌倉幕府執権｢北条長時｣
1264年9月2日-09:00|日本|  ||文永1年8月11日|<就任>7代鎌倉幕府執権｢北條政村｣(~文永5.3.5)
1264年9月7日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元1年8月16日|元の世祖ｸﾋﾞﾗｲが至元(-1294年)と改元
1264年9月12日-09:00|日本|  ||文永1年8月21日|<死去>｢北条長時｣(鎌倉幕府6代執権)[1230年02月27日生～](
  享年34)
1264年9月20日-09:00|日本|  ||文永1年8月29日|<死去>藤原重子(修明門院)(83歳)後鳥羽天皇の妃
1264年10月1日-09:00|日本|  ||文永1年9月10日|<死去>藤原家良(73歳)内大臣､歌人
1264年10月2日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第182代ﾛｰﾏ教皇｢ｳﾙﾊﾞﾇｽ4世｣
1264年10月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元1年10月7日|高麗､蒙古からの通知により至元と改元
1264年10月30日-09:00|日本|  ||文永1年10月9日|<任命>六波羅探題南方｢北条時輔(得宗家)｣(~文永9(1272)年2
  月15日､二月騒動で北方の北条義宗に討たれる)
1264年11月15日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文永1年10月25日|鎌倉幕府が越訴奉行設置
1264年11月16日-08:00|中国|  ||宋･景定5年10月26日|<死去>南宋第5代皇帝｢理宗｣/年61
1264年11月16日-08:00|中国|  ||宋･景定5年10月26日|<即位>南宋第6代皇帝｢度宗｣(~咸淳10年7月9日1274年8月
  12日)
1264年12月28日-09:00|日本|  ||文永1年12月9日|瓊玉和歌集できる
1265年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ｱﾙｸﾞ｣
1265年-04:00|ｵﾏｰﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｽﾞﾌｧｰﾙをﾍﾟﾙｼｬが占領(~1271年)
1265年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｸﾙﾁ･ｱﾙｽﾗｰﾝ4世｣
1265年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ｾﾞｰﾉ｣(~1269年)
1265年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲﾎｽﾛｰ3世｣(~1284年死去)
1265年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝のﾊﾞｲﾊﾞﾙｽが大ｶｰﾃﾞｨ職を設ける
1265年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｸﾛｲﾂﾅﾊ伯｢John1世｣(~12900128死去)
1265年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ﾏｲｾﾝ辺境伯(~1294年)
1265年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢John Tristan｣(~12700803死去)
1265年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>5代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣(~1267年回復~1296年死去)
1265年1月19日-09:00|日本|  ||文永2年|<隠居>薩摩国守護｢島津忠時｣(次に久経､忠宗､貞久と続く~貞治2･正平
  18(1363)年7月3日死去)
1265年1月19日-09:00|日本|  ||文永2年|<任命>信濃国守護｢北条義宗｣(~不明)
1265年1月19日-09:00|日本|三重県亀山市|文永2年|関実忠が亀山の若山に亀山城築城
1265年1月19日-08:00|中国|  ||元･至元2年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国ｲﾃﾞｨｸﾄ｢ﾏﾑﾗｸ･ﾃｷﾞﾝ(馬木剌的斤)｣ｵｸﾞﾙﾝﾁの子(
  ~1266年)
1265年1月19日-08:00|中国|  ||宋･咸淳1年1月1日|南宋の度宗が咸淳(-1274年)と改元
1265年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ宮殿でｼﾓﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ主導の貴族代表者会合開催(最初の英国会)
1265年1月24日-09:00|日本|山梨県|文永2年1月6日|<死去>甲斐･安芸守護｢武田信政｣(70歳)⇒嫡子｢武田信時｣が
  継ぐ
1265年2月5日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第183代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ4世｣(~12681129死去)
1265年2月8日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ﾌﾚｸﾞ｣
1265年2月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾙﾘﾋ1世｣
1265年2月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾙﾘﾋ2世｣(12790918死去)
1265年2月27日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝の皇帝ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽがﾌﾗﾝｸ人からｶｲｻﾞﾚｱを奪う
1265年2月28日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|文永2年2月11日|筑前国筥崎八幡宮が炎上
1265年3月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ﾌﾙｺ･ﾃﾞ･ｻﾝﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ｣(~5月)
1265年3月19日-09:00|日本|広島県廿日市市|文永2年3月|周防国清綱作の太刀(宮島厳島神社蔵)成る
1265年3月23日-09:00|日本|  ||文永2年3月5日|幕府が､商業地域を7ヵ所と定め､それ以外の商業を禁止
1265年4月26日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝の皇帝ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽがﾌﾗﾝｸ人からｱﾙｽｰﾌを奪う
1265年4月30日-09:00|日本|  ||文永2年4月13日|朝廷が､延暦寺僧徒の武装や博打を禁止
1265年5月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾜｽﾊﾟｲﾙ卿｣(~7月)
1265年6月3日-09:00|日本|  ||文永2年閏4月18日|<就任>関白:一条実経(~文永4年12月9日)
1265年6月15日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝第2代国王｢ｱﾊﾞｶ｣ﾌﾚｸﾞの子(~12820401死去)
1265年7月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾐｰｽ司教ﾋｭｰ･ﾃﾞ･ﾀｸﾞﾓﾝ｣(~1267年2月)
1265年7月4日-09:00|日本|  ||文永2年5月20日|<死去>藤原為継(60歳/画家､歌人､中務大輔)
1265年8月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾚｽﾀｰ伯･8代ﾁｪｽﾀｰ伯｢ｼﾓﾝ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾌｫｰﾙ｣ｲｰｳﾞｼｬﾑの戦いでｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ皇太
  子ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞに敗死
1265年10月15日-09:00|日本|福井県小浜市|文永2年9月5日|遠敷郡明通寺が院主頼禅により再建され,本堂供養
  が行われる
1265年10月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾚｽﾀｰ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ(ｸﾗｳﾁﾊﾞｯｸ)｣ﾍﾝﾘｰ3世の次男(⇒12670630兼初代ﾗﾝ
  ｶｽﾀｰ伯~12960605死去)
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1265年11月24日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢Magnus Olafsson｣
1265年11月24日 00:00|ﾏﾝ島|  |||ﾏﾝ島はｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの領地(~1290.2)
1265年12月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾅﾎﾟﾚｵｰﾈ･ﾃﾞｯﾗ･ﾄｯﾚ｣(~12770121捕えられる)
1266年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾍﾞﾙｹ｣
1266年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾓﾝｹ･ﾃﾑﾙ｣ﾊﾞﾄｩの子ﾄｶﾞﾝの
  子(~1280年)
1266年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Hali1世｣(~1268年)
1266年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ﾀﾞｳﾏﾝﾀｽ｣(~12990517死去)
1266年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第5代皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ2世｣
1266年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｳﾞｫｰｹﾞﾝ･ﾊﾟﾘｽﾝ｣(~同年)
1266年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾔｺﾌ(ﾔｺﾌ)･ｽｳﾞｪﾄｽﾗﾌ｣(ｳﾞｨﾃﾞｨﾝで反乱中~1273年)
1266年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第6代皇帝｢ｹﾞｵﾙｷﾞｵｽ｣(~1280年廃位)
1266年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国がｶﾌｧ統治(~1296年)
1266年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｼｭﾀﾙｹﾝﾌﾞﾙｸﾞ伯｢John1世｣
1266年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｼｭﾀﾙｹﾝﾌﾞﾙｸﾞ伯｢Henry1世｣(~12890801死去)
1266年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ｼｭｳﾞｪｯﾂ公｢ﾑｼﾁｭｲ2世｣(~1270年~12941229死去)
1266年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｳﾏﾙ･ﾑﾙﾀﾀﾞｰ｣
1266年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ島執行吏｢Godfrey MacManus｣
1266年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｲﾄﾞﾘｰｽ･ﾜｰｼｸ(ｲﾄﾞﾘｰｽ2世)｣(~1269年死去)
1266年1月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王･ﾅﾎﾟﾘ王｢ｶﾙﾛ1世｣ｱﾝｼﾞｭｰ伯ｼｬﾙﾙ(1282年ｼﾁﾘｱを失った~12850107死
  去)首都をﾊﾟﾚﾙﾓからﾅﾎﾟﾘに移した
1266年1月11日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾀﾞﾝﾂｨﾋ公｢ｼﾌｨｴﾝﾄﾍﾟｳｸ2世｣
1266年1月11日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ=ﾀﾞﾝﾂｨﾋ公｢ｳﾞｧﾙﾃｨｽﾗﾌ2世｣(~1270年~12710509死去､ﾀﾞﾝﾂｨﾋはﾎ
  ﾟﾒﾚﾚﾝ公国に統合)
1266年1月21日-09:00|日本|  ||文永2年12月14日|今暁彗星東方に見ゆ/18日彗星2尺余/27日夕彗星西方室宿に
  見ゆ
1266年1月22日-09:00|日本|  ||文永2年12月15日|<死去>藤原信実(89歳/画家､歌人､左京権大夫)
1266年2月2日-09:00|日本|  ||文永2年12月26日|｢続古今和歌集｣(藤原為家らが撰進)全20巻1915首
1266年2月7日-09:00|日本|  ||文永3年|<任命>武蔵国守護｢北条時宗｣(~1272年)
1266年2月7日-08:00|中国|  ||元･至元3年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国ｲﾃﾞｨｸﾄ｢ﾎｽﾊﾙ･ﾃｷﾞﾝ(火赤哈児的斤)｣ﾏﾑﾗｸの子(~
  1276年)
1266年2月7日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元3年|ﾓﾝｺﾞﾙ帝国でﾊｲﾄﾞｩの乱が勃発
1266年2月7日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹隆9年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ5世｣(~1287年)
1266年2月7日-09:00|日本|  ||文永3年1月1日|西方に彗星見ゆ
1266年2月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>奴隷王朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾅｰｼﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣
1266年2月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>奴隷王朝第9代ｽﾙﾀｰﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊﾞﾙﾊﾞﾝ｣(~1287年死去)
1266年2月26日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾁﾘｱ王｢ﾏﾝﾌﾚｰﾃﾞｨ｣戦死
1266年2月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾁﾘｱ国王ﾏﾝﾌﾚｰﾄとﾌﾗﾝｽ王の末弟ｼｬﾙﾙ･ﾀﾞﾝｼﾞｭｰがｲﾀﾘｱ南部のﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄで会
  戦/戦いはその日のうちに終わり､ｼｬﾙﾙが圧勝
1266年3月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<復位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ﾑﾊﾞｰﾗｸ･ｼｬｰ｣(~9月)
1266年3月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘﾝｶｰﾝ女伯｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ･ﾄﾞ･ｸｲﾝｼｰ｣
1266年4月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯｢ﾖﾊﾝ1世｣
1266年4月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾃﾝﾀﾞﾙ辺境伯｢ﾖﾊﾝ2世｣(~12810910死去)､｢ｺﾝﾗｰﾄ｣
  (~1304年死去)､｢ｵｯﾄｰ4世｣(~13081127死去)､｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣(⇒13170326ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯~13180214死去)ﾖﾊﾝ1世
  の息子たちの共同統治
1266年4月12日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文永3年3月6日|幕府引付衆を廃し問注所に命じ評定衆をして聴訴
  せしむ
1266年5月14日-09:00|日本|  ||文永3年4月8日|<死去>飛鳥井教定.腫物のため(57歳/左兵衛督､歌人)
1266年5月18日-09:00|日本|  ||文永3年4月12日|<死去>覚仁法親王(69歳)後鳥羽天皇の皇子
1266年6月2日-09:00|日本|京都府京都市東山区|文永3年4月27日|蓮華王院再建
1266年7月2日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾏﾝ島|  |||ﾉﾙｳｪｰ王ﾏｸﾞﾇｽ7世が､ﾊﾟｰｽ条約を結んでﾍﾌﾞﾘﾃﾞｨｰｽﾞ諸島とﾏﾝ島のｽｺ
  ｯﾄﾗﾝﾄﾞ帰属を認める
1266年7月25日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾚﾊﾞﾉﾝ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝の皇帝ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽがﾌﾗﾝｸ人からｻﾌｪﾄﾞを奪う
1266年8月4日-09:00|日本|  ||文永3年7月3日|<解任>鎌倉第6代将軍｢宗尊親王｣北条時宗により/同日中に鎌倉
  を出発し､7月20日に京の六波羅探題に到着
1266年8月21日-09:00|日本|  ||文永3年7月20日|吾妻鏡記述終る
1266年8月25日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文永3年7月24日|<就任>鎌倉第7代将軍｢惟康親王｣(~12890914)
1266年9月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ﾊﾞﾗｸ｣ﾓｴﾄｩｹﾝの子ｲｪｽﾝ･ﾄﾞｩｱの子(~1271年死去)
1266年10月18日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文永3年9月19日|鎌倉鶴岡八幡宮の裸形弁才天像できる
1266年10月19日-09:00|日本|滋賀県大津市|文永3年9月20日|興福寺僧徒が蜂起
1266年10月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｹﾆﾙﾜｰｽの協定が結ばれ､ｲﾝﾌﾗﾝﾄﾞ王と貴族の和解が成立
1266年11月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾕｰｸﾞ･ﾄﾞ･ｼｬﾛﾝ｣
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1267年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾗｼﾞｬ･ｻﾝ･ﾀﾜﾙ｣(~1339年)
1267年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾑﾄﾞﾗ･ﾊﾟｻｲ王国初代ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾘｸﾙ･ｻﾚｰ｣(~1297年)
1267年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾀﾞﾝﾊﾞﾃﾞﾆﾔ王国国王｢Vijayabahu4世｣Panditha Parakrama Bahu2世の長男(~127
  0.10死去)
1267年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ3世｣(~1270年)
1267年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｵｯﾄｰ･ﾌｫﾝ･ﾗｳﾀｰﾍﾞﾙｸ｣(~12700216死去)
1267年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｼｭｳﾞｧﾙﾅｽ｣(~1269年死去)
1267年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<退位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｳﾞｧｲｼｭｳﾞｨﾙｶﾞｽ｣(~12681209殺害される)
1267年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾍﾝﾘｸ2世 ﾍｰﾃﾞﾙ･ｸｼｪｷﾞ｣(1度目(~1270年)
1267年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ公ｵｯﾄｰ1世
  の長男(⇒1269年､弟のﾖﾊﾝと領土を分割､ﾖﾊﾝはﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯領を､ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世はｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯領を領有~12790
  815死去)
1267年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公｢ｼﾞｬﾝ1世勝利公｣(~12940503死去)
1267年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾗﾝ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｲﾙ･ﾊﾝ国がﾛｰﾏ教皇に使者を派遣し､同盟提携を要請
1267年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<回復>5代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣(~1296年死去)
1267年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣
1267年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣(~12720318死去)
1267年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Guillaume de Barentin｣(~1269年)
1267年1月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾛﾘﾝｸ･ﾌｨｱ･ｹﾒﾆｰ｣(1回目~12700501)
1267年2月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾊﾞﾘｰ卿ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾊﾞﾘｰ｣(~1269年2月)
1267年2月16日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪはｶｽﾃｨｰﾘｬとﾚｵﾝによってﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに割譲
1267年2月21日-09:00|日本|  ||文永4年1月26日|馬とその治療の秘法を扱った『馬医草紙』ができる
1267年5月2日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元4年4月7日|元が金の中都(北京)の東北に宮城を新築し､遷都
1267年5月27日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱに対する領有権主張が条約によりﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国からｼﾁﾘｱ島(｢ﾅﾎﾟ
  ﾘ｣)に割譲される/ｼﾁﾘｱの領域は､ｼﾁﾘｱ島｢ﾅﾎﾟﾘ｣の支配下でｴﾋﾟﾛｽから正式に分離
1267年6月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｻｳﾞｫﾜ｣ｱﾃﾞﾗｲｰﾄﾞの2番目の夫､ｻｳﾞｫｲｱ伯(~127903
  08退位~12850816死去)
1267年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ﾖﾝ･ｹﾞﾙｼﾞｬ･ｴｲﾅﾙｿﾝ｣(1回目~
  12680622)
1267年6月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ(ｸﾗｳﾁﾊﾞｯｸ)｣初代ﾚｽﾀｰ伯(~12960605死去)
1267年9月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾍﾞｱﾄﾘｽ｣
1267年9月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ﾍﾝﾘｰ3世が､北ｳｪｰﾙｽﾞの首長ﾙｰｳｪﾘﾝにﾌﾟﾘﾝｽ･ｵﾌﾞ･ｳｪｰﾙｽﾞの称号を認
  める(ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ条約)
1267年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯｢ｵｯﾄｰ3世｣
1267年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｻﾞﾙﾂｳﾞｪｰﾃﾞﾙ辺境伯｢ﾖﾊﾝ3世｣(~1268年死去)､｢ｵｯﾄ
  ｰ5世｣(~1298年死去)､｢ｵｯﾄｰ6世｣(~1286年退任)､｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣(~13001204死去)ｵｯﾄｰ3世の息子たちの共同統治
1267年10月12日-09:00|朝鮮/日本/韓国|  ||高麗･至元4年9月23日|高麗がﾌﾋﾞﾗｲの圧力に負けて潘阜を使者とし
  て日本に向かわせる
1267年11月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾝﾘｰ3世が､ｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ条項の多くを認め､内乱が終結する(ﾓｰﾙﾊﾞﾗ法令)
1267年12月5日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾕｰｸﾞ2世｣
1267年12月5日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾕｰｸﾞ3世｣(⇒1268年兼ｴﾙｻﾚﾑ王~12840324死去)
1267年12月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾔｳﾞｨ=ｲﾉｳﾞﾛﾂﾜﾌ公ｼﾞｪﾓﾐｽｳ[ｸﾔｳﾞｨ公ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世の次男](~1271年)
1267年12月25日-09:00|日本|  ||文永4年12月9日|<就任>関白:近衛基平(~文永5年11月19日)
1267年12月31日-09:00|日本|  ||文永4年12月15日|幕府:御家人が所領を売却すること､抵当にすることを禁じ
  る
1268年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾝｶﾞｻﾘ王国国王｢ｸﾙﾀﾅｶﾞﾗ｣(~1292年死去)
1268年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢ﾏｰﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ･ｸﾗｰｼｪｶﾗ1世｣(~1308年)
1268年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾎｲｻﾗ朝､ｹｰｼｬｳﾞｧ寺院を建立
1268年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Keimi｣(~1269年)
1268年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｲﾄﾞﾘｽ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ･ﾊﾞﾊｰﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~1270年12月)
1268年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾐﾊｲﾙ2世ｺﾑﾆﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣
1268年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾆｹﾌｫﾛｽ1世ｺﾑﾆﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣(~1297年死去)
1268年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾃｯｻﾘｱ君主｢ﾖﾊﾈｽ1世ﾄﾞｩｰｶｽ｣(~1289年死去)
1268年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Alvaro el Castella｣
1268年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｻﾞﾙﾂｳﾞｪｰﾃﾞﾙ辺境伯｢ﾖﾊﾝ3世｣
1268年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾃｨｴﾎﾟﾛ｣(~1275年)
1268年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢Louis5世｣(~1299年)
1268年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｷﾞｰ1世｣ｱﾝﾘ3世の女婿(~1297年)
1268年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol10世｣(~1314年死去)
1268年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ｺﾝﾁｮﾊﾞｰﾙ･ﾅ･ｽｲﾀﾞｲﾇ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1268年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ｼﾞｬﾝ1世｣(~同年)⇒｢ｼﾞｬﾝ2世｣ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公(~13051118死去)
1268年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾙｱﾄﾞ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ｺﾝﾁｮﾊﾞﾙ･ﾅ･ｽｲﾀﾞｲﾈ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝの息子(~1276年
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  )
1268年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾓﾛｯｺをﾏﾘｰﾝ朝が支配(~1465年)
1268年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾓｰﾃﾞｭｲ｣
1268年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾋﾞｰﾁｬﾑ｣先代の甥(~1298年死去)
1268年1月16日-09:00|日本|  ||文永5年|<任命>讃岐国守護｢北条有時｣(~不詳､以降北条氏~1331年)
1268年1月16日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文永5年|この年､鎌倉極楽寺十大弟子像できる
1268年1月16日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元の至元5年|元のﾌﾋﾞﾗｲが南宋討伐戦を開始
1268年1月16日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元5年|ｶｲﾄﾞｩ(ｵｺﾞﾃﾞｲの孫)挙兵
1268年1月16日-09:00|日本/ﾓﾝｺﾞﾙ/朝鮮/中国|  ||元･至元5年1月|高麗よりﾓﾝｺﾞﾙ帝国の第二回使節が通交を求
  めて来日.幕府返書せず
1268年1月29日 07:00|日本|京都府京都市|文永5年1月14日|<京都文永5年の大火>申刻(16時ごろ)､四条坊門の西
  洞院大路付近の家から出火/東は鴨川の河原まで延焼､北は二条の街まで､南は五条坊門小路まで延焼/六角堂(
  頂宝寺)や後に足利将軍の邸宅となる三条坊門の屋敷が焼失
1268年2月13日-09:00|日本|愛媛県松山市|文永5年1月29日|凝然､越智郡円明寺で｢八宗綱要｣を著す
1268年3月7日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝の皇帝ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽがﾌﾗﾝｸ人からﾔｯﾌｧを奪う
1268年3月18日-09:00|日本|京都府京都市中京区|文永5年2月4日|仏師興慶により宝蔵寺木造釈迦如来立像が造
  られる
1268年4月15日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝の皇帝ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽがﾌﾗﾝｸ人からﾎﾞｰﾌｫｰﾙを奪う
1268年4月18日-09:00|日本|  ||文永5年3月5日|<就任>8代鎌倉幕府執権｢北條時宗｣(~弘安7年4月4日)
1268年4月18日-09:00|日本|  ||文永5年3月5日|<退任>7代鎌倉幕府執権｢北条政村｣
1268年5月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ﾋﾟｴﾄﾛ2世｣
1268年5月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ1世｣(~12850816死去)
1268年5月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾋﾟｴﾄﾛ2世｣
1268年5月21日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝のｽﾙﾀﾝとなったﾊﾞｲﾊﾞﾙｽはｱﾝﾃｨｵｷｱを占領しｱﾝﾃｨｵｷｱ公国は
  完全に滅亡
1268年6月22日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｿｰﾚｲﾌﾙ･ﾌﾗｲﾑﾙ ｹﾃｨﾙｿﾝ｣(2回
  目~12690621)
1268年7月16日-09:00|日本|京都府京都市左京区|文永5年6月5日|法勝寺九重塔に落雷炎上
1268年8月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾁﾘｱ王｢ｼｬﾙﾙ･ﾀﾞﾝｼﾞｮ｣､ﾀﾘｱｺｯﾂｫの戦いでｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｺﾝﾗｰﾄ3世｣を破
  る
1268年10月29日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ﾕｰｸﾞ｣ｱﾝﾃｨｵｷｱ公子ｱﾝﾘとｷﾌﾟﾛｽ王女ｲｻﾞﾍﾞﾗの息子(~128403
  24死去49歳)
1268年10月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Frederick1世｣
1268年10月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ公兼ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯･ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ
  1世｣
1268年10月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼﾁﾘｱ王｢ｺｯﾗﾃﾞｨｰﾉ｣兼ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾃﾞｨﾝ｣兼ｴﾙｻ
  ﾚﾑ国王｢ｺﾝﾗｰﾄ3世｣16歳/処刑される
1268年10月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣(~12881119死去)
1268年11月29日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第183代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ4世｣
1268年12月24日-09:00|日本|京都府京都市|文永5年11月19日|<死去>関白｢近衛基平｣痢病のため(23歳､左大臣)
1269年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｿｳﾓﾝ1世｣(~1273年)
1269年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Audha｣(~1278年)
1269年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｵ2世｣(~1289年死去)
1269年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<退位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾍﾄｩﾑ1世｣
1269年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｼｭｳﾞｧﾙﾅｽ｣
1269年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾊﾞﾄﾞｴﾙ｣(~1271年)
1269年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｳﾞｧｼﾘｺｳﾞｨﾁ｣(~1288年)
1269年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｼｮﾜ･ｻﾙﾀﾝ国ｻﾙﾀﾝ｢Dilmarrah｣(~1283年)
1269年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｽﾞ公｢ﾕｰﾘｲ･ﾘｳﾞｫｰｳﾞｨﾁ｣(~1301年)
1269年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾄﾗｲﾃﾞﾆｽ｣(~1282年春殺害される)
1269年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ伯｢Thomas de Forz｣
1269年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Hugh5世｣(~1277年)
1269年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯｢Jean-Tristan｣(~12700803死去)
1269年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ女伯｢Aveline de Forz｣(~12741110死去)
1269年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ公ｵｯﾄｰ1世
  の長男(~1279年)
1269年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ﾖﾊﾝ｣ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ公ｵｯﾄｰ1世の次男(~12771213死去)
1269年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島守護者｢Hugh de Trubleville｣(~1270年)
1269年1月13日-09:00|日本|京都府京都市|文永5年12月10日|<就任>関白｢鷹司基忠｣(~文永10年5月5日)
1269年2月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾃﾞ･ｳﾌｫｰﾄﾞ｣(1回目~1271年11月)
1269年2月3日-09:00|日本|  ||文永6年|この年､西智聖観音像(ﾎﾞｽﾄﾝ美術館)できる
1269年2月3日-09:00|日本|  ||文永6年|この年､牧谿の竜虎図できる
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1269年2月3日-09:00|日本|熊本県宇土市|文永6年|寒巌義尹,三日村(現花園町)に三日如来寺を建立
1269年2月12日-09:00|日本|京都府京都市|文永6年1月10日|延暦寺僧徒らが神輿を奉じて入京し､六波羅探題の
  兵と衝突する/延暦寺衆徒は神輿を放置して退却
1269年3月17日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元6年2月13日|新製蒙古字を天下に頒行
1269年4月3日-09:00|日本|  ||文永6年3月1日|<死去>綜子内親王(月華門院)(23歳)後嵯峨天皇の皇女､歌人
1269年4月27日-09:00|日本|奈良県奈良市|文永6年3月25日|律宗の叡尊が忍性奈良坂の般若寺にてﾊﾝｾﾝ病患者救
  済施設を設置
1269年5月4日-09:00|日本|  ||文永6年4月2日|僧仙覚｢万葉集抄｣を撰する
1269年5月29日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文永6年4月27日|幕府問注所を罷め五方引付衆を置く
1269年6月21日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ﾖﾝ･ｹﾞﾙｼﾞｬ･ｴｲﾅﾙｿﾝ｣(2回目~
  12710619)
1269年8月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾏﾘｰﾝ朝がﾏﾗｹｼｭを攻略し､ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝を滅ぼす
1269年8月29日-09:00|日本|愛媛県八幡浜市|文永6年8月1日|左兵衛尉平能忠､大仏師興阿に宇和郡能忠寺の阿弥
  陀三尊立像を造らせる
1269年9月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢ｲﾄﾞﾘｰｽ･ﾜｰｼｸ(ｲﾄﾞﾘｰｽ2世)｣
1269年10月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾁｭﾆｼﾞｱのﾊﾌｽ朝ｶﾘﾌがﾌﾗﾝｽ王ﾙｲ9世に使者を派遣
1269年10月27日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢ｳﾙﾘｯﾋ3世｣
1269年10月27日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢ｵﾀｶﾙ2世｣(~1276年)
1269年10月27日-01:00|ﾁｪｺ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱはｶﾘﾝｼｱを統治
1270年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ｼｰｲﾝﾀﾗｰﾃｨｯﾄ｣
1270年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ﾊﾞｰﾝﾑｱﾝ｣(~1279年死去)
1270年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｶｯﾁ国
1270年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾔｰﾀﾞｳﾞｧ朝君主｢ｱｰﾏﾅ｣(~1271年)
1270年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ7世｣
1270年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ﾛﾏﾝ3世ｵﾚｺﾞｳﾞｨﾁ聖人｣
1270年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾃﾞﾒﾄﾘｵｽ2世｣(~12890312死去)
1270年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟﾛﾝｽｸ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1294年)
1270年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ1世ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1294年死去)
1270年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ﾐﾊｲﾙ･ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｳﾞｨﾁ｣(~1280年)
1270年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ｣(~1290年)
1270年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｼｳﾞｪﾘｽ｣(~同年)
1270年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ1世｣
1270年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｸﾘｽﾁｬﾝ3世｣(~1285年死去)
1270年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢Charles｣(~13251216死去)
1270年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾖｱﾋﾑ･ｸﾞｯﾄ=ｹﾚﾄﾞ｣(~1272年)
1270年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ領主｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾙﾍﾞｵﾝ｣(~1274年､ﾇﾑｰﾙ領はﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世に売却)
1270年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ公｢ﾑｼﾁｭｲ2世｣(~12941229死去)
1270年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ﾏﾝｻ･ﾜﾃｨ･ｹｲﾀ｣(~1274年)
1270年1月23日-09:00|日本|  ||文永7年|<任命>安芸国守護｢武田信時｣(~1276年)
1270年1月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元7年|高麗が開京に遷都
1270年1月23日-09:00|日本|奈良県奈良市|文永7年|この年､西大寺金銅舎利塔できる
1270年1月23日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||元･至元7年|<即位>ﾊｲﾄﾞｩ･ｳﾙｽ･ﾊｰﾝ｢ﾊｲﾄﾞｩ･ﾊｰﾝ｣ﾓﾝｺﾞﾙ帝国が分裂
1270年1月24日-09:00|日本|島根県出雲市|文永7年1月2日|出雲国杵築社焼失
1270年1月24日-09:00|日本|広島県廿日市市|文永7年1月2日|安芸国厳島社焼失
1270年2月16日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ﾌｫﾝ･ｳﾞｪｽﾄﾌｧｰﾚﾝ｣摂政(~同年)
  ⇒｢ｳﾞｧﾙﾀｰ･ﾌｫﾝ･ﾉﾙﾃﾞｯｸ｣(~1273年)
1270年2月18日-09:00|日本|  ||文永7年1月27日|<死去>摂津･若狭守護･六波羅探題｢北条時茂｣(31歳)
1270年2月22日-08:00|中国/韓国/朝鮮/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元7年;高麗･至元7年2月|ﾓﾝｺﾞﾙが高麗の西北領域をとり
  ､西京に東寧府をおく
1270年3月6日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾃﾞ･ｴｸｾﾀｰ卿｣(~1271年11月)
1270年3月23日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元7年3月|ﾓﾝｺﾞﾙ､水軍を設置
1270年4月28日-09:00|日本|愛知県岡崎市|文永7年4月7日|三河国滝山寺山門の落慶供養
1270年5月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾌｨｱ･ﾓｲｽ｣(~1272年6月)
1270年5月3日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾍﾞｰﾗ4世｣
1270年5月11日-09:00|日本|京都府京都市南区|文永7年4月20日|東寺五重塔焼失
1270年5月21日-09:00|日本|滋賀県大津市|文永7年4月30日|延暦寺衆徒が蜂起
1270年5月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元7年5月|高麗の元宗が林惟茂を滅ぼし､武臣の政権が終わる
1270年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾏﾃ･ﾂｧｰｸ｣(1回目~8月)
1270年6月20日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元7年6月|高麗でﾓﾝｺﾞﾙの侵略に対抗し､三別抄の乱がおこる
1270年7月18日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||第7回十字軍がｶﾙﾀｺﾞに上陸し､ﾊﾌｽ朝と和平条約を結び撤退
1270年7月25日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾙｲ9世がﾁｭﾆｽを占領
1270年8月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｧﾛｱ伯｢Jean-Tristan｣兼ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢John Tristan｣
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1270年8月10日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｲｸﾉ･ｱﾑﾗｸ｣(~12850619死去)王都をｱﾝｶ-ﾊﾞﾙ
  に置く
1270年8月25日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾙｲ9世聖王｣ﾍﾟｽﾄによりﾁｭﾆｽで病死(56歳,誕生:
  12140425)
1270年8月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世豪胆王｣ﾙｲ9世の子(~12851005死去)
1270年9月8日-09:00|日本|京都府京都市|文永7年8月22日|五条内裏焼失
1270年9月23日-09:00|日本|香川県坂出市|文永7年9月7日|清立寺(現,坂出市)蔵木造阿弥陀如来立像,造立
1270年10月-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ﾀﾞﾝﾊﾞﾃﾞﾆﾔ王国国王｢Vijayabahu4世｣
1270年10月2日-09:00|日本|群馬県沼田市|文永7年9月16日|僧慶賢の発願で仏師快覚､木造十一面観音(柳町三光
  院所在)を造立
1270年10月7日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ･ﾈｲｼｬﾊﾞﾙで地震(M7.1)､死者1万人
1270年10月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾍﾄｩﾑ1世｣
1270年10月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｳﾞｫﾝ3世｣(~1289年死去)
1270年10月30日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾌｽ朝のﾑｽﾀﾝｼﾙとﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世､ｼﾁﾘｱ王ｼｬﾙﾙが講和
1270年11月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾁﾘｱでｼｬﾙﾙとﾙｲ王の艦隊が大嵐に遭遇し壊滅
1270年12月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ﾇﾏｲ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ｻｱﾄﾞ･ﾅｼﾞﾑ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~1271年1
  0月廃位)
1270年12月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾃｵﾊﾞﾙﾄﾞ2世｣兼ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ﾃｨﾎﾞｰ5世若年王｣32歳
1270年12月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ｴﾝﾘｹ1世｣兼ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ｱﾝﾘ3世肥満王｣ﾃｵﾊﾞﾙﾄﾞ1世とﾏﾙｸﾞ
  ﾘｯﾄ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝの男子(~12740622死去30歳)
1271年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Jayasimha Malla｣(~1274年)
1271年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾀﾞﾝﾊﾞﾃﾞﾆﾔ王国国王｢Bhuvanaikabahu1世｣Vijaya Bahu4世の兄弟(~1283年)
1271年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾔｰﾀﾞｳﾞｧ朝君主｢ﾗｰﾏﾁｬﾝﾄﾞﾗ｣ｸﾘｼｭﾅの子(~1311年)
1271年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ﾊﾞﾗｸ｣
1271年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ:ﾆｸﾞﾍﾞｲ[ﾁｬｶﾞﾀｲの四男ｻﾙﾊﾞﾝの子](~1272年)
1271年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Ali2世｣(~同年死去)⇒｢Yazdagird｣(~1298年死去)
1271年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾙﾊｯｻﾝ･ﾋﾞﾝ･ﾊﾞﾄﾞｰ･ｱｯﾃﾞｨﾝ｣
1271年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ4世｣
1271年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾍﾞﾚｰﾆｮ｣(2度目~1272年)
1271年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾚﾌ1世｣(~1301年死去)
1271年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾃｯｻﾘｱ尊厳公｢ﾖﾊﾈｽ1世ﾄﾞｩｰｶｽ｣(~1289年)
1271年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾙﾃﾞﾙﾝ伯｢ﾗｲﾅﾙﾄ1世(ﾚｲﾅｳﾄ1世)｣(~1318年~13261009死去)
1271年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾔｳﾞｨ=ｲﾉｳﾞﾛﾂﾜﾌ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ･ﾎﾟﾎﾞｼﾞｭﾇｨ｣ｳﾞｨｴﾙｺﾎﾟﾙｽｶ公ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ･ｵﾄﾞﾆﾂの次
  男(~1273年)
1271年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ公国は再統一
1271年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾏﾘｰｽﾞ2世｣
1271年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽﾄﾗｻｰﾝ伯｢ﾏﾘｰｽﾞ3世｣(~1317年)
1271年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞﾋｭｰﾊﾞｰｽ王｢Rhys ap Maredudd｣(~1283年)
1271年1月11日-09:00|日本|  ||文永7年11月29日|<死去>二条良実(55歳/元関白･左大臣)
1271年1月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世の妃ｲｻﾞﾍﾞﾙ･ﾀﾞﾗｺﾞﾝ､落馬事故が元でｲﾀﾘｱで死去(124
  7~､24歳)
1271年2月11日-09:00|日本|愛知県西尾市|文永8年|この年､足利満氏､三河国吉良荘に実相寺を建立し､円爾弁円
  を住持に招く
1271年2月11日-09:00|日本|長崎県壱岐市|文永8年|箱崎暦応寺[芦辺町]を開く
1271年2月25日-09:00|日本|愛知県豊橋市|文永8年1月15日|安達泰盛､三河国小松原寺に馬頭観音懸仏を寄進
1271年4月8日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽが十字軍のｸﾗｸ砦(ｼｭﾊﾞﾘｴ城砦)を陥す
1271年5月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||第8次十字軍の英王子ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ隊がｱｸﾚに上陸
1271年6月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽがｲｽﾗｴﾙ周辺の十字軍の城砦をすべて陥落
1271年6月19日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｿｰﾚｲﾌﾙ･ﾌﾗｲﾑﾙ ｹﾃｨﾙｿﾝ｣(3回
  目~12720624)
1271年6月24日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Arnaud Jean de Cuntis｣(~127
  50414)
1271年7月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾙｽﾀｰ伯｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾄﾞ･ﾊﾞﾗ｣
1271年7月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾙｽﾀｰ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｵｰｸﾞ･ﾄﾞ･ﾊﾞﾗ｣(~13260729死去)
1271年8月7日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元8年7月1日|ﾌﾋﾞﾗｲ･ﾊｰﾝが､元の大都に回回司天台を設立し､ｲｽﾗﾑ天
  文学による気象観測とｲｽﾗﾑ暦の編纂開始を命じる
1271年8月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Alphonse1世｣
1271年8月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ辺境伯｢ｼﾞｬﾝﾇ｣ﾌﾗﾝｽ王領に統合
1271年9月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第184代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ10世｣(~12760110死去)
1271年10月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｼﾞｬﾝﾏｽﾞ･ﾌﾞﾝ･ｼｰﾊｰｲｽﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣､｢ｶﾞｰﾆｰﾑ･ﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｽ･ﾌﾞﾝ･ﾊ
  ｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ｣(~11月廃位)
1271年10月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<廃位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ﾇﾏｲ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ｻｱﾄﾞ･ﾅｼﾞﾑ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣
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1271年10月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾕｰｸﾞ4世｣
1271年10月27日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾛﾍﾞｰﾙ2世｣(~13060321死去)
1271年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ﾇﾏｲ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ｻｱﾄﾞ･ﾅｼﾞﾑ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~1288年
  廃位)
1271年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<廃位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｼﾞｬﾝﾏｽﾞ･ﾌﾞﾝ･ｼｰﾊｰｲｽﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣､｢ｶﾞｰﾆｰﾑ･ﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｽ･ﾌﾞﾝ･ﾊ
  ｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ｶﾀﾀﾞ｣
1271年11月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾄﾞ･ｵｰﾄﾞﾘｰ｣(~12720623没)
1271年11月13日-09:00|日本|新潟県佐渡市|文永8年10月10日|日蓮が佐渡に流される
1271年12月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元8年11月15日|ﾓﾝｺﾞﾙが､国号を建てて｢大元｣と改められた<即位>
  元初代皇帝｢世祖ｸﾋﾞﾗｲ｣(~至元31年1月22日1294年2月18日)
1272年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ﾌﾞｶ･ﾃﾑﾙ｣ﾌﾞﾘの子ｶﾀﾞｷ･ｾﾁｪﾝの子(~1282年死去)
1272年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1273年)
1272年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Fakr-al-Dawla Namavar3世Shah-Ghazi｣(~1301年)
1272年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾔｽﾞﾄﾞ･ｱﾀﾍﾞｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｰｳｯﾀﾞｳﾗ･ｲﾌﾞﾝ･ﾀｷﾞｰｼｬｰ｣(~1275年)
1272年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾃﾞｨ･ｲﾌﾞﾗﾊﾑ･ﾋﾞﾝ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾀｼﾞ･ｱｯﾃﾞｨﾝ｣ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾙﾊｯｻﾝの甥(~1276
  年~1284年死去)
1272年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾘﾉ･ｾﾞｰﾉ｣(~1274年)
1272年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾐﾊｲﾙ･ｱｼｪﾝ2世｣(~1279年2月)
1272年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Mathieu de Trie｣
1272年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙﾃﾙ伯｢ﾏﾅｾ5世｣
1272年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾃﾞﾙﾒﾝﾎﾙｽﾄ伯｢ｵｯﾄｰ2世｣(~1301年)
1272年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾓｲｽ｣⇒｢ﾍﾝﾘｸ2世 ﾍｰﾃﾞﾙ･ｸｼｪｷﾞ｣(2度目~1274年)
1272年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Jean2世 de Trie｣(~13020711戦死)
1272年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ﾕｰｸﾞ4世｣(~1285年死去)
1272年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄﾞ･ﾚｲｼｰ｣(~1311.2死去)
1272年1月13日-09:00|日本|  ||文永8年12月11日|<任命>六波羅探題北方･山城国守護｢北条義宗(極楽寺流赤橋
  氏)｣(~建治2(1276)年12月4日)
1272年2月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王｢Charles1世｣ｼﾁﾘｱ王(~12850107死去)
1272年2月1日-09:00|日本|  ||文永9年|<任命>駿河･伊豆国守護｢北条時宗｣(~1279年､次に時守が就任~不詳)
1272年2月1日-09:00|日本|  ||文永9年|<任命>肥後国守護｢少弐資能｣(~不詳)
1272年2月1日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元9年1月|元朝が尚書省を廃して中書省に統合
1272年2月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹隆15年1月|ﾚ･ｳﾞｧﾝ･ﾌｳ(黎文体)がｳﾞｪﾄﾅﾑ最初の歴史書｢大越史記｣(趙佗
  時代からり朝時代末期までを記した30巻)を皇帝の命により編纂
1272年2月21日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||ﾃﾞｭﾗｯﾂｫはｼﾁﾘｱ王のｱﾙﾊﾞﾆｱ王国の一部(~1286年)
1272年2月25日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国ｼﾁﾘｱの長官･副将軍｢ｶﾞｯﾂｫ･ﾁﾅｰﾙﾄﾞ｣(~1273年5月)
1272年3月4日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元9年2月3日|中都を大都とする
1272年3月11日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文永9年2月11日|反得宗勢力である名越時章･教時兄弟が得宗被官
  である四方田時綱ら御内人によって誅殺
1272年3月15日-09:00|日本|  ||文永9年2月15日|<死去>伯耆国守護･六波羅探題南方｢北条時輔(得宗家)｣二月騒
  動で北方の北条義宗に討たれる/25歳(誕生:宝治2(1248)0528)
1272年3月15日-09:00|日本|鳥取県|文永9年2月15日|<任命>伯耆国守護｢蘆名経光｣(~1275年)
1272年3月17日-09:00|日本|  ||文永9年2月17日|<死去>88代｢後嵯峨天皇｣53歳(誕生:承久2(1220)0226)
1272年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣
1272年4月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ｺｰﾝｳｫｰﾙ伯ﾘﾋｬﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ｺｰﾝｳｫｰﾙ｣
1272年4月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>神聖ﾛｰﾏ帝国宰相｢ﾏｲﾝﾂ大司教ｳﾞｪﾙﾅｰ･ﾌｫﾝ･ｴｯﾌﾟｼｭﾀｲﾝ｣
  (~12730929)
1272年5月27日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｴｰﾘｸ1世｣
1272年5月27日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾏﾙｶﾞﾚｰﾀ-｣(~12821229死去)
1272年6月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾛﾘﾝｸ ﾌｨｱ･ｹﾒﾆｰ｣(2回目~11.27)
1272年6月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世､｢ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯領｣の相続に異を唱えた｢ﾌｫｱ伯｣討伐のため遠征し
  ､ﾌﾗﾝｽ南西部のﾌｫｱを占領し｢ﾌｫｱ伯｣を降伏させる
1272年6月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾄﾞ･ｵｰﾄﾞﾘｰ｣
1272年6月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ﾑｼｪｸﾞﾛ卿｣(~8月)
1272年6月24日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｽﾄｩﾙﾗ･ﾌﾛﾃﾞｨ･ｿｰﾀﾞﾙｿﾝ｣(~12
  770625)
1272年7月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ｢ﾋﾟﾅﾓﾝﾃ･ﾎﾞﾅｺﾙｼ｣(~12910909)
1272年8月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｵﾌｧﾘｰ卿ﾓｰﾘｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(~1273年4月)
1272年8月6日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ5世｣兼ｸﾛｱﾁｱ王｢ｽﾃﾌｧﾝ5世｣
1272年8月6日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国摂政｢ｴﾙｼﾞｪｰﾍﾞﾄ｣(~12770523)
1272年8月6日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾗｰｽﾛｰ4世｣ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ5世の息子(~12900710没
  )
1272年8月21日-09:00|日本|  ||文永9年7月26日|<死去>常陸佐竹氏5代目当主｢佐竹長義｣66才/義胤が継ぐ
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1272年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｹﾞﾚｷﾞｴ｣(1回目~1273年5月)
1272年9月2日-09:00|日本|  ||文永9年8月9日|<死去>洞院佶子(京極院)(28歳)亀山天皇の皇后
1272年9月16日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ大公｢ﾄｳﾞｪﾘ公ﾔﾛｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1272年9月16日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｺｽﾄﾛﾏ公ｳﾞｧｼﾘｰ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1276年1月没)
1272年11月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ女伯｢Aveline de Forz｣
1272年11月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾍﾝﾘｰ3世｣兼ｱｷﾃｰﾇ公｢ｱﾝﾘ2世｣65歳(誕生:12071001)
1272年11月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世長脛王｣兼ｱｷﾃｰﾇ公｢ｴﾄﾞｩｱｰﾙ1世｣ﾍﾝﾘｰ3世
  とｴﾘﾅｰ･ｵﾌﾞ･ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽの男子(~13070707死去68歳)
1272年11月22日-09:00|日本|京都府京都市東山区|文永9年11月|親鸞の娘覚信尼が,10年前に没した親鸞の遺骨
  を移して,吉水の北辺に仏閣を建てた(西本願寺の創始)
1272年11月27日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾛﾗﾝﾄﾞ･ﾌｨｱ･ﾄﾞﾓｺｽ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾗﾄｯﾄ｣(2回目~1273年11
  月)
1273年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾅﾝｷｬｼﾞｰ｣(~1277年)
1273年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｳﾞｧｼｰﾘｰ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1276年)
1273年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢John1世｣Alixと結婚(~1290年)
1273年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Robert3世｣(~12800602退位)
1273年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙ伯｢ﾖﾊﾝ2世隻眼伯｣ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙを分割(~1316年ﾖﾊﾝ3世とｹﾞﾙﾊﾙﾄ4世
  により廃された)
1273年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｾﾞｰｹﾞﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ5世ﾎﾟﾒﾗﾆｱﾝ｣ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｷｰﾙを分割(~13081111死去)
1273年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾔｳﾞｨ=ｲﾉｳﾞﾛﾂﾜﾌ公｢ﾚｼｪｸ1世｣ｸﾔｳﾞｨ公ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世の息子(~1278年)
1273年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Henry2世｣(~1289年)
1273年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶｽﾃｨﾘｬ王国でﾒｽﾀ(牧畜業者組合)が設立
1273年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｾﾝﾄｱﾝﾄﾞﾘｭｰｽ司教ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾚｰｻﾞｰ｣(~1279年)
1273年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾀﾝｼﾞｰﾙはﾓﾛｯｺの一部
1273年1月21日-09:00|日本|  ||文永10年|<任命>壱岐国守護｢武藤資能｣(~不詳)
1273年1月21日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･宝符1年|大越･宝符と改元(-1278)
1273年1月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世｣
1273年1月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ王国(ﾅｽﾙ朝)ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣(~13020408死去)
1273年1月29日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元10年1月9日|ﾓﾝｺﾞﾙが樊城(湖北)を破る
1273年2月22日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｼﾆｰ伯｢Arnold2世｣
1273年2月22日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢John1世｣ﾙｰｽﾞ伯(~1278年死去)
1273年3月1日-09:00|日本|京都府京都市右京区|文永10年2月11日|嵯峨法華堂造営供養
1273年3月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元10年2月24日|南宋の襄陽(湖北)がﾓﾝｺﾞﾙに降る
1273年4月19日-08:00|中国/韓国/朝鮮/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元10年;高麗･至元10年4月|高麗と元の連合軍の攻撃を
  受け､耽羅の三別抄が全滅
1273年5月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾔﾉｽ･ｸｼｪｷﾞ｣(~6月)
1273年5月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝のﾊﾞｲﾊﾞﾙｽとｱｸﾚが休戦条約を締結
1273年5月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国ｼﾁﾘｱの長官･副将軍｢ｱﾝｾﾙﾒ･ﾃﾞ･ｶｰﾝ｣(~1274年3月死去)
1273年5月22日-09:00|日本|  ||文永10年5月5日|<就任>関白:九条忠家
1273年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｹﾞﾚｷﾞｴ｣(2回目~1274年9月)
1273年6月13日-09:00|日本|  ||文永10年5月27日|<死去>｢北条政村｣鎌倉幕府7代執権[1205年06月22日生～](享
  年67)
1273年9月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｪﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ｼﾞｮｲﾝｳﾞｨﾙ｣(~1276年7月)
1273年9月14日-09:00|日本|  ||文永10年8月2日|<死去>礼子内親王(嘉陽門院)(74歳)後鳥羽天皇の皇女
1273年9月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ伯ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣(~1291
  0715没)
1273年10月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ2世｣43歳
1273年10月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ2世の息子(~12831215死去)
1273年11月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾃﾞﾈｽ･ﾌｨｱ･ｼﾞｪﾙｼﾞ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾍﾟﾁ｣(1回目~12740927)
1273年11月22日-09:00|日本|京都府京都市|文永10年10月12日|京都大火/六条坊門壬生より失火､向八条坊門､東
  河原､長講堂･六条殿など焼亡
1273年11月30日-09:00|日本|京都府京都市|文永10年10月20日|万里小路内裏焼失
1274年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ国王｢Ananta Malla｣(~1310年)
1274年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Yusuf Shah1世｣(~1288年)
1274年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾛｰﾄﾞｽ島専制君主｢ｲｵｱﾆｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ･ﾊﾟﾗｲｵﾛｺﾞｽ｣
1274年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾘﾉ･ﾓﾛｼﾞｰﾆ｣(~1276年)
1274年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌｫﾝ･ﾗｯﾂｪﾌﾞﾙｸ｣(~12790305死去)
1274年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｽﾀﾞｸはｼﾞｪﾉｳﾞｧが支配(~1287年)
1274年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱにﾓﾝｺﾞﾙが侵攻(~1300年)
1274年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾃﾞﾈｽ･ﾍﾟｰｸ｣(~1275年)
1274年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ5世｣(ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ4世と共同統治)｣(~1278年)
1274年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｴﾝｷﾞｴﾝのﾖﾊﾈ｣(~1281年)
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1274年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<退任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾍﾝﾘｰ･ﾄﾞ･ｸﾞｴﾙﾀﾞｰｽ｣
1274年-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ﾓﾛｯｺ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはﾏﾘｰﾝ朝のﾓﾛｯｺの一部
1274年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾇﾑｰﾙ領はﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世に売却
1274年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄをﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝが占領(~1278年)
1274年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ﾏﾝｻ･ﾊﾘﾌｧ･ｹｲﾀ｣(~1275年暗殺される)
1274年3月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国ｼﾁﾘｱの長官･副将軍｢ｱﾝｾﾙﾒ･ﾃﾞ･ｶｰﾝ｣
1274年3月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国ｼﾁﾘｱの長官･副将軍代行｢ﾖﾊﾈｽ･ﾃﾞ･ﾌﾞｼｱｺ｣(~5月)
1274年3月6日-09:00|日本|  ||文永11年1月26日|<就任>摂政:九条忠家(~文永11年6月20日)
1274年3月6日-09:00|日本|  ||文永11年1月26日|<譲位>90代｢亀山天皇｣上皇となる⇒<践祚>世仁親王
1274年3月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱのｽｺﾗ哲学者･神学者｢ﾄﾏｽ=ｱｸｲﾅｽ｣/｢神学大全｣
1274年3月17日-09:00|日本|  ||文永11年2月8日|一遍が超一･超二･念仏房の3人の同行とともに伊予の自宅を旅
  立つ/時宗を開く
1274年3月23日-09:00|日本|  ||文永11年2月14日|佐渡に流されていた日蓮が幕府に赦免され鎌倉へ帰る
1274年5月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国ｼﾁﾘｱの長官･副将軍｢ﾅﾙｿﾞｰﾈ･ﾃﾞ･ﾄｩｼﾞｱｺ｣(~1275年10月)
1274年5月4日-09:00|日本|  ||文永11年3月26日|<即位>91代｢後宇多天皇｣世仁親王(~12871021)
1274年5月17日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾖﾊﾈｽ1世ﾌｫﾝ･ﾘｭｰﾈﾝ｣(~1285年死去)
1274年6月17日-09:00|日本|山梨県南巨摩郡身延町|文永11年5月12日|日蓮甲斐国で身延山久遠寺を開く
1274年6月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世､神聖ﾛｰﾏ帝国領｢ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄﾞ公｣の娘ﾏﾘ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾗﾊﾞﾝと結婚
1274年7月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王｢ｴﾝﾘｹ1世肥満王｣兼ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ｱﾝﾘ3世｣30歳
1274年7月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾌｱﾅ1世｣兼ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ｣ｴﾝﾘｹ1世(ｱﾝﾘ3世)とﾌﾞﾗﾝｼｭ･
  ﾀﾞﾙﾄﾜの女子(~13050404死去34歳)
1274年7月23日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至元11年6月18日|<死去>第24代高麗王｢元宗(忠敬王)｣病死
1274年7月24日-09:00|日本|  ||文永11年6月20日|<就任>摂政:一条家経(~建治元年10月21日)
1274年7月24日-09:00|朝鮮|  ||高麗･至元11年6月19日|<即位>第25代高麗王｢忠烈王｣(~12980302退位)
1274年8月6日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞｳｫｸﾞﾌ公｢ﾍﾝﾘｰ3世｣(~13091203死去)
1274年8月12日-08:00|中国|  ||宋･咸淳10年7月9日|<死去>南宋第6代皇帝｢度宗｣/年33
1274年8月12日-08:00|中国|  ||宋･咸淳10年7月9日|<即位>南宋第7代皇帝｢恭帝｣(~1276年2月4日)謝太后摂政
1274年8月13日-09:00|日本|広島県尾道市|文永11年7月10日|絹本仏涅槃図(尾道浄土寺蔵)成る
1274年8月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世がﾄﾞｰｳﾞｧｰに上陸し､ｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ寺院で戴冠
1274年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾏﾃ･ﾁｪｰｸ｣(2回目~1275年7月)
1274年9月2日-09:00|日本|  ||文永11年8月1日|<死去>｢宗尊親王｣鎌倉幕府6代将軍[1242年11月22日生～](享年
  31)
1274年9月27日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾛﾗﾝﾄﾞ･ﾌｨｱ･ﾄﾞﾓｺｽ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾗﾄｯﾄ｣(~1275年6月)
1274年11月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Jean Wyger(王立委員会)｣(~1275
  年)
1274年11月4日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|長崎県対馬市|文永11年;元･至元11年10月5日|蒙古･高麗の軍船団は対
  馬を襲った/対馬守護代宗助国は一族ことごとく討死(対馬の戦い､文永の役の始り)
1274年11月13日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|長崎県壱岐市|文永11年;元･至元11年10月14日|壱岐守護代平景隆が10
  0余騎で応戦するも､樋詰城で戦死
1274年11月14日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|長崎県壱岐市|文永11年;元･至元11年10月15日|蒙古軍船は壱岐を落と
  す
1274年11月16日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||文永11年;元･至元11年10月17日|(16日)元軍は肥前沿岸の松浦郡
  および平戸島･鷹島･能古島の松浦党の領地に襲来/鷹島に襲来した元軍は島民を虐殺/松浦党の肥前の御家人･
  佐志房ﾄ佐志直(嫡男)･佐志留(二男)･佐志勇(三男)父子や同国御家人･石志兼･石志二郎父子らが応戦したもの
  の松浦党の基地は壊滅.この戦闘で佐志房および息子の直･留･勇はみな戦死
1274年11月19日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||文永11年;元･至元11年10月20日|元軍は博多湾のうちの早良郡に
  襲来/朝8時頃の開戦で戦闘が終結したのが夕暮れの18時頃<赤坂の戦い(筑前国)>早良郡から上陸した元軍は
  、早良郡の百道原より約3km東の赤坂を占領し陣を布いた/一方､日本軍は総大将･少弐景資の下､博多の息の浜
  に集結し､そこで元軍を迎撃しようと待ち受けていたが､肥後の御家人･菊池武房の軍勢が赤坂の松林のなかに
  陣を布いた元軍を襲撃し上陸地点の早良郡のうちにある麁原へと元軍を敗走させた;<鳥飼潟の戦い(筑前国)>
  麁原一帯に陣を布いていた元軍に竹崎季長が先駆けを､軍も麁原から鳥飼潟に向けて前進し鳥飼潟の塩屋の松
  の下で竹崎季長主従と衝突/竹崎季長主従は元軍の矢を受けて竹崎季長､三井資長､若党以下三騎が負傷するな
  ど危機的状況に陥ったが､後続の肥前の御家人･白石通泰率いる100余騎が到着し元軍に突撃を敢行したため元
  軍は麁原山の陣地へと引き退いた/早良郡へと馳せ向かった福田兼重ら日本軍は鳥飼潟で元軍と遭遇して衝突
  ､豊後の御家人･都甲惟親奮戦により､元軍は鳥飼潟において日本軍に敗れ同じく早良郡のうちにある百道原へ
  と敗走;<百道原･姪浜の戦い>鳥飼潟の戦いで敗れた元軍を追って日本軍は百道原まで追撃/福田兼重は百道原
  において大勢の元軍の中に馳せ入り元軍と矢戦となり鎧の胸板･草摺などに三本の矢を受けて負傷/豊後の御
  家人･日田永基らが奮戦し元軍を破りさらに百道原の西の姪浜の戦いの両所で1日に2度元軍を大いに破った
1274年11月20日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||文永11年;元･至元11年10月21日|蒙古軍船は夜半に入り博多湾を
  襲った風雨により激浪にもまれ多くの軍船が難破沈没/戦死者も含めて死亡者は1万3500人
1274年12月30日-09:00|日本|愛知県岡崎市|文永11年12月|僧栄盛､仏師春快に慈恵坐像を造立させ､三河国真福
  寺に納める
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1275年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾍﾞﾝｶﾞﾙ地方で奴隷王朝に対する反乱が勃発
1275年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾔｽﾞﾄﾞ･ｱﾀﾍﾞｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾕｰｽﾌｼｬｰ･ｲﾌﾞﾝ･ﾀｷﾞｰｼｬｰ｣(~1297年)
1275年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｴｲﾗｰﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ｵｰﾍﾞﾙﾋ｣(~12790305死去)
1275年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ6世｣
1275年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾔｺﾎﾟ･ｺﾝﾀﾘｰﾆ｣(~1280年)
1275年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ2世｣(~1301年)
1275年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｸﾚｰﾌｪ伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ7世｣(~1305年死去)
1275年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｶﾞｯｶのﾆｺﾗｽ｣(~同年)
1275年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾍｰﾃﾞﾙ･ｸｼｪｷﾞ｣(~同年)⇒｢ﾀﾏｽ･ﾎﾝﾄ･ﾊﾟｽﾞﾏﾆ｣(~1276年)
1275年 00:00|ﾏﾘ|  |||<死去>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢ﾏﾝｻ･ﾊﾘﾌｧ･ｹｲﾀ｣暗殺される
1275年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｾﾞﾝ･ｺﾊﾞﾛ｣(~1295年)
1275年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Abu Bakr｣(~1285年)
1275年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾏﾘｰﾝ朝がｶｽﾃｨﾘｬ王国へ遠征
1275年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾏﾘｰﾝ朝がﾑﾜｯﾋﾄﾞ朝の旧都ﾃｨｰﾝﾏｯﾗﾙを占領
1275年1月29日-09:00|日本|  ||建治2年|<任命>越前国守護｢足利満氏｣(~不詳)
1275年1月29日-09:00|日本|  ||建治2年|<任命>伯耆国守護｢三浦頼連｣(~1285年､次に北条時益~1333年)
1275年1月29日-09:00|日本|神奈川県横浜市金沢区|文永12年|北条実時が金沢文庫を造る(武蔵国久良岐郡六浦
  荘金沢邸宅内)
1275年1月29日-08:00|中国|  ||宋･徳祐1年1月1日|南宋の恭帝が徳祐(-1276年)と改元
1275年2月27日-08:00|中国|  ||宋･徳祐1年2月|南宋の文天祥が義勇軍を組織し､元軍に抵抗
1275年3月2日-09:00|日本|  ||文永12年2月4日|幕府が､鎮西の御家人に異国船来襲に備えて異国警固番役を命
  じる
1275年3月9日-09:00|日本|  ||文永12年2月11日|<死去>近衛長子(58歳)近衛家実の娘､後堀河天皇の中宮
1275年3月29日-09:00|日本|京都府京都市右京区|文永12年3月|神護寺愛染明王像(康円)できる
1275年4月20日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|文永12年3月23日|極楽寺焼失
1275年5月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世､ﾌﾗﾝｽ中部のｵﾙﾚｱﾝで｢ｵﾙﾚｱﾝ条約｣を結ぶ/｢ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｣ｼﾞｬﾝﾇが成
  人するまで､諸領は｢ﾌﾗﾝｽ王国｣が管理する
1275年5月22日-09:00|日本|  ||建治1年4月25日|文永から建治に改元
1275年5月27日-09:00|日本|  ||建治1年5月1日|<死去>歌人｢藤原為家｣78歳(誕生:建久9(1198)年)/｢続古今和歌
  集｣の選者
1275年6月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾍﾝﾘｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾍｰﾀﾞｰ｣(1回目~11月)
1275年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾗｰｽﾛｰ･ﾊｰﾝ｣(2回目~12月)
1275年7月3日-09:00|日本|  ||建治1年6月9日|<死去>九条忠家(47歳/摂政･関白､右大臣)
1275年7月22日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾏｸﾞﾇｽ3世｣(~12901218死去50歳)
1275年7月22日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<退位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰﾙ1世｣(~13021226死去63歳)
1275年7月29日-09:00|日本|  ||建治1年7月6日|<任命>越中･越前国守護｢名越公時｣(~1284年､次に時有が就任~1
  333年)
1275年9月7日-09:00|日本|  ||建治1年8月16日|<死去>下総国守護｢千葉頼胤｣
1275年9月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ伯｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣
1275年9月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣(~1297.3)
1275年9月27日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||建治1年;元･至元12年9月7日|鎌倉幕府執権･北條時宗が､入貢を要
  求した元の使者5人を斬殺
1275年10月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国ｼﾁﾘｱの長官･副将軍｢ｷﾞﾚﾙﾓ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨ｣(1回目~1277年10
  月)
1275年11月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾌｨｱ･ﾏﾃ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｻｰｸ｣(1回目~1276年6月)
1275年11月10日-09:00|日本|  ||建治1年10月21日|<再任>摂政:鷹司兼平
1275年11月25日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Raoul de Broughton｣(~127
  6年)
1275年11月25日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島･ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島主｢Othon de Grandison卿
  ｣(~1328.5死去)
1275年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｳｸﾞﾘﾝ･ｻｰｸ｣(~1276年8月)
1276年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1281年)
1276年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑﾀﾜｷ･ｱﾙﾑﾀｰ･ﾋﾞﾝ･ﾔｰﾔ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙﾑﾙﾀﾀﾞ｣(~12980623死去)
1276年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｾﾞｰﾉ｣(~1277年)
1276年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ朝ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽ､ﾇﾋﾞｱ遠征軍を送り属国化;ｱﾅﾄﾘｱに出兵し､ｶｲｾﾘに入城
1276年-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<就任>ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Rudolph｣(~12860201)
1276年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｲﾊﾞﾝ･ﾍﾃﾞﾙ･ｺｾｷﾞ｣(2度目~1277年)
1276年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣ﾄﾞｲﾂ王(~12860201)
1276年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾞｰﾀ大公｢ｴﾚﾅ(ﾍﾚﾈｱﾝｼﾞｪﾘｰﾅ)｣(~13140208死去)
1276年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||皇帝ﾙﾄﾞﾙﾌ1世はﾎﾞﾍﾐｱ王･ｹﾙﾝﾃﾝ公ｵﾀｶﾙ2世に対し帝国ｱﾊﾄ刑に処し帝国
  内におけるあらゆる権利を剥奪,直轄統治(~1286年)
1276年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾏｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ｣
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1276年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾏｰ伯｢ﾄﾞﾑﾅﾙ1世｣(~1301年)
1276年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾄｲﾙﾄﾞﾍﾙﾊﾞｯﾊ･ﾓｰﾙ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾀﾄﾞｸﾞ･ｶｴﾙ･ｳｲｽ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝの息子(~1306
  年没)
1276年1月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｺｽﾄﾛﾏ公ｳﾞｧｼﾘｰ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1276年1月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾍﾟﾚﾔｽﾗﾌ=ｻﾞﾚｽｷｰ公ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(1回目~1281
  年)
1276年1月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第184代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ10世｣享年66
1276年1月18日-09:00|日本|  ||建治2年|<任命>播磨国守護｢北条時宗｣(~1281年､次に兼時が就任~1284年)
1276年1月18日-09:00|日本|  ||建治2年|<任命>肥後国守護｢安達泰盛｣(~弘安8(1285)年)
1276年1月18日-09:00|日本|  ||建治2年|<任命>肥前国守護｢少弐経資｣(~1281年､次に､時定､定宗が就任~1294年
  )
1276年1月18日-09:00|日本|  ||建治2年|<任命>備中国守護｢北条氏｣(~1279年)
1276年1月18日-08:00|中国|  ||元･至元13年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国ｲﾃﾞｨｸﾄ｢ﾈｸﾞﾘﾙ･ﾃｷﾞﾝ(紐林的斤)｣ﾎｽﾊﾙの子(~1
  318年)
1276年1月18日-09:00|日本|  ||建治2年1月|<任命>周防国守護｢北条宗頼｣(~1279年､次に兼時､師時､忠時，実政
  ､時仲，時村､熙時､時仲､時直と続く｣~1333年)
1276年1月18日-09:00|日本|  ||建治2年1月|<任命>長門国守護(⇒長門探題)｢北条宗頼｣(~弘安2(1279)年)
1276年1月21日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第185代ﾛｰﾏ教皇｢ｲﾝﾉｹﾝﾃｨｳｽ5世｣(~6.22)
1276年2月4日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元13年;宋･徳祐2年1月18日|<廃位>南宋第7代皇帝｢恭帝｣元軍に降伏
  し首都臨安が陥落
1276年2月13日-09:00|日本|愛媛県大洲市|建治2年|如法寺木造地蔵菩薩立像が興慶により造られる
1276年2月13日-09:00|日本|香川県三豊市|建治2年|大興寺(現.山本町)蔵木造天台大師坐像,願主勝覚によって
  造立
1276年3月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾏﾘｰﾝ朝ｱﾌﾞｰ･ﾕｰｽﾌがﾌｪｽに西郊に新都を建設
1276年6月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾍﾝﾘｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾍｰﾀﾞｰ｣(2回目~1277年7月)
1276年6月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||宋･景炎1年5月1日|<即位>南宋第8代皇帝｢端宗｣(~景炎3年4月15日1278年
  5月8日)宋の遺臣陸秀夫等が擁して元軍に抵抗/景炎と改元
1276年6月30日-09:00|日本|滋賀県|建治2年5月17日|<死去>近江守護｢佐々木泰綱｣(64歳)
1276年7月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ﾛﾍﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ｳﾌｫｰﾄﾞ｣(2回目~1281年12月)
1276年7月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第186代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾄﾞﾘｱﾇｽ5世｣(~8.18死去)
1276年7月21日-09:00|日本|  ||建治2年6月9日|<死去>藤原光俊(真観)(74歳)歌人
1276年7月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾗｺﾞﾝ国王･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢ﾊｲﾒ1世｣兼ﾏﾖﾙｶ王･ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｼﾞｬｳﾒ1世征服王｣68
  歳
1276年7月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾏﾖﾙｶ王｢ｼﾞｬｳﾒ1世｣
1276年7月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢ﾊｲﾒ2世｣(~13110529死去)
1276年7月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾍﾟﾗ2世大王｣(~12851111死去)
1276年7月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ3世｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾍﾟﾗ2世大王｣ﾊｲﾒ1世とﾋﾞｵﾗﾝﾃ･ﾃﾞ･ｳﾝｸﾞﾘ
  ｱの息子(~12851102死去45歳)
1276年7月27日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾖﾙｶ王｢ｼﾞｬｳﾒ2世｣(~13110529死去)
1276年7月27日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Philippe Burnel｣(~1278年)
1276年8月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢M･ｱﾃ･ｻｰｸ｣(3回目~1277年10月)
1276年8月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第186代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾄﾞﾘｱﾇｽ5世｣
1276年9月1日-09:00|日本|  ||建治2年7月22日|二条為氏が勅によって｢続拾遺和歌集｣を選ぶ
1276年9月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第187代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ21世｣(~12770520死去)
1276年10月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>第6代ｾﾙﾋﾞｱ王｢ｽﾃﾌｧﾝ･ﾄﾞﾗｸﾞﾃｨﾝ｣ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ1世の長子(~1282年.1316年死
  去)
1276年10月-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<退位>第5代ｾﾙﾋﾞｱ王(ﾈﾏﾆｯﾁ朝)｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ1世｣(~12770501死去)
1276年11月8日-09:00|日本|群馬県館林市|建治2年10月|寂慧良暁上野国館林に善道寺を創建
1276年11月8日-09:00|日本|千葉県鴨川市|建治2年10月|日蓮の弟子の日家が日蓮の生家跡に高光山日蓮誕生寺
  創建
1276年11月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||第1次ｳｪｰﾙｽﾞ戦争が起こる
1276年11月30日-09:00|日本|  ||建治2年10月23日|<死去>北条実時/53歳(誕生:元仁1(1224)年)/金沢文庫を創
  設した
1276年11月30日-09:00|日本|  ||建治2年10月23日|<任命>豊前国守護｢北条(金沢)実政｣(~不詳)
1277年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Poit｣(~1284年)
1277年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝﾋﾞﾙ｣(~1280年)
1277年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Kulasekara Cinkaiariyan｣(~1284年死去)
1277年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｰﾄ朝ﾏﾘｰｸ｢Rukn-uddin ibn Sham-suddin Muhammad｣(~1295年)
1277年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾛｽﾄﾌ公｢ﾎﾞﾘｽ･ｳﾞｧｼﾘｺｳﾞｨﾁ｣
1277年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ｳﾞｧｼﾘｺｳﾞｨﾁ｣(~1278年死去)
1277年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｵｰﾑｽ王｢Serf ed-Din Nusrat｣(~1290年)
1277年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Semseddin1世｣殺害される
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1277年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾘﾉ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣(1回目~1280年)
1277年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Guneri Bey｣(~1300年死去)
1277年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ=ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ﾑｽﾀﾝｽｨﾙ｣
1277年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Ponc5世｣(~1313年死去)
1277年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢ｷﾞｮｰﾑ11世｣(~1279年)
1277年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢Henry｣(~1298年)
1277年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾔﾌﾔｰ2世ｱﾙ･ﾜｰｼｸ｣(~1279年)
1277年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾁﾘｱ王ｼｬﾙﾙ･ﾀﾞﾝｼﾞｭｰがｴﾙｻﾚﾑ王位を要求｡ｼｬﾙﾙ･ﾀﾞﾝｼﾞｭｰがｱｯｺﾝを奪う
1277年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Philippe l'Eveque卿｣(~1289年死去
  )
1277年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾄﾓﾝﾄﾞ王｢ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾙｱﾄﾞ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣(~同年)⇒(請求者)｢ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾙ
  ｱﾄﾞ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾙｱﾄﾞ･ｵ･ﾌﾞﾘｱﾝの息子(~1284年没)
1277年1月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<解任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾅﾎﾟﾚｵｰﾈ･ﾃﾞｯﾗ･ﾄｯﾚ｣捕えられる
1277年1月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｵｯﾄﾞｰﾈ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣ﾐﾗﾉ大司教(~12950808死去)
1277年2月5日-09:00|日本|  ||建治3年|<任命>遠江国守護｢北条宣時｣(~1286年､次に貞直が就任~1331年)
1277年2月5日-09:00|日本|  ||建治3年|<任命>筑後国守護｢北条宗政｣(~弘安4(1281)年死去)
1277年2月5日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||元が泉州･寧波に市舶司を設置
1277年3月12日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|建治3年2月7日|幕府の公文所が焼失
1277年5月5日-09:00|日本|  ||建治3年4月|<任命>隠岐国守護｢佐々木宗泰｣(以後､時清､清高が就任~1333年)
1277年5月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟｲｽをｲｷﾞﾘｽが占領
1277年5月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第187代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ21世｣
1277年6月4日-09:00|日本|  ||建治3年5月2日|<死去>丹波国守護｢北条時盛｣(次に時国が就任~弘安7(1284)年10
  月3日死去)
1277年7月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾌｨｱ･ﾏﾃ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｻｰｸ｣(2回目~11月)
1277年7月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｰﾋﾙ･ﾊﾞｲﾊﾞﾙｽ｣ﾀﾞﾏｽｸｽで/54歳
1277年7月3日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻｲｰﾄﾞ･ﾊﾞﾗｶﾊｰﾝ｣(~1279.8)
1277年8月-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ﾆｺﾗ･ﾄﾞ･ﾛﾙｸﾞ｣(~12840312没)
1277年8月14日-09:00|日本|京都府京都市|建治3年7月14日|近衛西洞院左獄より失火し､六条殿､長講堂を類焼
1277年8月26日-09:00|日本|奈良県奈良市|建治3年7月26日|興福寺金堂､講堂などが雷火で焼ける
1277年9月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ｱｯｾﾝ･ｲ･ﾃｨﾌ｣
1277年9月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<就任>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国摂政｢ﾏﾘｱ･ﾊﾟﾗｲｵﾛｷﾞｰﾅ｣(~1279年2月)
1277年10月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国ｼﾁﾘｱの長官･副将軍｢ﾖﾊﾝ(ｼﾞｬﾝ)ﾄﾞ･ｳﾞｫｰﾌﾞｸｰﾙ｣(~1279年6
  月)
1277年10月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾃﾞﾈｽ･ﾌｨｱ･ｼﾞｪﾙｼﾞ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾍﾟﾁ｣(2回目~1278年3月)
1277年10月28日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾐｬﾝﾏｰ|  ||元･至元14年10月|元軍がﾊﾟｶﾞﾝ朝を攻撃
1277年11月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾎﾟｸ｣(1回目~1278年)
1277年11月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏﾙｸ伯｢ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ1世｣
1277年11月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ2世｣(~1308年死去)
1277年11月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第188代ﾛｰﾏ教皇｢ﾆｺﾗｳｽ3世｣(~12800822死去)
1277年12月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ﾖﾊﾝ｣
1277年12月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ侯｢ｵｯﾄｰ2世厳格公｣(~13300410死去)
1278年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Hali2世｣(~1288年)
1278年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｽﾓﾚﾝｽｸ公･ﾛｽﾄﾌ公｢ｸﾞﾚﾌﾟ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1278年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>第2代ﾍﾞﾛｵｰｾﾞﾛ公｢ﾐﾊｲﾙ･ｸﾞﾚﾎﾞｳﾞｨﾁ｣(~1293年)
1278年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ﾐﾊｲﾙ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1279年)
1278年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ﾎﾞﾘｿｳﾞｨﾁ｣､｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾎﾞﾘｿｳﾞｨﾁ｣(~1286年)
1278年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｸﾙﾄ朝ﾏﾘｸ｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ｣
1278年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｸﾙﾄ朝ﾏﾘｸ｢ﾙｸﾇｯﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ(ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ2世)｣(~1295年)
1278年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾑｽﾁｽﾗｳﾞﾘ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｸﾞﾚﾎﾞｳﾞｨﾁ｣(~1281年)
1278年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾌｨﾝﾀ･ｱﾙﾊﾞ｣(~1279年3月)
1278年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾄﾞﾃﾞｶﾆｻ領主｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾃﾞ･ﾛ･ｶｳﾞｫ｣(~1282年)
1278年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ｼｬﾙﾙ1世･ﾀﾞﾝｼﾞｭｰ(ｼﾁﾘｱ･ﾅﾎﾟﾘ王ｶﾙﾛ1世)｣(~1285年)
1278年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<再位>ｸﾔｳﾞｨ=ｲﾉｳﾞﾛﾂﾜﾌ公ｼﾞｪﾓﾐｽｳ[ｸﾔｳﾞｨ公ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世の次男](~12871224)
1278年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｼﾆｰ伯｢John1世｣
1278年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ2世｣(~1305年)
1278年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾊﾟｳﾞｧﾛ1世ｼｭﾋﾞｯﾁ｣(~1312年)
1278年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｸﾞｯﾄ=ｹﾚﾄﾞ｣(~1279年)
1278年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｷﾞﾘｼｬ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄをｴﾋﾟﾛｽ専制公が統治(~1279年)
1278年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島副守護者｢Guille de Saint-Remi｣(1期目)+｢De
  nis de Tilbury｣(~1281年)
1278年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ島執行吏｢Maurice Okerfair｣(~1282年死去)
1278年1月13日-09:00|日本|  ||建治3年12月19日|<任命>六波羅探題南方｢北条時国(佐介流)｣(~弘安7(1284)年6



1300迄(2243件)

  月20日､罷免され､常陸国へ配流の後に討たれる)
1278年1月13日-09:00|日本|  ||建治3年12月19日|幕府六波羅政務の条規を議定
1278年1月16日-09:00|日本|  ||建治3年12月22日|<任命>六波羅探題北方･山城国守護｢北条時村(政村流)｣(~弘
  安10(1287)年8月14日)
1278年1月25日-09:00|日本|  ||建治4年|<任命>伊勢国守護｢北条(金沢)顕時｣(~正安3(1301)年､次に貞顕､貞冬
  と続く~1333年)
1278年1月25日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元15年|高麗･忠烈王が弁髮･胡服令を下す
1278年1月25日-09:00|日本|香川県坂出市|弘安1年|白峯寺十三重塔,建立
1278年3月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾌｨｱ･ﾏﾃ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｻｰｸ｣(3回目~6月)
1278年3月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ4世｣
1278年3月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｳﾞｧﾙﾗﾑ｣(~12970820死去)
1278年3月23日-09:00|日本|  ||弘安1年2月29日|建治から弘安に改元
1278年5月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲｳﾞｧｲﾛ(ｲｳﾞｧｲﾛ)｣共同統治者(強奪者)(~1279年2
  月)
1278年5月8日-08:00|中国|  ||宋･景炎3年4月15日|<死去>南宋第8代皇帝｢端宗｣/年11
1278年5月10日-08:00|中国|  ||宋･景炎3年4月17日|<即位>南宋第9代皇帝｢衛王｣(~祥興2年2月6日)
1278年5月15日-09:00|日本|  ||弘安1年4月22日|<死去>常陸佐竹氏6代目当主｢佐竹義胤｣52才/行義が継ぐ
1278年5月23日-08:00|中国|  ||宋･祥興1年5月1日|南宋･衛王,祥興と改元
1278年6月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾏﾃ･ﾌｨｱ･ﾏﾃ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｻｰｸ｣(~1280年7月)
1278年6月6日-09:00|日本|滋賀県大津市|弘安1年5月15日|山徒園城寺長吏隆弁の鹿谷坊を焼く
1278年8月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞのｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ3世がｴﾄﾞﾜｰﾄﾞに臣従礼を行う
1278年8月13日-09:00|日本|京都府京都市東山区|弘安1年7月24日|京建仁寺焼失
1278年8月15日-09:00|日本|奈良県奈良市|弘安1年7月26日|興福寺諸堂焼失
1278年8月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｵﾀｶﾙ2世大王｣ﾏﾙﾋﾌｪﾙﾄの戦いでﾄﾞｲﾂ
  王ﾙﾄﾞﾙﾌ1世に大敗を喫し戦死
1278年8月26日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<就任>ﾎﾞﾍﾐｱ摂政｢ｵｯﾄｰ5世｣(~12830525)
1278年8月26日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣ﾛｰﾏ王(~12821227退位~12910715死
  去73歳)
1278年8月26日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ2世｣(~13050621死去)ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王
1278年8月26日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾓﾗｳﾞｨｱはﾎﾞﾍﾐｱの統治下(~13340101)
1278年9月8日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾍﾟﾚ･ﾄﾞｩﾙﾄｩｸｽ｣(~12930112),｢ﾌｫﾜ伯爵ﾛｼﾞｪ
  =ﾍﾞﾙﾅｰﾙ3世｣(~13020303死去)
1278年9月8日-09:00|日本|京都府京都市南区|弘安1年8月20日|東寺塔婆を造営
1278年11月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･宝符6年10月22日|<譲位>陳朝(大越)皇帝｢聖宗｣
1278年11月8日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･宝符6年10月22日|<即位>陳朝(大越)皇帝｢仁宗｣(~12930416(重興9年3月9
  日)譲位)
1278年11月28日-09:00|日本|京都府京都市中京区|弘安1年閏10月13日|二条内裏焼失
1278年12月13日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ1世善良公｣
1278年12月13日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ4世｣(⇒12950528ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公~13090
  219死去)､摂政｢ﾏﾃｨﾙﾃﾞ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ｣(~1294年~13161220死去)
1278年12月26日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世禿公｣
1278年12月26日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾍﾝﾘｰ5世｣(~12960222死去)
1278年12月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ｷﾞｰ1世｣(~13050307死去)ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ2世と共同統治
1278年12月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<退任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ2世｣
1279年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ﾊﾞｰﾝﾑｱﾝ｣
1279年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ﾗｰﾑｶﾑﾍｰﾝ｣(~1298年死去)
1279年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ﾗｰｼﾞｪｰﾝﾄﾞﾗ･ﾁｮｰﾗ3世｣
1279年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ﾅﾗｼﾝﾊ･ﾃﾞｰｳﾞｧ2世｣(~1306年)
1279年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞｰﾝﾃﾞｨｱ朝ﾏｰﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ･ｸﾗｼｪｰｶﾗ王がﾎｲｻﾗ朝･ﾁｮｰﾗ朝連合軍を破る(ﾁｮｰﾗ朝滅亡)
1279年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ公｢ﾐﾊｲﾙ･ｱﾝﾄﾞﾚｴｳﾞｨﾁ｣(~1305年)
1279年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1297年)
1279年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾁﾘｱ王国(｢ﾅﾎﾟﾘ｣)がｴﾋﾟﾛｽ統治(~1282年)
1279年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｵﾃﾞｭﾜｰﾄ｣(~1281年)
1279年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ｼｮﾜ･ｻﾙﾀﾝ国ｻﾙﾀﾝ｢'Abdallah｣(~1279年)
1279年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ﾝｿﾛ1世ｻﾑｺﾝﾄﾞ｣(~1312年)
1279年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Robert6世｣(~1317年)
1279年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾍｰﾃﾞﾙ･ｸｼｭｼｪｷﾞ｣(1度目~1281年)
1279年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｼﾆｮｰﾚ｢ﾋﾟﾅﾓﾝﾃ･ﾎﾞﾅｺﾙｼ｣(~1291年)
1279年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ1世｣(~1283年)
1279年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝでｱﾙｽﾈ法が成立し､世襲的騎士身分制度が確立
1279年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃがｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国に占領される(~1287年)
1279年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌﾞﾄﾘﾝﾄをｼﾁﾘｱ王国(ﾅﾎﾟﾘ)が統治(~1386年)
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1279年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢Robert de Ferrers｣
1279年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢Edmund "Crouchback"｣(~12960605死去)
1279年1月20日-09:00|日本|  ||弘安1年12月7日|<就任>関白:鷹司兼平(~弘安10年8月11日)
1279年2月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲﾜﾝ･ｱｼｪﾝ3世｣(~1280年)
1279年2月13日-09:00|日本|  ||弘安2年|<任命>摂津国守護｢北条時宗｣(~不詳)
1279年2月13日-09:00|日本|  ||弘安2年|<任命>武蔵国守護｢北条時守｣(~不明)
1279年2月13日-09:00|日本|  ||弘安2年|<任命>和泉国守護｢北条時村｣(~1300年)
1279年2月13日-09:00|日本|  ||弘安2年|一遍聖人が踊り念仏をはじめる
1279年2月13日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･紹宝1年1月|大越･紹宝と改元(-1285年旧9月)
1279年2月16日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｱﾌｫﾝｿ3世｣
1279年2月16日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾃﾞｨﾆｽ1世農夫王｣ｱﾌｫﾝｿ3世の子(~13250107死去)
1279年3月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｲｼｭﾄｳﾞｧﾝ･ﾃｸｽ｣(~1280年)
1279年3月5日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｺﾝﾗｰﾄ･ﾌｫﾝ･ﾌｫｲﾋﾄｳﾞｧﾝｹﾞﾝ｣(~1281年)､｢ｹ
  ﾞﾙﾊﾙﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｶｯﾂｪﾈﾙﾝﾎﾞｰｹﾞﾝ｣摂政(~1280年死去)
1279年3月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｱﾃﾞﾗｲｰﾄﾞ｣
1279年3月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｵﾄﾝ4世｣ｱﾃﾞﾗｲｰﾄﾞとﾕｰｸﾞ･ﾄﾞ･ｼｬﾛﾝの息子(~13030326死去)129
  5年以降は名目のみ
1279年3月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｻｳﾞｫﾜ｣(~12850816死去)
1279年3月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ女伯｢Joan of Dammartin｣
1279年3月19日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元16年;宋･祥興2年2月6日|<死去>南宋第9代皇帝｢衛王｣広東沖で南
  宋の海軍が元軍に敗れ､宰相の陸秀夫に背負われて入水/南宋は150年で滅ぶ
1279年4月7日-09:00|日本|奈良県生駒市|弘安2年2月25日|この年､大和長弓寺本堂できる
1279年4月13日-09:00|日本|京都府京都市右京区|弘安2年3月|嵯峨清涼寺で融通大念仏が行われた(嵯峨大念仏
  狂言の始まり)
1279年6月-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国ｼﾁﾘｱの長官･副将軍｢ﾖﾊﾝ･ｽｺｸﾄ｣(~1282年)
1279年7月4日-09:00|日本|  ||弘安2年5月24日|<死去>京極為教(53歳)右兵衛督､歌人去)
1279年7月12日-09:00|日本|東京都台東区|弘安2年6月2日|日寂武蔵橋場[鐘ｹ淵]に長昌寺を創す
1279年7月14日-09:00|日本|山口県|弘安2年6月5日|<死去>長門･周防守護､長門探題｢北条宗頼｣(21歳)
1279年7月15日-09:00|日本|山口県|弘安2年6月5日|<任命>長門探題｢北条兼時｣(~弘安3年(1280)年)
1279年8月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾘ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾞﾄﾞﾙ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ･ｿﾗﾐｼｭ｣(~1279.11廃位)
1279年8月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｻﾗｰﾐｼｭ｣(~1279.11)
1279年8月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣
1279年8月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯(共同統治)｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世の息
  子(~1291年),｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ﾊｲﾝﾘﾋ1世の弟(~1291年),｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世の弟(⇒1291年単独統治~1292093
  0死去)
1279年9月6日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元16年;弘安2年7月29日|元の使いの周福らが筑紫に来航し書
  を届け､幕府がこれを奏上するが朝議がこれを却下する/ついで幕府が周福らを博多で斬殺する
1279年9月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾙﾘﾋ2世｣
1279年9月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｭﾙﾃﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ1世｣(~13250605死去)
1279年10月14日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｳﾞｧﾙﾗﾑ4世｣
1279年10月14日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｸﾞｴﾙﾀﾞｰのﾚｲﾇｰﾄﾞ1世｣(~1288年)
1279年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｶﾗｳｰﾝ｣(~12901110死去)
1279年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<廃位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｻﾗｰﾐｼｭ｣
1279年12月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ5世ﾌｽﾃｨﾄﾞﾘｳﾞｨ｣
1279年12月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾚｼｪｸ2世ﾁｬﾙﾇｨ｣ｺﾝﾗﾄ1世の孫息子/ﾍﾝﾘｸ2世の女系の孫息子
  (~12880930死去)
1279年12月25日-09:00|日本|  ||弘安2年11月21日|<死去>じょう子内親王(永安門院)(64歳)順徳天皇の皇女
1280年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||奴隷王朝のﾊﾞﾙﾊﾞﾝがﾍﾞﾝｶﾞﾙの反乱を鎮圧
1280年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｺﾝｷﾞﾗﾝ｣
1280年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾀﾞ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ｺﾆﾁ｣(~1302年死去)
1280年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾄﾀﾞ･ﾓﾝｹ｣ﾄｶﾞﾝの子.ﾓﾝｹ･ﾃ
  ﾑﾙの弟(~1287年廃位)
1280年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ｳﾞｧｼﾘｺ･ﾌﾞﾘｬﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1297年)
1280年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ｼﾞｬﾝ1世｣
1280年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾁｮﾊﾞﾝ朝ﾍﾞｲ｢Alp Yurek｣
1280年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾝｼﾞｪﾛ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ｣(~1282年)
1280年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾎﾟｸ｣(2回目~1281年)
1280年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｹﾞｵﾙｷﾞ1世ﾃﾙﾃﾙ｣(~1292年)
1280年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ｷﾞﾖｰﾑ1世｣ｼﾞｬﾝ1世の兄弟(~1287年死去)
1280年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾁｮﾊﾞﾝ朝ﾍﾞｲ｢Muzafferuddin Yavlak Arslan｣(~1292年)
1280年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第7代皇帝｢ﾖﾊﾈｽ2世｣(~1284年)
1280年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾀﾞﾝﾄﾞﾛ｣(~1289年)
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1280年1月30日-09:00|日本|  ||弘安2年12月27日|前権大納言藤原為氏亀山上皇の院宣により続拾遺和歌集20巻
  を撰進
1280年2月2日-09:00|日本|  ||弘安3年|<任命>河内国守護｢北条久時｣(~不詳､以後北条氏一門~1333年)
1280年2月2日-09:00|日本|  ||弘安3年|<任命>紀伊国守護｢北条久時｣(~不詳)
1280年2月2日-09:00|日本|  ||弘安3年|<任命>信濃国守護｢北条久時｣(~不明)
1280年2月2日-09:00|日本|  ||弘安3年|<任命>摂津国守護｢北条久時｣(~不詳)
1280年2月2日-09:00|日本|  ||弘安3年|<任命>大隈国守護｢千葉宗胤｣名越家から交代/以降千葉家(~弘安5年ま
  での間)
1280年2月2日-09:00|日本|  ||弘安3年|<任命>日向国守護｢北条久時｣(~不詳､以後北条氏~1333年)
1280年2月10日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ1世｣
1280年2月10日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ｼﾞｬﾝ2世｣(~13040822死去)
1280年4月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｳｫｰﾀｰﾌｫｰﾄﾞ司教ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾙﾊﾞｰﾝ｣(~1281年5
  月)
1280年4月14日-09:00|日本|奈良県桜井市|弘安3年3月14日|大和国長谷寺が焼失
1280年5月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾄﾙ伯･ﾌﾞﾛﾜ伯｢John1世｣
1280年5月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯･ﾌﾞﾛﾜ伯｢Joan｣(~12910119死去)
1280年5月9日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾏｸﾞﾇｽ6世ﾊｰｺﾝｿﾝ･ﾗｶﾞﾎﾞｰﾃﾙ｣
1280年5月9日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ摂政｢ｲﾝｹﾞﾋﾞｮﾙｸ･ｴﾘｸｽﾄﾞｯﾀｰ｣(~1283年)
1280年5月9日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｴｲﾘｸ2世ﾏｸﾞﾇｯｿﾝ司祭嫌い王｣(~12990713没)
1280年6月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Yolande2世｣
1280年6月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Louis1世｣(~13220722死去)
1280年6月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Robert3世｣
1280年7月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾌｨﾝﾀ･ﾌｨｱ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｱﾊﾞ｣(~1281年4月)
1280年7月22日-09:00|日本|奈良県奈良市|弘安3年6月24日|延暦寺僧徒らが園城寺を攻めて守護兵と戦い､北院
  に放火
1280年8月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第188代ﾛｰﾏ教皇｢ﾆｺﾗｳｽ3世｣
1280年8月24日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｼﾞﾙ･ｼｬｰ｣
1280年8月24日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｹﾀﾞ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ1世｣(~13210522死去)
1280年10月19日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|弘安3年9月24日|筑前国筥崎宮焼失
1280年12月7日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|弘安3年11月14日|鎌倉で火災/鶴岡八幡宮が炎上
1280年12月19日-08:00|中国|  ||元･至元17年11月26日|元の天文学者で数学者の郭守敬がﾌﾋﾞﾗｲ･ﾊｰﾝの命令によ
  り編纂していた新しい天文暦表｢授時暦｣を完成させる
1281年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Dobatasuar(Ba Diep)｣(~1306年)
1281年-07:00|ﾀｲ|  |||ﾀｲのﾏﾝﾗｰｲ王がﾊﾘﾌﾞﾝｼﾞｬﾔを攻撃し占領
1281年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1285年)
1281年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾑｽﾁｽﾗｳﾞﾘ公｢ﾛﾏﾝ･ｸﾞﾚﾎﾞｳﾞｨﾁ｣(~1301年以降)
1281年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾛﾗﾝﾄﾞ･ﾎﾞﾙｻ｣(1回目~1283年)
1281年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾏﾝｺﾞﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ｼｭﾃﾙﾝﾍﾞﾙｸ｣摂政(~1282年)
1281年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾍﾟｰﾀｰ･ﾃﾃﾆｰ｣(~1283年)
1281年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾒﾉﾙｶ･ﾀｲﾌｧ｢Abu 'Umar｣(~1287年)
1281年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝでｹﾙﾝ出身の商人が合同ﾊﾝｻﾞを結成
1281年1月5日-09:00|日本|  ||弘安3年12月13日|<死去>岩倉宮忠成王(59歳)順徳天皇の皇子
1281年1月22日-09:00|日本|  ||弘安4年|<任命>長門守護｢北条師時｣(~不詳)
1281年2月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第189代ﾛｰﾏ教皇｢ﾏﾙﾃｨﾇｽ4世｣(~12850328死去)
1281年4月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｲﾜﾝ･ｺｼｪｷﾞ･ﾌｨｱ･ﾍﾝﾘｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾍｰﾀﾞｰ｣(1回目~1282年8月)
1281年4月11日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|弘安4年3月21日|幕府勧学院を高野山に創立
1281年5月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ･ｵﾎﾟﾙｽｷ｣
1281年5月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ﾎﾞﾙｺ1世｣(~13130514死去)
1281年6月9日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|長崎県対馬市|弘安4年5月21日|<弘安の役(元寇)(北九州)対馬侵攻>元の
  東路軍は対馬の世界村大明浦に上陸､日本側の激しい抵抗を受け､郎将ﾉ康彦､康師子等が戦死
1281年6月14日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|長崎県壱岐市|弘安4年5月26日|<弘安の役(元寇)(北九州)壱岐侵攻>元
  の東路軍は壱岐に襲来/壱岐の忽魯勿塔に向かう途中暴風雨に遭遇し兵士113人･水夫36人の行方不明者を出す
1281年6月14日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|長崎県壱岐市|弘安4年5月26日|<弘安の役(元寇)(北九州)壱岐侵攻>瀬
  戸浦の海戦で､守護代少弐資時が戦死
1281年6月23日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|福岡県福岡市東区|弘安4年6月6日|<弘安の役(元寇)志賀島の戦い(筑前
  国)>博多湾沿岸からの上陸を断念した東路軍は陸繋島である志賀島に上陸し占領/夜半日本軍の一部の武士た
  ちが東路軍の軍船に夜襲を行い張成らは軍船から応戦､夜が明けると日本軍は引き揚げていった
1281年6月25日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|福岡県福岡市東区|弘安4年6月8日|<弘安の役(元寇)志賀島の戦い(筑前
  国)>午前10時頃､日本軍は軍勢を二手に分け海路と海の中道伝いの陸路の両面から志賀島の東路軍に対して総
  攻撃を敢行/海の中道を通って陸路から東路軍に攻めいった日本軍に対して張成らは弩兵を率いて軍船から降
  りて応戦､志賀島の東路軍は日本軍に300人ほどの損害を与えたが日本軍の攻勢に抗しきれず潰走/東路軍の司
  令官で東征都元帥の洪茶丘は馬を捨てて敗走していたが日本軍の追撃を受け危うく討ち死にする寸前まで追
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  い込まれた/管軍万戸の王某の軍勢が洪茶丘を追撃していた日本軍の側面に攻撃を仕掛け日本兵を50人ほど討
  ち取ったため追撃していた日本軍は退き洪茶丘は僅かに逃れることができた/海路から東路軍を攻撃した伊予
  の御家人･河野通有は元兵の石弓によって負傷しながらも太刀を持って元軍船に斬り込み元軍将校を生け捕る
  という手柄を立てた/海上からの攻撃には肥後の御家人･竹崎季長や肥前御家人の福田兼重･福田兼光父子らも
  参加し活躍
1281年6月26日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|福岡県福岡市東区|弘安4年6月9日|<弘安の役(元寇)志賀島の戦い(筑前
  国)>東路軍の張成らは防御に徹して陣を固め、攻め寄せる日本軍に対抗するなどして奮戦/しかしこの日の戦
  闘も日本軍が勝利し東路軍は敗戦を重ねた/大敗した東路軍は志賀島を放棄して壱岐島へと後退
1281年7月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱとｼﾁﾘｱ王ｼｬﾙﾙが､ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙにﾗﾃﾝ帝国の復活を図ってｵﾙｳﾞｨｴﾄ同盟を
  締結
1281年7月12日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|長崎県平戸市|弘安4年6月25日|元の江南軍は､平戸に到着し占拠
1281年7月16日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|長崎県壱岐市|弘安4年6月29日|<弘安の役(元寇)壱岐島の戦い(壱岐国)
  >日本軍は壱岐島の東路軍に対して松浦党･彼杵･高木･龍造寺氏などの数万の軍勢で総攻撃を開始/薩摩の御家
  人･島津長久や比志島時範､松浦党の肥前の御家人･山代栄や舩原三郎らが奮戦し活躍
1281年7月18日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|長崎県壱岐市|弘安4年7月2日|<弘安の役(元寇)壱岐島の戦い(壱岐国)>
  肥前の御家人･龍造寺家清ら日本軍は壱岐島の瀬戸浦から上陸開始/瀬戸浦において東路軍と激戦/龍造寺家清
  率いる龍造寺氏は､一門の龍造寺季時が戦死するなど損害を被りながらも瀬戸浦の戦いにおいて奮戦/結果､東
  路軍は日本軍の攻勢による苦戦と江南軍が平戸島に到着した知らせに接したことにより壱岐島を放棄して江
  南軍と合流するため平戸島に向けて移動/日本軍はこの壱岐島の戦いで東路軍を壱岐島から駆逐したものの前
  の鎮西奉行･少弐資能が負傷し(この時の傷がもとで後に死去)､少弐経資の息子･少弐資時が壱岐島前の海上に
  おいて戦死するなどの損害
1281年8月12日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|長崎県松浦市|弘安4年7月27日|<弘安の役(元寇)鷹島沖海戦(肥前国)>
  鷹島沖に停泊した元軍艦船隊に対して集結した日本軍の軍船が攻撃を仕掛けて海戦となった/戦闘は日中から
  夜明けに掛けて長時間続き夜明けとともに日本軍は引き揚げていった
1281年8月15日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|福岡県福岡市|弘安4年7月30日|元軍は博多への侵進を目指したが､夜半
  よりこの地区を襲った台風は猛烈をきわめ風のため江南軍船の大半は大破沈没し去り､東路軍船も大損害を受
  けた/14万の大軍の4分の3､10万人以上が戦死
1281年8月20日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|長崎県松浦市|弘安4年閏7月5日|<弘安の役(元寇)御厨海上合戦(肥前国
  )>日本軍は伊万里湾海上の元軍に対して総攻撃を開始/午後6時頃､御厨海上において肥後の御家人･竹崎季長
  らが元軍の軍船に攻撃を仕掛け､筑後の地頭･香西度景らは元軍の軍船3艘の内の大船1艘を追い掛け乗り移っ
  て元兵の首を挙げ､香西度景の舎弟･香西広度は元兵との格闘の末に元兵と共に海中に没した/肥前の御家人で
  黒尾社大宮司･藤原資門も御厨の千崎において元軍の軍船に乗り移って負傷しながらも元兵一人を生け捕り元
  兵一人の首を取るなどして奮戦/日本軍はこの御厨海上合戦で元軍の軍船を伊万里湾からほぼ一掃
1281年8月22日-09:00|日本/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|長崎県松浦市|弘安4年閏7月7日|<弘安の役(元寇)鷹島掃蕩戦(肥前国)>
  日本軍は鷹島への総攻撃を開始/豊後の御家人･都甲惟親･都甲惟遠父子らの手勢は鷹島の東浜から上陸し東浜
  で元軍と戦闘状態に入り奮戦/上陸した日本軍と元軍とで鷹島の舩原中川原でも戦闘があり肥前の御家人で黒
  尾社大宮司･藤原資門は戦傷を受けながらも元兵を2人生け捕るなどした/鷹島陸上の戦闘では西牟田永家や薩
  摩の御家人･島津長久､比志島時範らも奮戦し活躍/海上でも残存する元軍の軍船と日本軍とで戦闘があり肥前
  の御家人･福田兼重らが元軍の軍船を焼き払った/10余万の元軍は壊滅し日本軍は20,000～30,000人の元の兵
  士を捕虜とした
1281年8月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ﾁｪｼﾝのﾐｪｼｭｺ｣(~1290年)､｢Przemyslaw｣(~13060507死去)
1281年8月30日-09:00|日本|  ||弘安4年閏7月15日|<死去>道円法親王(58歳)土御門天皇の皇子
1281年9月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾃﾝﾀﾞﾙ辺境伯｢ﾖﾊﾝ2世｣
1281年9月23日-09:00|日本|  ||弘安4年8月9日|<死去>筑後国守護｢北条宗政｣
1281年9月30日-09:00|日本|愛知県稲沢市|弘安4年8月16日|尾張国性海寺の本堂須弥檀･尊勝塔が造られる
1281年12月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｺｽﾄﾛﾏ公ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(1回目~1283年12月)
1281年12月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｳｫｰﾀｰﾌｫｰﾄﾞ司教ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾌﾙﾊﾞｰﾝ｣(⇒12860915､ﾁ
  ｭｱﾑ大司教~12880707)
1281年12月24日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ5世｣兼ﾘﾆｰ領主｢ｱﾝﾘ1世｣
1281年12月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ領主｢Waleran1世｣(~12880605死去)
1281年12月24日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ6世｣ﾊｲﾝﾘﾋ5世の息子(~12880605死去)
1282年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ﾌﾞｶ･ﾃﾑﾙ｣
1282年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾁｬｶﾞﾀｲ･ｳﾙｽ.ﾊﾝ｢ﾄﾞｩｱ｣ﾊﾞﾗｸの子(~1307年死去)
1282年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Farrukhzad2世｣
1282年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Akhsitan3世｣(~1294年死去)
1282年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾘﾉ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣(2度目~1283年)
1282年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ﾄﾞﾃﾞｶﾆｻ領主｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾓﾘｽｺ｣(~1308年没)､｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾓﾘｽｺ｣
1282年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｳﾞｨﾙｹﾝ･ﾌｫﾝ･ｴﾝﾄﾞﾙﾌﾟ｣(1283年まで摂政~128703
  26死去)
1282年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｸﾚﾀ島でｱﾚｸｼｵｽ･ｶﾚﾙｷﾞｽの反ｳﾞｪﾈﾂｨｱ蜂起(~12990428)
1282年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国(東ﾛｰﾏ)がｴﾋﾟﾛｽ統治(~1291年)
1282年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国ｼﾁﾘｱの長官･副将軍｢ｷﾞﾚﾙﾓ･ﾍﾞﾙﾅﾙﾃﾞｨ｣(2度目~1286年)
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1282年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ﾙﾉｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ｣ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯ﾕｰｸﾞ･ﾄﾞ･ｼｬﾛﾝの息子､ﾃｨｴﾘ3世の曾孫ｷﾞ
  ｭﾒｯﾄ･ﾄﾞ･ﾇｰｼｬﾃﾙの夫(~1321年死去)
1282年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾌﾗﾝﾀﾞｰｽのﾖﾊﾈ｣(~12911014死去)
1282年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>第7代ｾﾙﾋﾞｱ王｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ2世ﾐﾙﾃｨﾝ｣ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾛｼｭ1世の末子､ｽﾃﾌｧﾝ･ﾄﾞﾗｸﾞﾃｨﾝの
  弟(~13211029死去)
1282年-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ｾﾙﾋﾞｱ/ｺｿﾎﾞ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱ､ｺｿﾎﾞ(~14590620)はｾﾙﾋﾞｱの一部
1282年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ島執行吏｢Maurice Okerfair｣
1282年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島副守護者｢Renaut d'Ashwell｣(~1288年)
1282年1月5日-09:00|日本|山梨県南巨摩郡身延町|弘安4年11月24日|日蓮によって身延山久遠寺創建(山梨県身
  延町)<日蓮宗総本山>
1282年2月10日-09:00|日本|  ||弘安5年|<任命>長門守護｢北条忠時｣(~不詳)
1282年3月-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||春<死去>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾄﾗｲﾃﾞﾆｽ｣殺害される
1282年3月-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||春<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾀﾞｳﾏﾝﾀｽ｣(~1285年殺害される)
1282年3月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||第2次ｳｪｰﾙｽﾞ戦争/ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ北ｳｪｰﾙｽﾞでﾙｰｳｪﾘﾝの反乱が起こる
1282年3月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾁﾘｱの晩鐘/ｼﾁﾘｱ島民がﾌﾗﾝｽ･ｱﾝｼﾞｭｰ家の圧政に反して蜂起ｼﾁﾘｱ王ｼｬﾙﾙはｼﾁﾘｱ
  島を脱出/ｼﾁﾘｱ王国は半島側のﾅﾎﾟﾘ王国とに分裂/ﾅｰﾎﾟﾘ(本土側)はｶﾙﾛ･ﾀﾞﾝｼﾞｮに残される
1282年4月1日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝第2代国王｢ｱﾊﾞｶ｣
1282年6月21日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝第3代国王｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾃｸﾃﾞﾙ｣ｱﾊﾞｶの弟(~12840810死去)
1282年8月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｺｾｷﾞ･ﾌｨｱ･ﾍﾝﾘｸ･ﾍﾀﾞｰ｣(1回目~1286年10月)
1282年8月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｵﾎﾟｰﾚ=ﾗﾁﾌﾞｼｭ公｢ｳﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ･ｵﾎﾟﾙｽｷ｣
1282年8月27日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾎﾟｰﾚ公｢ﾎﾞﾙｺ1世｣(~13130514死去)､｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ｣(~1284年)
1282年9月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ﾋﾟｴﾄﾛ1世｣ｱﾗｺﾞﾝ王ﾍﾟﾄﾞﾛ3世､ﾊﾞﾚﾝｼｱ王､ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯(~12851111死去)
  ﾏﾝﾌﾚｰﾃﾞｨの娘ｺｽﾀﾝﾂｧ･ﾃﾞｨ･ｵｰｴﾝｽﾀｳﾌｪﾝと結婚
1282年11月2日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||元･至元19年;大越･紹宝4年10月|元軍がﾁｬﾝﾊﾟに侵攻
1282年11月14日-09:00|日本|  ||弘安5年10月13日|<死去>日蓮宗の祖｢日蓮｣池上郷で/61歳(誕生:承久4(1222)0
  216)墓所は身延山に
1282年12月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾐｶｴﾙ8世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣
1282年12月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ2世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣ﾐｶｴﾙ8世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽの長男(~1328052
  4退位~13320213死去)
1282年12月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｰﾙｽﾞ大公･ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ公｢ﾙｰｳｪﾘﾝ｣敗死(北ｳｪｰﾙｽﾞで反乱を起こした)
1282年12月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｰﾙｽﾞ大公･ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ公｢ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ･ｱﾌﾟ･ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ｣(~12830622処刑され
  ｳｪｰﾙｽﾞ大公家は滅亡)
1282年12月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ､ﾎﾟｲｽはｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに併合/ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽはｲｷﾞﾘｽによってｸﾞｳｨﾈｽﾞと併合
1282年12月27日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<譲位>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣(~12910715死去73歳)
1282年12月27日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣(~13080501死去52歳)ﾛｰﾏ王､｢ﾙﾄ
  ﾞﾙﾌ2世｣(~12830601退位)
1282年12月27日-09:00|日本|京都府京都市|弘安5年11月26日|京都火災､常盤井殿焼失
1282年12月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ﾏﾙｶﾞﾚｰﾀ-｣
1282年12月29日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ4世｣(~13120326死去)
1283年-07:00|ﾀｲ|  |||このころﾀｲに仏教伝来
1283年-07:00|ﾀｲ|  |||ﾀｲ文字が確立される
1283年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｼﾀﾋﾞﾝI｣僭主⇒｢ﾐﾝﾃｨ｣(~1389年)
1283年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>初代ﾓｽｸﾜ大公｢ﾀﾞﾆｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~13030304死去)
1283年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾔｺﾎﾟ･ﾀﾞﾝﾄﾞｰﾛ｣(~1285年)
1283年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｱﾎﾟﾙ･ﾍﾟｰｸ｣(~1284年1月)
1283年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ｾｲﾛﾝ王がﾏﾑﾙｰｸ朝に遣使
1283年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾋﾞｺﾞｰﾙ伯｢Esquivat｣
1283年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｳﾞｧﾙﾃﾞﾏｰ4世｣(~1312年死去)
1283年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾋﾞｺﾞｰﾙ伯｢Laura｣(~1302年)
1283年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾍﾞﾘｱﾙ伯｢ｷﾞｭﾒｯﾄ･ﾄﾞ･ﾇｰｼｬﾃﾙ｣(~1317年死去)､｢ﾙﾉｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ｣ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯ﾕｰ
  ｸﾞ･ﾄﾞ･ｼｬﾛﾝの息子､ﾃｨｴﾘ3世の曾孫ｷﾞｭﾒｯﾄ･ﾄﾞ･ﾇｰｼｬﾃﾙの夫(~1322年死去)
1283年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ･ｱｼﾞｰｽﾞ1世｣(~同年)⇒｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾏﾙｽﾞｰｸ｣(~1
  284年)
1283年-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ｳﾞｧｰﾂﾗﾌ2世｣ｵﾀｶﾙ2世の息子(⇒1300年兼ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王~13050
  621死去)
1283年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ騎士団のﾍﾙﾏﾝがﾌﾟﾛｲｾﾝ全土を征服
1283年1月8日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|弘安5年12月8日|北条時宗､無学祖元を開山として円覚寺創建<臨済
  宗円覚寺派大本山>
1283年1月19日-09:00|日本|  ||弘安5年12月19日|興福寺僧徒の訴えによりて権中納言久我具房･按察使源資平
  を配流
1283年1月30日-09:00|日本|  ||弘安6年|<任命>大隅国守護｢千葉宗胤｣(~正応4(1291)年)
1283年1月30日-09:00|日本|熊本県熊本市|弘安6年|僧寒厳義尹肥後国に大慈寺を建立
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1283年1月30日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾐｬﾝﾏｰ|  ||元･至元20年|元朝がﾋﾞﾙﾏを征服
1283年1月30日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||元･至元20年;大越･紹宝5年1月|元軍がﾁｬﾝﾊﾟの首都ｳﾞｨｼﾞｬﾔを征服
  ､ﾁｬﾝﾊﾟ王国(占城国)国王ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ6世は元に投降
1283年2月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾔﾌﾔｰ(ﾔｸﾞﾑﾗｰｻﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｻﾞｲﾔｰﾝ)｣
1283年2月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｻﾞｲﾔｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ･ｳｽﾏｰﾝ1世｣(~1304.6死去)
1283年2月4日-09:00|日本|京都府京都市|弘安6年1月6日|延暦寺が四天王寺別当職の人事につき､神輿を奉じて
  禁中に乱入し､四脚門破壊など乱暴狼藉
1283年5月6日-09:00|日本|  ||弘安6年4月8日|<死去>阿仏尼(62歳)歌人､藤原為家の側室
1283年6月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国がｳｪｰﾙｽﾞ公国を併合
1283年6月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<退位>ｵｰｽﾄﾘｱ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣
1283年6月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｰﾙｽﾞ大公･ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ公｢ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ･ｱﾌﾟ･ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ｣処刑されｳｪｰﾙｽﾞ大公･
  ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ公｢ﾃﾞｨｳﾞｨｯﾄﾞ･ｱﾌﾟ･ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ｣(~12830622処刑されｳｪｰﾙｽﾞ大公家は滅亡.ｳｪｰﾙｽﾞ大公家は滅亡ｳｪｰﾙｽﾞの反
  乱が終結
1283年8月24日-09:00|日本|  ||弘安6年8月|僧無住,｢沙石集｣を著わす
1283年9月26日-09:00|日本|  ||弘安6年9月4日|<死去>邦子内親王(安嘉門院)(75歳)皇族､女院
1283年11月4日-09:00|日本|広島県廿日市市|弘安6年10月14日|佐伯親盛厳島神社で白檀の等身大日如来像を供
  養し,弥山に安置
1283年12月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾍﾟﾚﾔｽﾗﾌ=ｻﾞﾚｽｷｰ公ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(2回目~1294
  年死去)
1283年12月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣
1283年12月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾃﾝ帝国皇帝｢ｶﾄﾘｰﾇ1世｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世の娘(~13071011死去)
1284年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Komala 'Abu Said｣(~1298年)､｢Siale｣(~1298年)
1284年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾌｧﾙﾀﾝ国
1284年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Kulasekara Cinkaiariyan｣
1284年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Kulotunga Cinkaiariyan｣(~1292年)
1284年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾊﾏｰ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣
1284年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲﾎｽﾛｰ3世｣
1284年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ﾘﾝｼｪｰﾋﾟﾝｸﾞ司教ﾍﾞﾝｸﾄ1世ﾌｫﾙｸﾝｶﾞ｣ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王ﾋﾞﾙｲｪﾙ･ﾔｰﾙ
  の子/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領地を付与(~12910525没)
1284年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾊﾏｰ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣(~1300年死去)
1284年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第8代皇帝｢ﾃｵﾄﾞﾗ(｣~1285年)
1284年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾑ･ｻﾙﾀﾝ｢Giyath al-Din Masud2世｣(1期目~1296年)
1284年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾏｽｳｰﾄﾞ2世｣(~1285年)
1284年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｶｲﾛにﾏﾝｽｰﾙ病院が建設
1284年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯｢Charles1世｣(~13251216死去)
1284年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ伯｢Riccardo Orsini｣(~1291年)
1284年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾍｰﾃﾞﾙ･ｸｼｪｷﾞ｣(3度目~同年)
1284年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾄﾑ公｢Kazimierz｣(~13120310死去)
1284年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ2世｣(~12950528死去)､｢ｵｯﾄｰ1世｣(⇒12950528ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼ
  ｭﾃｯﾃｨﾝ公~13441231死去)ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ4世と共同統治
1284年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝第7代ｱﾐｰﾙ｢ｳﾏﾙ1世｣(~1295年)
1284年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国貨幣｢ﾄﾞｩｶｰﾄ｣を発行
1284年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾓﾝﾄﾞ王(請求者)｢ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾙｱﾄﾞ･ｵｰ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣
1284年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾓﾗｳﾞｨｱ(ｳｨﾘｱﾑ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ)｣(~1307年)
1284年1月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾛﾗﾝﾄﾞ･ﾎﾞﾙｻ｣(2回目~1285年6月)
1284年1月20日-09:00|日本|  ||弘安7年|<任命>出雲国守護｢塩冶頼泰｣(~1288年)
1284年1月20日-09:00|日本|  ||弘安7年|<任命>摂津国守護｢北条兼時｣(~1293年)
1284年1月20日-09:00|日本|  ||弘安7年|<任命>長門守護｢北条[金沢]実政｣(~1296年)
1284年1月20日-04:00|ﾛｼｱ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||元軍が樺太のｱｲﾇを再び征討
1284年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世が､ｳｪｰﾙｽﾞ地方を征服･併合し､この地方の統治の法令
  の｢ﾘｽﾞﾗﾝ法令｣を発布
1284年3月24日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<死去>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ﾕｰｸﾞ3世｣49歳
1284年3月24日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<即位>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ｼﾞｬﾝ1世｣兼ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｼﾞｬﾝ2世｣ﾕｰｸﾞとｲｻﾞﾍﾞﾗ･
  ﾃﾞｨﾌﾞﾗﾝの息子(~12850520死去)
1284年4月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ10世賢王｣62歳(誕生12211123)詩人､音楽
  家
1284年4月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｻﾝﾁｮ4世勇敢王｣(~12950425死去)王位継承をめぐ
  って内乱が始まる
1284年4月9日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂﾛｼﾞｬｰ｣(~12850729)
1284年4月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||元･至元21年3月27日|ﾁｬﾝﾊﾟ王国(占城国)国王ｼﾞｬﾔ･ｼﾝﾊｳﾞｧﾙﾏﾝ3世
  が元軍を撤兵に追い込む
1284年4月20日-09:00|日本|  ||弘安7年4月4日|<死去>｢北条時宗｣(鎌倉幕府8代執権)[12510515生](享年32)
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1284年6月15日-09:00|日本|  ||弘安7年5月19日|鎌倉幕府が｢新御式目｣38ｶ条を制定
1284年6月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂのﾊｰﾒﾙﾝで､子供130人が謎の行方不明になる/｢ﾊｰﾒﾙﾝの笛吹き男｣伝説のも
  とになる
1284年8月2日-09:00|日本|  ||弘安7年6月20日|<解任>六波羅探題南方｢北条時国(佐介流)｣罷免
1284年8月4日-09:00|日本|茨城県|弘安7年6月22日|幕府が､六波羅探題の北条時国を召還し､常陸へ配流
1284年8月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾒﾛﾘｱ沖の海戦で､ﾋﾟｻがｼﾞｪﾉｳﾞｧ海軍に大敗
1284年8月10日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝第3代国王｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾃｸﾃﾞﾙ｣
1284年8月11日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝第4代君主｢ｱﾙｸﾞﾝ｣ｱﾊﾞｶの子(~12910310死去)
1284年8月16日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ﾌｪﾘﾍﾟ1世｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世とｲｻﾞﾍﾞﾙ･ﾀﾞﾗｺﾞﾝの男子(~13050404退位~1
  3141129死去46歳)
1284年8月19日-09:00|日本|  ||弘安7年7月7日|<就任>9代鎌倉幕府執権:北條貞時-正安3.8.22
1284年8月30日-09:00|日本|  ||弘安7年7月18日|<死去>一条実経(62歳/摂政･関白･左大臣)
1284年9月11日-09:00|日本|新潟県佐渡市|弘安7年8月|幕府北条時光を佐渡に流す
1284年9月15日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝宰相｢Buqa｣(~1289.1)
1284年9月17日-09:00|日本|奈良県奈良市|弘安7年8月7日|西大寺叡尊多宝塔を造立
1284年11月11日-09:00|日本|  ||弘安7年10月3日|<死去>丹波国守護｢北条時国｣
1284年11月11日-09:00|日本|  ||弘安7年10月3日|<死去>北条時国.悪行があったとして常陸に配流され誅殺さ
  れた(22歳/六波羅探題)
1285年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢Jaya Simhavarman3世(Che Man)｣(~1307年)
1285年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Bhoja-Varman｣(~1288年)
1285年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1292年)
1285年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾀﾞｳﾏﾝﾀｽ｣殺害される
1285年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｼﾞｭｽﾃｨﾆｱｰﾆ｣(~1287年)
1285年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾚｶﾞｽﾄ｣(~同年)
1285年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ｼｬﾙﾙ2世･ﾀﾞﾝｼﾞｭｰ(ﾅﾎﾟﾘ王ｶﾙﾛ2世)｣(~1289年)
1285年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾌﾞﾃｨｹﾞｲﾃﾞｨｽ｣(~1291年死去)
1285年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲｸﾊﾞｰﾄﾞ3世｣(~1285年)⇒｢ﾏｽｳｰﾄﾞ2世｣(2回目~1292年)
1285年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第7代皇帝｢ﾖﾊﾈｽ2世｣(~12970816死去)
1285年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ｸﾞｲｰﾄﾞ･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ(老伯)｣
1285年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｸﾘｽﾁｬﾝ3世｣
1285年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙﾃﾙ伯｢ﾕｰｸﾞ4世｣
1285年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ=ｵｰﾗﾐｭﾝﾃﾞ伯｢ｵｯﾄｰ4世｣(~1305年)､｢ﾍﾙﾏﾝ4世｣(~1319年)
1285年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ｼﾞｬﾝﾇ｣(~1328年死去)､｢ﾙｲ1世｣(~13220722死去)ﾇｳﾞｪｰﾙ伯､女伯ｼﾞｬﾝﾇと結
  婚
1285年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯領が教皇領となる(~1304年)
1285年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾏﾘｰﾝ朝がｲﾍﾞﾘｱ半島に遠征
1285年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾛｼｱﾝ助祭ﾄｰﾏｽ･ﾁｬｰﾀﾘｽ｣(~1291年)
1285年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Sakura｣(~1300年死去)
1285年1月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾙﾊﾞﾆｱ国王･ｴﾙｻﾚﾑ国王･ｱﾝｼﾞｭｰ伯･ﾒｰﾇ伯･ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯･ﾌｫﾙｶﾙ
  ｷｴ伯｢ｼｬﾙﾙ1世｣兼ｼﾁﾘｱ王･ﾅﾎﾟﾘ王｢ｶﾙﾛ1世｣/58歳
1285年1月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯(共同統治)｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ1世｣ｼｬﾙﾙ2世とﾏﾘｱ･ﾄﾞｩﾝｹﾞﾘｱの娘(~1299123
  1死去26歳)
1285年1月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾊﾞﾆｱ国王｢ｼｬﾙﾙ2世｣(~1301年)兼ｻﾚﾙﾉ公･ｱｶｲｱ公･ｱﾝｼﾞｭｰ伯
  ･ﾒｰﾇ伯(~1290年)兼ﾅﾎﾟﾘ王｢ｶﾙﾛ2世｣･ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｼｬﾙﾙ2世｣(~13090505死去)/ｼｬﾙﾙ1世とﾍﾞｱﾄﾘｽ･ﾄﾞ･ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽの
  息子
1285年1月8日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|弘安7年12月|日昭,妙法華寺を鎌倉に創す
1285年1月9日-09:00|日本|  ||弘安7年12月2日|<任命>六波羅探題南方｢北条兼時(得宗家)｣(~弘安10(1287)年8
  月14日､北方へ)
1285年2月6日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|弘安8年|この年､円覚寺舎利殿できる
1285年2月6日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|弘安8年|北条時宗の妻である覚山志道尼が東慶寺創建<臨済宗円覚
  寺派>
1285年3月26日-09:00|日本|愛媛県松山市|弘安8年2月19日|太山寺本堂が焼失
1285年3月28日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第189代ﾛｰﾏ教皇｢ﾏﾙﾃｨﾇｽ4世｣
1285年4月2日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第190代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾉﾘｳｽ4世｣(~12870403死去)
1285年4月24日-09:00|日本|京都府京都市西京区|弘安8年3月18日|松尾社焼失
1285年5月20日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<死去>ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ｼﾞｬﾝ1世｣兼ｴﾙｻﾚﾑ国王｢ｼﾞｬﾝ2世｣
1285年5月20日-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<即位>ｴﾙｻﾚﾑ王･ｷﾌﾟﾛｽ王国国王｢ｱﾝﾘ2世｣ﾕｰｸﾞとｲｻﾞﾍﾞﾗ･ﾃﾞｨﾌﾞﾗﾝの息子
  (~13240831死去53歳)
1285年5月28日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ公｢ﾊﾞﾙﾆﾑ2世｣
1285年5月28日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<領土分割>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ公｢ｵｯﾄｰ1世｣⇒ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｼｭﾃｯﾃｨﾝ公(~13441231死去)
1285年5月28日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<領土分割>ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ公｢ﾎﾞｷﾞｽﾗﾌ4世｣⇒ﾎﾟﾝﾒﾙﾝ=ｳﾞｫﾙｶﾞｽﾄ公(~13090219死
  去)
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1285年6月19日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｲｸﾉ･ｱﾑﾗｸ｣
1285年6月19日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｿﾛﾓﾝ1世｣ｲｸﾉ･ｱﾑﾗｸの息子(~1294年死去)
1285年8月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ1世｣
1285年8月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ5世｣(~13231016死去)
1285年8月22日-09:00|日本|滋賀県大津市|弘安8年7月21日|延暦寺講堂を供養
1285年9月-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾚｰﾙ｣(~12931020没)
1285年9月23日-09:00|日本|  ||弘安8年8月23日|<死去>覚子内親王(正親町院)(73歳)土御門天皇の皇女
1285年9月30日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･重興1年9月|大越･重興と改元(-1293年旧3月9日)
1285年10月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世豪胆王｣40歳(誕生:12450403)
1285年10月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世端麗王｣ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世の息子(~13141129死去)
1285年11月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾗｺﾞﾝ国王･ﾊﾞﾚﾝｼｱ王｢ﾍﾟﾄﾞﾛ3世大王｣兼ｼﾁﾘｱ王｢ﾋﾟｴﾄﾛ1世｣兼ﾊﾞﾙｾ
  ﾛﾅ伯｢ﾍﾟﾗ2世｣45歳(誕生1239年)
1285年11月11日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ3世自由王｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｱﾙﾌｫﾝｽ2世｣ﾍﾟﾄﾞﾛ3世とｺﾝｽﾀ
  ﾝｻ･ﾃﾞ･ｼｼﾘｱの息子(~12910618死去27歳)
1285年11月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ｼﾞｬｺﾓ1世｣(~1296年退位)
1285年11月11日-09:00|日本|宮城県仙台市|弘安8年10月13日|陸前三ﾉ迫柏木法華堂[大養坊ｰ上行寺]を森に移す
1285年12月14日-09:00|日本|  ||弘安8年11月17日|<任命>上野国守護｢北条氏(得宗分国)｣(~1333年)
1285年12月14日-09:00|日本|  ||弘安8年11月17日|<任命>肥後国守護｢北条氏｣(~正応5(1292)年)
1285年12月14日-09:00|日本|  ||弘安8年11月17日|<任命>美濃国守護｢北条氏｣(~不詳)
1285年12月14日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|弘安8年11月17日|<霜月騒動>有力御家人安達泰盛や越前守護の足
  利(吉良)満氏らが,平頼綱に殺される
1286年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｸﾙﾀﾇｶﾞﾗ王､ﾏﾗﾕ王国(ｽﾏﾄﾗ島南部のｼﾞｬﾝﾋﾞにあった王国)を征服
1286年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾎﾞﾘｿｳﾞｨﾁ｣(~1288年)
1286年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ公ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世の息子(~13
  180922死去)
1286年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｻﾞﾙﾂｳﾞｪｰﾃﾞﾙ辺境伯｢ｵｯﾄｰ6世｣
1286年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱをﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国が占領(1288年からﾄﾞｩﾗｯﾂｫ占領~1296年)
1286年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘ大学で最古の図書目録が作成
1286年1月10日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾖﾊﾈｽ2世ﾌｫﾝ･ｳﾞｪﾋﾃﾝ｣(~1294年死去)
1286年1月13日-09:00|日本|京都府京都市南区|弘安8年12月17日|<再建>東寺五重塔
1286年1月26日-09:00|日本|  ||弘安9年|<任命>筑後国守護｢少弐盛経｣(~正応元(1288)年)
1286年2月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢ﾏｲﾝﾊﾙﾄ｣(~12951101死去)
1286年2月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||元･至元23年1月24日|元軍が大挙して南伐する(安南をうつ)
1286年3月1日-09:00|日本|  ||弘安9年2月5日|幕府が､御家人が所領内に悪人を匿うことを禁止
1286年3月2日-09:00|日本|  ||弘安9年2月6日|<死去>三条有子(安喜門院)(80歳)後堀河天皇の皇后
1286年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ3世栄光王｣落馬事故死(誕生1241年)
1286年3月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ(ﾉﾙｳｪｰの乙女)｣ﾉﾙｳｪｰ王ｴｲﾘｰｸ2世とﾏｰｶﾞﾚｯﾄの娘.ｱ
  ﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ3世の孫娘(~12900926死去7歳)
1286年3月20日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾕｰｽﾌ･ﾔｱｸｰﾌﾞ｣
1286年3月20日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾏﾘｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾔｱｸｰﾌﾞ･ﾕｰｽﾌ｣(~13070513死去)
1286年3月24日-09:00|日本|  ||弘安9年2月28日|僧叡尊､｢感身学生記｣を著す
1286年3月28日-09:00|日本|  ||弘安9年3月2日|幕府が守護人の守るべき条例を追加
1286年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｳｺﾞﾘｰﾉ･ﾊﾞﾗｺﾝ｣
1286年4月11日-09:00|日本|山梨県甲州市|弘安9年3月16日|大善寺本堂できる
1286年4月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣
1286年4月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾎﾞｴﾑﾝﾄ1世｣(~12991209死去)
1286年7月23日-09:00|日本|福岡県福岡市|弘安9年7月|幕府が博多に鎮西談議所を設置
1286年8月9日-09:00|日本|  ||弘安9年7月18日|幕府が将士の越訴を禁止し､大友､少弐､宇都宮､渋谷の4氏の合
  議裁決とする
1286年10月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾏｸｼﾞｬﾝ･ﾌｨｱ･ﾋﾞｭｰｹﾝ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｱﾊﾞ｣(~1287年7月)
1286年10月3日-09:00|日本|  ||弘安9年9月14日|<死去>二条為氏(65歳)権大納言､歌人
1286年10月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｼﾞｬﾝ1世赤毛公｣
1286年10月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｼﾞｬﾝ2世｣ｼﾞｬﾝ1世とﾌﾞﾗﾝｼｭ･ﾄﾞ･ﾅｳﾞｧｰﾙの長男(~13051116死去
  66歳)
1286年11月22日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｴｰﾘｸ5世｣
1286年11月22日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ摂政｢ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸのｱｸﾞﾈｽ｣(~1293年)
1286年11月22日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｴｰﾘｸ6世｣ｴｰﾘｸ5世とｱｸﾞﾈｽ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸの長男(~13191
  113死去)
1287年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>奴隷王朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｷﾞﾔｰｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊﾞﾙﾊﾞﾝ｣
1287年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>奴隷王朝第10代ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑｲｽﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ｶｲｸﾊﾞｰﾄﾞ｣ﾊﾞﾙﾊﾞﾝの孫(~12900201死去)
1287年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾄｩﾗ･ﾌﾞｶ(ﾄﾚ･ﾌﾞｶ)｣ﾄｶﾞﾝの
  子ﾀﾞﾙﾌﾞの子(~1291年死去)
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1287年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<廃位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾄﾀﾞ･ﾓﾝｹ｣
1287年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｱﾃﾈ公｢ｷﾞﾖｰﾑ1世｣
1287年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾀﾞ･ﾓﾘﾝ｣(~1290年)
1287年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾓｲｽ｣(~1288年)
1287年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱﾃﾈ公｢ｷﾞｰ2世｣ｷﾞﾖｰﾑ1世の息子(~13081005死去)
1287年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾚﾊﾞﾉﾝ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのｽﾙﾀﾝ､ﾏﾑﾙｰｸ帝ｶﾗｰｳｰﾝがﾄﾘﾎﾟﾘを占領
1287年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｽﾀﾞｸはﾍﾞﾈﾁｱ支配下(~13650712)
1287年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢Bernhard1世｣
1287年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢John1世｣(~12910605死去)､｢Bernhard2世｣(~1323.12死去)
1287年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾌﾟﾘｴｽﾞﾀﾞ2世｣(~1290年)､｢ｽﾃﾌｧﾝ1世｣(~1314年)
1287年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾌﾞﾚﾀﾞはﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公国､ﾍﾞﾙｹﾞﾝｵﾌﾟｽﾞｰﾑの領主とｽﾃｰﾝﾍﾞﾙｹﾞﾝの共有地に分割
1287年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<建国>ﾜｰﾛ国
1287年1月15日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元24年|<退位>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ﾅﾗﾃｨｰﾊﾊﾟﾃ｣元に降伏し事実上
  滅亡(~12870701死去)
1287年1月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||元･至元24年1月|元軍が陸軍を大挙に派遣して安南討伐
1287年1月30日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞｰ王｢ﾜｰﾚﾙｰ｣建国(~13070114没)
1287年2月14日-09:00|日本|茨城県行方市|弘安10年|この年､常陸西連寺相輪堂できる
1287年2月14日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|弘安10年|この年､建長寺祖元禅師像できる
1287年2月14日-09:00|日本|鳥取県西伯郡大山町|弘安10年|この年､伯耆国六山寺阿弥陀堂できる
1287年3月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾓﾙﾃｨｹ｣(~同年)
1287年4月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第190代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾉﾘｳｽ4世｣[1210年生～](享年77)
1287年4月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元24年3月|元､至元宝鈔を発行
1287年5月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元24年4月|元で東方の宗王ﾅﾔﾝがﾊｲﾄﾞｩに呼応して起兵
1287年5月31日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧが､ｱｯｶ沖の海戦でｳﾞｪﾈﾂｨｱ海軍を撃破
1287年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||第3次ｳｪｰﾙｽﾞ戦争が起こる
1287年6月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑの領主はﾌﾞﾚﾀﾞから分離され､名目上のﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公国
  君主下
1287年7月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｲﾜﾝ･ｺｼｪｷﾞ･ﾌｨｱ･ﾍﾝﾘｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾍｰﾀﾞｰ｣(2回目~1288年8月)
1287年7月12日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元24年6月|ｸﾋﾞﾗｲ親征/ﾉﾔﾝを誅す
1287年9月19日-09:00|日本|  ||弘安10年8月11日|<就任>関白｢二条師忠｣(~正応2年4月13日)
1287年9月22日-09:00|日本|  ||弘安10年8月14日|<退任>六波羅探題南方｢北条兼時(得宗家)｣⇒<任命>六波羅探
  題北方･山城国守護(~正応5(1293)年1月18日)
1287年11月19日-09:00|日本|宮城県栗原市|弘安10年10月13日|日目陸前一ﾉ迫柳ﾉ目に法華堂[妙教寺]を創す
1287年11月27日-09:00|日本|  ||弘安10年10月21日|<譲位>91代｢後宇多天皇｣院政が始まる
1287年11月27日-09:00|日本|  ||弘安10年10月21日|<践祚>92代｢伏見天皇｣(弘安11年3月15日即位~12980722)
1287年12月6日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||元･至元24年;大越･重興3年11月|ﾄｺﾞﾝ率いる元軍が国境を越えて
  諒山､北江に攻め入った
1287年12月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾔｳﾞｨ=ｲﾉｳﾞﾛﾂﾜﾌ公｢ﾚｼｪｸ2世｣,｢ﾌﾟｼｪﾐｽｳ｣,｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ2世｣ｼﾞｪﾓﾐｽｳの息
  子(~1314年)
1288年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Hammira-Varman｣(~1311年)
1288年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Yoosuf1世｣(~1294年)
1288年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾛｽﾄﾌ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ﾎﾞﾘｿｳﾞｨﾁ｣(~1294年死去)
1288年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Afrasiab1世｣(~1296年)
1288年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｼﾞｬﾝﾏｽﾞ･ﾌﾞﾝ･ｼｰﾊｰｲｽﾞ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣ﾒﾃﾞｨﾅの首長(~同年)⇒｢ｱﾌﾞｰ･ﾇﾏ
  ｲ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ｻｱﾄﾞ･ﾅｼﾞﾑ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣(~13011006死去)
1288年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<廃位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ﾇﾏｲ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞｰ･ｻｱﾄﾞ･ﾅｼﾞﾑ･ｱﾙ=ﾃﾞｨﾝ｣
1288年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾖﾊﾝ･ｼｱﾗﾝﾂﾌｧｰﾙ｣(~同年)
1288年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｺﾝﾗｰﾄ･ﾌｫﾝ･ﾊｯﾂｨｹﾞﾝｼｭﾀｲﾝ｣(~1289年)
1288年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾃﾞﾅ侯｢ｵﾋﾞｯﾂｫ2世｣ﾌｪﾗｰﾗ侯･ｴｽﾃ辺境伯(⇒1289年兼ﾚｯｼﾞｮ侯~12930120死去)
1288年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｼﾞｬﾝ1世勝利公｣ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公(~12940503死去)
1288年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾃﾞｭﾗｯﾂｫをﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝが占領(~1296年)
1288年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島副守護者｢Stephen Wallard卿｣(1期目~1290年)
1288年1月28日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|弘安10年12月24日|円覚寺が火災で一部を焼失
1288年2月4日-09:00|日本|滋賀県愛知郡愛荘町|弘安11年1月|近江国金剛輪寺本堂できる
1288年2月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏｲｾﾝ辺境伯･下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世｣
1288年2月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ﾊｲﾝﾘﾋ3世の長男(~1292年)
1288年2月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗﾝﾂﾍﾞﾙｸ辺境伯･下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾄｩﾀ｣ﾊｲﾝﾘﾋ4世の孫(~12910816
  死去)
1288年2月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第191代ﾛｰﾏ教皇｢ﾆｺﾗｳｽ4世｣(~12920404死去)
1288年2月25日-09:00|日本|  ||弘安11年1月22日|山王霊験記絵巻(沼津日枝だ神社)できる
1288年3月7日-09:00|日本|  ||弘安11年2月4日|<任命>六波羅探題南方｢北条盛房(佐介流)｣(~永仁5(1297)年5月
  16日)
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1288年4月2日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||元･至元25年;大越･重興4年3月|陳(ﾁｬﾝ)朝が白藤江の戦いで元軍を
  破り､元の攻撃を撃退
1288年5月2日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元25年4月|ﾉﾔﾝ余党ｶﾀﾞﾝ､遼東でそむく
1288年5月27日-09:00|日本|京都府京都市|弘安11年4月26日|京都火災/行願寺･誓願寺など焼亡
1288年5月29日-09:00|日本|  ||正応1年4月28日|弘安から正応に改元
1288年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾛﾗﾝﾄﾞ･ﾎﾞﾙｻ｣(3回目~1293年7月)
1288年6月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｳﾞｫﾘﾝｹﾞﾝでｹﾙﾝ市民が大司教軍を破り領主権力を排除
1288年6月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾘﾆｰ領主｢Waleran1世｣
1288年6月5日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ6世｣
1288年6月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ領主｢ｱﾝﾘ2世｣(~1303年死去)Waleran1世の息子
1288年6月5日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ7世｣ﾊｲﾝﾘﾋ6世の息子(~1310年6月)
1288年6月20日-09:00|日本|  ||正応1年5月20日|<死去>上真葛(57歳)雅楽家
1288年7月7日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ大司教ｼﾞｮﾝ･ﾃﾞ･ｻﾝﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ｣(~1290111
  0)
1288年7月7日-09:00|日本|東京都大田区|正応1年6月8日|僧日持･日浄木造日蓮像(池上本門寺)を造る
1288年7月7日-09:00|日本|東京都大田区|正応1年6月8日|池上本門寺創建<日蓮宗大本山>
1288年8月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｱﾏﾃﾞ･ﾌｨｱ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｱﾊﾞ｣(1回目~1289年8月)
1288年9月30日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾚｼｪｸ2世ﾁｬﾙﾇｨ｣
1288年9月30日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾍﾝﾘｸ4世ﾌﾟﾛﾌﾞｽ｣ﾍﾝﾘｸ2世の孫息子/ｺﾝﾗﾄ1世の女系の孫息
  子/ｳﾞﾛﾂﾜﾌ公を兼ねる(~12900623死去)
1288年11月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣
1288年11月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾍｯｿ｣(~12970213死去)､｢ﾍﾙﾏﾝ7世｣(~12910712死
  去)､｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣(~12950214死去)､｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣(~13320202死去)
1289年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｵ2世｣
1289年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾍﾄｩﾑ2世｣(1期目~1293年退位)
1289年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾚｳﾞｫﾝ3世｣
1289年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾃｯｻﾘｱ尊厳公｢ﾖﾊﾈｽ1世ﾄﾞｩｰｶｽ｣
1289年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｱｶｲｱ公｢ｲｻﾞﾍﾞﾙ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾙｱﾙﾄﾞｩｱﾝ｣(~1307年)､｢ﾌﾛﾗﾝ･ﾄﾞ･ｴﾉｰ｣(~1297年)
1289年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ﾀﾞﾆｰﾛｳﾞｨﾁ｣(~1292年以降)
1289年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾍﾄｩﾑ2世｣(~1293年譲位)
1289年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ﾃｯｻﾘｱ尊厳公｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣(~1303年死去)
1289年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｷﾞｰ3世｣
1289年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第49代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｸﾞﾗﾃﾞﾆｰｺﾞ｣(~1311年)
1289年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾕｰｸﾞ6世｣(~1292年)
1289年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊｯﾊﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世(~1330年)
1289年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾚｯｼﾞｮ侯｢ｵﾋﾞｯﾂｫ2世｣ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ侯･ｴｽﾃ辺境伯(~12930213死去)
1289年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Philipp Buonacolsi｣(~1303年)
1289年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾌｨﾚﾝﾂｪで｢農奴解放令｣がでる
1289年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Philippe l'Eveque卿｣
1289年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｶﾝ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｶﾐﾝ｣
1289年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣(~13020309死去)
1289年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｶﾐﾝ｣(~1308年死去没収)
1289年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Walter de Huntercumbe｣(~1293年死去)
1289年1月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝行政長官｢Sa'ad al-Dawla Abhari｣(~12910312)
1289年1月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元26年|契丹の寇により都を江華島に移す
1289年1月23日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元26年1月|元､会運河を開く
1289年3月12日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾃﾞﾒﾄﾘｵｽ2世｣
1289年3月12日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ2世｣(~1292年死去)
1289年3月12日-09:00|日本|京都府京都市|正応2年2月19日|綾小路町より六条まで50余町焼亡
1289年4月28日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのﾏﾑﾙｰｸ帝ｶﾗｰｳｰﾝがﾄﾘﾎﾟﾘを占領し､ｷﾘｽﾄ教徒の住民を全部虐殺する/ﾄ
  ﾘﾎﾟﾘ伯領が滅亡
1289年5月4日-09:00|日本|  ||正応2年4月13日|<就任>関白｢近衛家基｣(~正応4年5月27日)
1289年5月30日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ﾁｮｳｽﾜｰ｣(~12971217)
1289年8月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾚﾉﾙﾄﾞ･ﾌｨｱ･ﾚﾉﾙﾄﾞ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾊﾞｽﾃﾘ｣(~9月)
1289年8月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｼｭﾀﾙｹﾝﾌﾞﾙｸﾞ伯｢Henry1世｣
1289年8月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｼｭﾀﾙｹﾝﾌﾞﾙｸﾞ伯｢John2世｣(~13240222死去)
1289年9月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｺｾｷﾞ･ﾌｨｱ･ﾍﾝﾘｯｸ･ﾍｰﾀﾞｰ｣(2回目~12900620)
1289年9月9日-09:00|日本|  ||正応2年8月23日|<死去>一遍/51歳(誕生:延応1(1239)0215)/時宗の開祖
1289年9月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||結婚のため､ﾉﾙｳｪｰを発ったｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ国王ﾏｰｶﾞﾚｯﾄたちの船は途中大時化にあ
  い､ｵｰｸﾆ島にたどり着いたところでﾏｰｶﾞﾚｯﾄはわずか7歳で息を引き取った
1289年9月29日-09:00|日本|  ||正応2年9月14日|<辞任>鎌倉幕府7代将軍｢惟康親王｣上洛
1289年10月24日-09:00|日本|  ||正応2年10月9日|<就任>鎌倉幕府8代将軍｢久明親王｣(~13080804)
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1289年11月6日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ､ﾉﾙｳｪｰの間で､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ女王の後見権をｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世
  とするｿｰﾙｽﾞﾍﾞﾘ条約が結ばれる
1290年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｼｵｺｯﾄ国(ﾊﾞﾝｸﾞﾗｵｰﾙのﾗﾅが継承)
1290年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｵｰﾑｽ王｢Mas'ud｣(~1293年)
1290年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾙﾍﾞﾙﾃｨｰﾉ･ﾓﾛｼｰﾆ｣(~1293年)
1290年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ﾎﾙﾃ｣(~1293年)
1290年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｾｰﾙ伯｢Alix｣
1290年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢William6世｣(~1304年)
1290年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾗﾄﾞｽﾗﾌ･ﾊﾞﾎﾞﾆｯﾁ｣(~1293年)
1290年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島副守護者｢Guille de Saint-Remi｣(2期目~1291
  年)
1290年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾙﾀﾞﾆｰ島保護者｢Raoul Eudes｣(~1302年以降)
1290年1月1日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｪｼﾝ公｢ﾐｪｼｭｺ1世｣(~13150627死去)
1290年1月19日-09:00|日本|  ||正応2年12月7日|<死去>義子内親王(和徳門院)(56歳)仲恭天皇の皇女
1290年1月24日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正応2年12月12日|円覚寺が再び火災
1290年1月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｸﾛｲﾂﾅﾊ伯｢John1世｣
1290年1月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ･ｸﾛｲﾂﾅﾊ伯｢John2世｣(~13400311死去)､｢Simon2世｣(~1336年死
  去)
1290年1月30日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Pierre d'Arcis｣(~1292年)
1290年2月 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢the kings of England｣(~13130612)
1290年2月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>奴隷王朝第10代ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾑｲｽﾞｯﾃﾞｨｰﾝ･ｶｲｸﾊﾞｰﾄﾞ｣暗殺される
1290年2月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>奴隷王朝第11代ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ｶﾕｰﾏﾙｽ｣ｶｲｸﾊﾞｰﾄﾞの子(~6.13死去)
1290年2月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ13世｣
1290年2月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世｣ﾊｲﾝﾘﾋ13世の次男(~12961009死去)､｢ｼｭﾃﾌｧﾝ1世｣
  ﾊｲﾝﾘﾋ13世の3男(~13101210戦死)､｢ｵｯﾄｰ3世｣ﾊｲﾝﾘﾋ13世の長男(~13120909死去)共同統治
1290年2月11日-09:00|日本|  ||正応3年|<任命>尾張国守護｢中条景長｣(~不詳)
1290年3月25日-09:00|日本|  ||正応3年2月13日|幕府が､造作､修理､替物用途などを農民に課すことを禁止
1290年4月19日-09:00|日本|京都府京都市|正応3年3月9日|甲斐国の小笠原一族の武士浅原八郎為頼とその子息2
  人が､内裏の衛門の陣から皇居に乱入し天皇殺害を企てるが､包囲されて自害
1290年5月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣
1290年5月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾖｰﾊﾝ｣(~13121213死去)
1290年6月-01:00|ﾁｪｺ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾞﾍﾐｱはﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞと結合(~13050621)
1290年6月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>奴隷王朝第11代ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼｬﾑｽｯﾃﾞｨｰﾝ･ｶﾕｰﾏﾙｽ｣
1290年6月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾙｼﾞｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼﾞｬﾗｰﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰ｣(~12960719死去)
1290年6月20日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｽﾞｾ｣(~7.2)
1290年6月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公･ｳﾞﾛﾂﾜﾌ公｢ﾍﾝﾘｸ4世ﾌﾟﾛﾌﾞｽ｣
1290年6月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾌﾟｼｪﾐｽｳ2世｣ﾐｪｼｭｺ3世の玄孫/ﾍﾝﾘｸ2世の女系の孫息子/ﾎﾟ
  ｽﾞﾅﾝ公､ｳﾞｨｴﾙｺﾎﾟﾙｽｶ公､ﾎﾟﾓｼﾞｪ公を兼ねる(~1291年)
1290年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||この月､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世が､ﾕﾀﾞﾔ人を国外へ追放
1290年7月2日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｱﾏﾃﾞ･ﾌｨｱ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｱﾊﾞ｣(2回目~1291年2月)
1290年7月10日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾗｰｽﾛｰ4世｣暗殺される
1290年7月23日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ3世(ｴﾝﾄﾞﾚ3世)｣ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ5世の従
  弟(~13010114死去)
1290年8月7日-09:00|日本|奈良県奈良市|正応3年7月|彫工七条昇速･大工白河行円､海竜王寺舎利塔を建立
1290年8月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ1世｣ｼｬﾙﾙ2世とﾏﾘｱ･ﾄﾞｩﾝｹﾞﾘｱの娘(~12991231死去26歳
  )､｢ｼｬﾙﾙ3世｣ｳﾞｧﾛﾜ伯(~13251216死去55歳)
1290年8月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾏﾙｶﾞﾘｰﾀ｣(~12991231死去)､｢ｼｬﾙﾙ3世｣(~1314年)
1290年9月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾏｰｶﾞﾚｯﾄ(ﾉﾙｳｪｰの乙女)｣7歳
1290年9月26日-09:00|日本|  ||正応3年8月22日|<就任>鎌倉幕府執権｢北条師時｣(~応長1年9月22日)
1290年9月27日 12:00|中国|  |||中国･内蒙古､寧城で地震(M6.8)､死者7220人
1290年10月11日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ｳﾞｪｼｰ｣(~12940305)
1290年11月10日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｶﾗｳｰﾝ｣
1290年11月10日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｼｭﾗﾌ･ﾊﾘｰﾙ｣(~12931214暗殺される)
1290年11月15日-09:00|日本|静岡県富士宮市|正応3年10月12日|日蓮大聖人の法嫡第2祖日興上人によって日蓮
  正宗総本山大石寺創建
1290年11月18日-09:00|日本|  ||正応3年10月15日|<死去>北条時定(不明/肥前守護､鎮西奉行)
1290年12月18日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾏｸﾞﾇｽ3世｣50歳
1290年12月18日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾋﾞﾙｲｪﾙ｣ﾏｸﾞﾇｽ3世の息子(~1318.3~13210531死去4
  1歳)
1290年12月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ｲﾂｪﾎｰ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ1世｣
1290年12月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ6世｣ｹﾞﾙﾊﾙﾄ1世の3男(~131505
  13死去)
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1290年12月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾌﾟﾚﾝ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ2世盲目伯｣ｹﾞﾙﾊﾙﾄ1世の次男(~13121028死去)
1290年12月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾚﾝｽﾞﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ1世｣ｹﾞﾙﾊﾙﾄ1世の4男(~13040805死去)
1291年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾄｩﾗ･ﾌﾞｶ(ﾄﾚ･ﾌﾞｶ)｣
1291年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｼﾞｮﾁ･ｳﾙｽ･ﾊﾝ｢ﾄｸﾀ｣ﾓﾝｹ･ﾃﾑﾙの子(~1312
  年死去)
1291年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||東ｱﾌﾘｶでﾊﾞﾃ島のｽﾙﾀﾝが沿岸部を支配
1291年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾌﾞﾃｨｹﾞｲﾃﾞｨｽ｣
1291年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾌﾞﾄｳﾞｨｰﾀﾞｽ｣ﾌﾞﾃｨｹﾞｲﾃﾞｨｽの兄弟(~1295年死去)
1291年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾁﾘｱ王国｢ﾅﾎﾟﾘ｣がｴﾋﾟﾛｽ統治(~1307年)
1291年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣(~13180922死去)
1291年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾙ伯｢ｱﾝﾘ3世｣(~1302.9死去)
1291年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣(~12920930死去)
1291年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯･ｸﾞﾙﾍﾞﾝﾊｰｹﾞﾝ侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世の息子(~13
  220907死去)
1291年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世の長男(~13231116死去)
1291年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｳﾞｧﾂﾜﾌ2世｣ﾎﾞﾍﾐｱ王/ﾌﾟｼｪﾐｽｳ2世の娘と結婚/ﾏｳｫﾎﾟﾙｽｶ公を兼ねる
  (⇒13000725ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王)
1291年-01:00|ｽｲｽ|  |||ｳｰﾘ､ｼｭｳﾞｨｰﾂ､ｳﾝﾀｰｳﾞｧﾙﾃﾞﾝの三つの州の代表者たちは集まって自治独立を維持するため
  の永久盟約を結んだ/ｽｲｽ連邦の原型である｢原初同盟｣(盟約者団)の結成
1291年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||ｻﾝﾏﾘﾉが教皇ﾆｺﾗｽ4世によって独立を認められる
1291年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾄﾘｴｽﾃはｱｸｲﾚｲｱ総主教区の一部(~1368年)
1291年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島副守護者｢Stephen Wallard卿｣(2期目~1293年)
1291年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｹｲｽﾈｽ司教ｱﾗﾝ･ﾄﾞ･ｾﾝﾄｴﾄﾞﾓﾝﾄﾞ｣
1291年1月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾄﾙ伯･ﾌﾞﾛﾜ伯｢Joan｣
1291年1月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾛﾜ伯｢ﾋｭｰ2世｣(~1307年死去)
1291年2月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｺｾｷﾞ･ﾌｨｱ･ﾍﾝﾘｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾍｰﾀﾞｰ｣(3回目~11月)
1291年2月1日-09:00|日本|  ||正応4年|<任命>紀伊国守護｢北条時兼｣(~不詳､以後北条氏~1333年)
1291年2月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･至元28年|高麗･忠烈王､都を開城に戻す
1291年2月1日-09:00|日本|京都府京都市左京区|正応4年|亀山法皇が東福寺3世無関普門を開山に迎え離宮禅林
  寺殿を禅寺に改め竜安山禅林禅寺と号した<臨済宗南禅寺派大本山>
1291年2月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世､ﾛｰﾏ教皇ﾆｺﾗｳｽ4世､ﾅﾎﾟﾘ王ｶﾙﾛ2世､ｱﾗｺﾞﾝ王'ｱﾙﾌｫﾝ
  ｿ3世､との間で､ﾌﾗﾝｽ南部の教皇領ｱｳﾞｨﾆｮﾝとｱﾙﾙの中間にあるﾀﾗｽｺﾝで､｢ｼﾁﾘｱ晩祷戦争｣と｢ｱﾗｺﾞﾝ十字軍｣の終結
  を目的とした｢ﾀﾗｽｺﾝ条約｣が調印される
1291年3月4日-09:00|日本|愛知県名古屋市熱田区|正応4年2月2日|熱田社焼失
1291年4月5日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ･ｽﾙﾀﾝがｱｯｺﾝ攻撃を開始
1291年5月16日-09:00|日本|京都府京都市東山区|正応4年4月17日|八坂の塔(法観寺塔)焼亡
1291年5月18日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ﾏﾑﾙｰｸ帝ｱﾙ･ｱｼｭﾗﾌ･ｶｰﾘｰﾙによってｱｯｺﾝが占領され､ｲｪﾙｻﾚﾑ王国が滅亡
1291年5月21日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｲｽﾗｴﾙ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ｴｰｶｰ(ｱｯｺ)がｲｽﾗﾑ軍により陥落⇒聖ﾖﾊﾈ騎士団本部をｷﾌﾟﾛｽのﾘﾏ
  ｿｰﾙ(ﾚﾒｿｽ)に移転
1291年5月25日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ公｢ﾘﾝｼｪｰﾋﾟﾝｸﾞ司教ﾍﾞﾝｸﾄ1世ﾌｫﾙｸﾝｶﾞ｣
1291年6月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ=ﾍﾞﾙﾝﾌﾞﾙｸ侯｢John1世｣
1291年6月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾗｺﾞﾝ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ3世自由王｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｱﾙﾌｫﾝｽ2世｣27歳
1291年6月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ国王｢ﾊｲﾒ2世公正王｣兼ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｼﾞｬｳﾏ2世｣ﾍﾟﾄﾞﾛ3世とｺﾝｽﾀﾝｻ･ﾃﾞ
  ･ｼｼﾘｱの息子(~13271102死去60歳)
1291年6月24日-09:00|日本|  ||正応4年5月27日|<就任>関白｢九条忠教｣(~正応6年2月25日)
1291年7月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ7世｣
1291年7月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣(~13330622死去)､｢ﾍﾙﾏﾝ8世｣(~1300
  年死去)､｢ﾙﾄﾞﾙﾌ4世｣(~13480625死去)
1291年7月14日-02:00|ﾚﾊﾞﾉﾝ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||十字軍ｴﾙｻﾚﾑ王国がｼﾄﾞﾝ再取得
1291年7月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ伯ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣73歳(
  誕生12180501)
1291年7月15日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ帝国宰相｢ﾏｲﾝﾂ大司教ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ｴｯﾌﾟｼｭﾀｲﾝ
  ｣(1回目~12920505)
1291年7月23日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ｹﾞｲﾊﾄｩ｣ｱﾙｸﾞﾝの弟(~12950324死去)
1291年7月30日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ|  |||十字軍ｴﾙｻﾚﾑ王国がﾔｯﾌｧ取得
1291年7月31日-02:00|ﾚﾊﾞﾉﾝ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||十字軍ｴﾙｻﾚﾑ王国がﾍﾞｲﾙｰﾄ再取得
1291年8月1日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｳﾘ､ｼｭｳﾞｨｯﾂ､ｳﾝﾀｰｳﾞｧﾙﾃﾞﾝのｽｲｽの3原初州(原初3邦)が､｢永久同盟｣を結ぶ
1291年8月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾄｩﾀ｣
1291年8月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗﾝﾂﾍﾞﾙｸ辺境伯･下ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ4世(ﾃﾞｨｰﾂﾏﾝ)｣ﾊｲﾝﾘﾋ4世の孫(~
  1303年退任)
1291年9月9日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ｢ﾊﾞﾙﾃﾞｯﾛｰﾈ･ﾎﾞﾅｺﾙｼ｣(~12990702)
1291年10月14日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾌﾗﾝﾀﾞｰｽのﾖﾊﾈ｣
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1291年10月30日-09:00|日本|群馬県前橋市|正応4年10月7日|日興上野大胡に本応寺を創す
1291年11月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐﾊｰｲ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｾﾝﾃ･ﾏｺﾞﾁ｣(~1293年)
1291年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾞｲﾘｬﾙ"中身のない外套王"｣(12960710退位)
1292年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾝﾅｰ王国ﾏﾝﾗｰｲ朝国王｢ﾏﾝﾗｰｲ｣ｺﾞｴﾝ･ﾔﾝ王(~1311年死去)
1292年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾅﾙｼﾝﾌﾟﾙ国
1292年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｼﾞｬﾌﾅ王国国王｢Vickrama Cinkaiariyan｣(~1302年)
1292年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎｲｻﾗ朝国王｢ﾊﾞｯﾗｰﾗ3世｣(~1343年死去)
1292年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<再任>ﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ共和国ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(~1304年)
1292年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｳﾞｧﾌﾀﾝｸﾞ2世｣
1292年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾀﾞﾋﾞﾃﾞ8世｣(~1302年)
1292年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<再位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲｸﾊﾞｰﾄﾞ3世｣(2回目~1293年)
1292年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｽﾏｲﾙﾂ(ｽﾏｲﾙｸ)｣(~1298年11月死去)
1292年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱﾙﾄｩｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾀﾞｰｳｰﾄﾞ･ｼｬﾑｽ｣(~1294年)
1292年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｲｽﾌｪﾝﾃﾞｨﾔﾘｽﾞ君主｢ﾔｰﾏﾝ･ｶﾝﾀﾞﾙ｣(~？)
1292年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ﾚﾌ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1301年)
1292年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾁｮﾊﾞﾝ朝ﾍﾞｲ｢Cobanoglu Mahmud Bey｣(~1309年)
1292年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ伯｢Peter Tempesta｣(~1315年)
1292年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｷﾞｰ4世｣(~13170406死去)
1292年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣(~13180922死去)
1292年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗﾝﾂﾍﾞﾙｸ辺境伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ4世(ﾃﾞｨｰﾂﾏﾝ)｣ﾊｲﾝﾘﾋ4世の孫(~1303年､ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯領(
  ｵｽﾄﾏﾙｸ)はｱｽｶﾆｱ家のﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ辺境伯のものとなった)
1292年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾏｰｼﾞｮﾘｰ｣
1292年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｷｬﾘｯｸ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾙｰｽ｣先代の長男(1306年よりｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾛﾊﾞｰﾄ1世~1314年
  )
1292年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞ･ﾀﾞﾝﾌﾘｰｽ｣⇒｢ｱﾗﾝ･ﾃﾞ･ﾀﾞﾝﾌﾘｰｽ｣
1292年1月6日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ｶﾙﾛ･ﾏﾙﾃｯﾛ｣(~12950819没)
1292年1月21日-09:00|日本|  ||正応5年|<任命>駿河･伊豆国守護｢北条貞時｣(~応長元(1311)年10月26日死去､次
  に高時が就任~1333年)
1292年1月21日-09:00|日本|  ||正応5年|<任命>肥後国守護｢金沢政顕｣(~不詳)
1292年1月21日-09:00|日本|  ||正応5年|<任命>武蔵国守護｢北条貞時｣(~1310年､次に高時が就任~1333年)
1292年1月21日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元29年|ﾓﾝｺﾞﾙ軍とｲﾝﾄﾞのﾊﾙｼﾞｰ朝が赦宥金の支払いで和約
1292年2月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ1世｣ｸﾞﾘｴﾙﾓ7世の子(~1305.1)
1292年3月2日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元29年2月12日|元軍が爪哇(ｼﾞｬﾜ/ｼﾝｶﾞｻﾘ朝)をせめる(～30
  年4月24日)
1292年3月20日-09:00|日本|沖縄県|正応5年3月|元楊祥が琉球来襲
1292年3月26日-09:00|日本|福岡県福岡市|正応5年3月7日|鎌倉幕府､鎮西探題を博多に設置
1292年4月4日-09:00|日本|福井県福井市|正応5年3月16日|京都宝林寺九重石塔できる
1292年4月4日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第191代ﾛｰﾏ教皇｢ﾆｺﾗｳｽ4世｣[1227年09月30日生～](享年64)
1292年5月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｼﾝｶﾞｻﾘ王国国王｢ｸﾙﾀﾅｶﾞﾗ｣ｸﾃﾞｨﾘ朝の子孫と称するｼﾞｬﾔｶﾄﾜﾝに攻められ総
  理大臣と共に殺される
1292年5月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾝｶﾞｻﾘ王国国王｢ｼﾞｬﾔｶﾄﾜﾝ｣(~1293年死去)
1292年5月1日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正応5年4月13日|鎌倉で大地震が発生し､建長寺などが焼失し､死者
  が2万3000人に及ぶ
1292年5月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣(~12980623廃位)
1292年9月14日-09:00|日本|  ||正応5年8月2日|<死去>少弐経資(68歳/御家人､鎮西奉行)
1292年9月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣
1292年9月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ侯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ侯(~13180922死
  去)
1292年10月20日-09:00|日本|  ||正応5年9月9日|<死去>西園寺きっ子(大宮院)(68歳)御嵯峨天皇の中宮
1292年10月24日-09:00|日本|埼玉県久喜市|正応5年9月13日|執権北条貞時は､武蔵国大田庄の鷲宮神社本殿を再
  興
1292年11月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾞｲﾘｬﾙ｣(~12960710~13141125死去)ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞに出兵
  していたｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世がｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞに対主権を認めさせる
1292年11月18日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝行政長官｢Sadr al-Din Ahmad Khaledi Zanjani｣(1期目~1295032
  4)
1293年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｼﾝｶﾞｻﾘ王国国王｢ｼﾞｬﾔｶﾄﾜﾝ｣
1293年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>第3代ﾍﾞﾛｵｰｾﾞﾛ公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾐﾊｲﾛｳﾞｨﾁ｣(~1314年死去)
1293年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ1世｣(~1327年)
1293年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾄﾛｽ3世｣(~1298年)
1293年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ･ｻﾞﾚｽｷｰ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣⇒｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ･ﾛｽﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1294年)
1293年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<退位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾍﾄｩﾑ2世｣
1293年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｵｰﾑｽ王｢Mir Bahdin Ayaz Seyfin｣(~1311年)
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1293年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<再位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾏｽｳｰﾄﾞ2世｣(3回目~1300年)
1293年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｴﾙﾓﾗｵ･ｼﾞｭﾝﾄ｣(~1294年)
1293年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾄﾛｽ3世｣(~12980723死去)
1293年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ﾍﾝﾘｸ3世｣(~13091203死去)
1293年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾍﾝﾘｸ･ﾍｰﾃﾞﾙ･ｸｼｪｷﾞ｣(1度目)､｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ﾍｰﾃﾞﾙ･ｸｼｪｷﾞ｣(2度目~
  1294年)
1293年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｱﾏﾃﾞ･ﾌｨｱ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｱﾊﾞ｣(3回目~11月)
1293年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世がｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世を破り､ｱｷﾃｰﾇを奪う
1293年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ島知事｢Walter de Huntercumbe｣
1293年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||北欧と取引をする商人のために海上保険制度が設けられた
1293年1月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾓﾃﾞﾅ･ﾚｯｼﾞｮ侯･ｴｽﾃ辺境伯｢ｵﾋﾞｯﾂｫ2世｣
1293年1月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｴｽﾃ辺境伯｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1世｣(~13120823)
1293年1月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌｪﾗｰﾗ･ﾚｯｼﾞｮ侯｢ｱｯﾂｫ8世｣(⇒1306年ﾌｪﾗｰﾗ侯~13080131死去)
1293年1月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾃﾞﾅ侯｢ｱﾙﾄﾞﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰﾉ2世｣(~13260726死去)
1293年2月8日-09:00|日本|  ||正応6年|<任命>安芸国守護｢名越宗長｣(~不詳)
1293年2月8日-09:00|日本|  ||正応6年|<任命>丹後国守護｢長井貞秀｣(~不詳)
1293年2月8日-09:00|日本|長崎県壱岐市|正応6年|唐津岸岳城主の波多宗無､亀丘城[郷ﾉ浦町]を築城
1293年3月10日-09:00|日本|静岡県富士宮市|正応6年2月|<創建>北山本門寺(重須本門寺､法華本門寺根源)日興
1293年3月18日-09:00|日本|  ||正応6年2月9日|長薩･長章の竹崎五郎絵詞(蒙古襲来絵詞)できる
1293年4月3日-09:00|日本|  ||正応6年2月25日|<就任>関白｢近衛家基｣(~永仁4年6月19日)
1293年4月8日-09:00|日本|茨城県水戸市|正応6年3月|波木井実氏母妙徳のために妙徳寺を常陸加倉井に創す
1293年4月14日-09:00|日本|  ||正応6年3月7日|<任命>鎮西探題｢北条兼時｣｢北条[名越]時家｣(~永仁3(1295)年4
  月23日辞任)
1293年4月14日-09:00|日本|  ||正応6年3月7日|<任命>肥前国守護｢鎮西探題兼任｣(~1333年)
1293年4月16日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･興隆1年3月9日|<譲位>陳朝(大越)皇帝｢仁宗｣
1293年4月16日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･興隆1年3月9日|<即位>陳朝(大越)皇帝｢英宗｣(~13140403(興隆22年3月18
  日)譲位)興隆と改元(-1314年旧3月18日)
1293年4月30日-09:00|日本|  ||正応6年3月23日|<任命>六波羅探題北方･山城国守護｢北条久時(極楽寺流赤橋氏
  )｣(~永仁5(1297)年6月18日)
1293年5月19日-05:00|日本|神奈川県鎌倉市|正応6年4月12日|<正応6年鎌倉地震>寅の刻(午前4時ごろ)､幕府の
  首都･鎌倉を中心とした関東一円大地震/鎌倉は山くずれ､人家多く転倒/死者その数を知らず/大慈寺丈六堂以
  下埋没/寿福寺転倒/巨福山(建長寺)転倒即ち炎上/死人2万3024人
1293年5月29日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|正応6年4月22日|<平禅門の乱>執権北条貞時が内管令の平頼綱父子
  を襲い､頼綱は自殺し､一族100人が討たれる
1293年8月4日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元30年7月|元､通恵河完成
1293年8月19日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||元･至元30年7月16日|元軍が交趾をせめる
1293年9月6日-09:00|日本|  ||永仁1年8月5日|正応から永仁に改元
1293年11月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾐｸﾛｰｼｭ･ｺｾｷﾞ･ﾌｨｱ･ﾍﾝﾘｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾍｰﾀﾞｰ｣(4回目~1295年1
  1月)
1293年11月10日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国国王｢ｳｨｼﾞｬﾔ｣(~1309年死去)
1293年11月10日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ｸﾙﾀﾗｰｼﾞｬｻ王(ﾗｰﾃﾞﾝ･ｳﾞｨｼﾞｬﾔ)は元軍にｼﾞｬﾔｶﾄﾜﾝを倒させ､今
  度は計略を用いてﾓﾝｺﾞﾙ軍を追い出し｢ﾏｼﾞｬﾊﾟﾋﾄ王国｣(1293～1520)を開いた
1293年11月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｳﾞｫﾝ伯｢Isabel de Redvers｣
1293年12月14日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｼｭﾗﾌ･ﾊﾘｰﾙ｣暗殺される
1293年12月14日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(1期目~1294.12廃位)
1293年12月16日-09:00|日本|奈良県奈良市|永仁1年11月17日|奈良興福寺一乗院の僧徒らが大乗院僧徒と交戦
1294年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾃｨｰﾑｹﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢Salis｣(~1302年)
1294年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ﾍﾟﾚﾔｽﾗﾌ=ｻﾞﾚｽｷｰ公ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣
1294年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Akhsitan3世｣
1294年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ･ｻﾞﾚｽｷｰ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ-｣
1294年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ﾌｮｰﾄﾞﾙ1世ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣
1294年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾛｽﾄﾌ公｢ﾄﾞﾐﾄﾘｰ･ﾎﾞﾘｿｳﾞｨﾁ｣
1294年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ｽｰｽﾞﾀﾞﾘ大公｢ｺｽﾄﾛﾏ公ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾛｳﾞｨﾁ｣(2回目~13040727死去)
1294年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Keykavus1世｣(~1317年死去)
1294年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟﾛﾝｽｸ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1299年)
1294年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾚﾔｽﾗｳﾞﾘ･ｻﾞﾚｽｷｰ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾄﾞﾐﾄﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1302年死去､ﾓｽｸﾜ大公国に併合)
1294年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ2世ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1299年死去)
1294年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾎﾞﾘｿｳﾞｨﾁ｣(~1307年)
1294年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾙ･ﾊﾝ国で紙幣が発行
1294年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｿﾛﾓﾝ1世｣
1294年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｾﾝﾌｧ･ｱﾚﾄﾞ4世｣ｿﾛﾓﾝ1世の息子(~1295年)
1294年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｱﾝﾄﾞﾚｱ･ﾀﾞﾝﾄﾞｰﾛ｣(~1298年)
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1294年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝(ﾋｽﾝ･ｶｲﾌｧ)ｱﾐｰﾙ｢Kamil Ahmad1世｣(~1325年)
1294年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｱﾙﾄｩｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｶﾞｰｽﾞｨｰ2世｣(~1312年)
1294年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾆｶｲｱ帝国皇帝｢ﾐｶｴﾙ9世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽ｣共同皇帝.ｱﾝﾄﾞﾛﾆｺｽ2世ﾊﾟﾚｵﾛｺﾞｽの子(~13201012
  死去)
1294年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ伯｢Johno｣(~13360405死去)
1294年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣ﾄﾞｲﾂ王(~1298年)
1294年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ｱﾙﾊﾞﾆｱ王国領主｢Philip｣(~13311226死去)
1294年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ国王ｼﾞｮﾝ･ﾍﾞｲﾘｬﾙはﾌﾗﾝｽへの兵員動員を拒否し､ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世と同
  盟(いわゆる古い同盟)を結んだ
1294年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島副守護者｢Henri de Bonvillars｣(1期目~同年)
1294年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ﾄﾏｽ･ﾃﾞ･ﾊﾝｼﾝﾎｰﾙ｣(~1295年)
1294年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｰﾙｽﾞ公｢ﾏﾄﾞｯｸﾞ･ｱﾌﾟ･ﾙｳｪﾘﾝ｣(~1295年)
1294年1月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾐﾗﾉのｼﾆｮｰﾙ｢ﾏｯﾃｰｵ1世･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣(~1302年)
1294年1月8日-09:00|日本|  ||永仁1年12月11日|<死去>一条家経(46歳/摂政､左大臣)
1294年1月28日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|永仁2年|この年､僧忍性四天王寺別当となり､悲田･敬田二院
  を興す
1294年2月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾗｲﾝ宮中伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣(~1317年廃位)
1294年2月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>上ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世の長男(~1317年廃位)､｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ4世｣ﾙｰ
  ﾄｳﾞｨﾋ2世の次男(⇒13401220ﾊﾞｲｴﾙﾝ公~13471011死去)
1294年2月7日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Guillaume de Grandison卿｣+
  ｢Henri, prieur de Wenlock｣(~6.18)
1294年2月10日-09:00|日本|京都府京都市|永仁2年1月14日|京都大火/四条坊門高倉､二条京極まで焼亡
1294年2月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元31年1月22日|<死去>元初代皇帝｢世祖ｸﾋﾞﾗｲ｣/80歳(誕生1215年)
1294年3月5日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍｲ卿｣(~6.4)
1294年5月3日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｼﾞｬﾝ1世勝利公｣
1294年5月3日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾊﾞﾝﾄ公･ﾘﾝﾌﾞﾙﾌ公｢ｼﾞｬﾝ2世｣(~13121027死去)
1294年5月10日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･至元31年4月14日|<即位>元第2代皇帝｢成宗ﾃﾑﾙ｣(~大徳11年1月8日130
  7年2月10日)ｸﾋﾞﾗｲの次男ﾁﾝｷﾑ(裕宗)の三男
1294年5月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世が､ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞのﾌﾗﾝｽ内の所領の没収を宣告/ｷﾞｴﾝﾇ戦争が
  始まる
1294年6月4日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂﾛｼﾞｬｰ･ｷﾙﾒｲﾅﾑ｣(~10.19)
1294年6月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽのｽｺﾗ哲学者｢ﾛｼﾞｬｰ･ﾍﾞｰｺﾝ｣/80歳(誕生1214年)/近世自然科学の
  祖
1294年6月18日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者者｢Henri de Cobham卿｣(~129
  7年)
1294年6月23日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｿﾞﾌｼｪ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ2世｣(~13130420死去)
1294年6月24日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｪﾙｽｸ公｢ｺﾝﾗﾄ2世｣
1294年7月5日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第192代ﾛｰﾏ教皇｢ｹﾚｽﾃｨﾇｽ5世｣(~12.13辞任)
1294年8月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||皇帝ｱﾄﾞﾙﾌが､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王と対ﾌﾗﾝｽ同盟を結ぶ
1294年8月30日-09:00|日本|  ||永仁2年8月8日|<死去>鷹司兼平(67歳/摂政･関白､太政大臣)
1294年9月-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ｵﾄﾞﾝ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾝ｣(~12960317没)
1294年9月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||第4次ｳｪｰﾙｽﾞ戦争が始まる
1294年10月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ卿ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(1回目~12
  月)
1294年12月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｷﾄﾌﾞｶﾞｰ｣(~12961207)
1294年12月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<廃位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1294年12月 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ｵﾃﾞｨﾝｹﾞｾﾚｽ卿｣(~12950419没)
1294年12月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<辞任>第192代ﾛｰﾏ教皇｢ｹﾚｽﾃｨﾇｽ5世｣ﾗｲﾊﾞﾙのｶﾞｴﾀｰﾆ枢機卿の威しで
1294年12月13日-09:00|日本|  ||永仁2年11月25日|<死去>懌子内親王(五条院)(33歳)後嵯峨天皇の皇女
1294年12月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第193代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ8世｣(~13031011死去)
1294年12月29日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ公｢ﾑｼﾁｭｲ2世｣
1295年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｲﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ3世(ｼｭﾘﾝﾄﾞﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ)｣(~1308年)
1295年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<退位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｼﾞｬﾔｰｳﾞｧﾙﾏﾝ8世(ﾁｪｲｳﾞｧﾙﾏﾝ8世)｣
1295年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎｲｻﾗ朝国王(ｶﾝﾅﾇｰﾙ王統)｢ｳﾞｨｼｭｳﾞｧﾅｰﾀ｣(~1300年)
1295年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｰﾄ朝ﾏﾘｰｸ｢Fakhr-uddin ibn Rukn-uddin｣(~1308年)
1295年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾍﾄｩﾑ2世｣(2期目~1296年)
1295年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｸﾙﾄ朝ﾏﾘｸ｢ﾌｧﾌﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾙｸﾇｯﾃﾞｨｰﾝ｣(~1308年)
1295年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ﾍｽﾞﾊﾞ･ｱｽｶﾞｯﾄﾞ｣ｿﾛﾓﾝ1世の息子(~1296年)
1295年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱｼｭﾗﾌ･ｳﾏﾙ2世｣(~12961122死去)
1295年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾌﾞﾄｳﾞｨｰﾀﾞｽ｣
1295年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾋﾝﾘｯﾋ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｨﾝｹﾗｰｹﾞ｣(~12961028死去)
1295年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｳﾞｨﾃﾆｽ｣ﾌﾞﾄｳﾞｨｰﾀﾞｽの子(~1316年死去)
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1295年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾍﾄｩﾑ2世｣(~1296年)
1295年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(ﾅﾎﾟﾘ王の推定相続人の称号)｢ﾛﾍﾞﾙﾄ｣(~1309年)
1295年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾍｰﾃﾞﾙ･ｸｼｪｷﾞ｣(4度目~同年)
1295年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾋｭｰ･ｵﾌﾞ･ｼｬﾛﾝ｣(~1301年)
1295年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝第8代ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世ｱﾙ･ﾑｽﾀｼﾙ｣(~1309年)
1295年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ﾌﾟｼｪﾐｽｳ2世｣ﾎﾟｽﾞﾅﾝ公､ｳﾞｨｴﾙｺﾎﾟﾙｽｶ公､ﾎﾟﾓｼﾞｪ公を兼ねる(~12960
  208死去)
1295年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ｹﾈﾃﾞｨ｣(~1296年)
1295年 00:00|ﾏﾘ/ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾋﾞｼ･ﾊﾞﾛ｣(~1325年)
1295年1月17日-09:00|日本|  ||永仁3年|<任命>大隅国守護｢北条時直｣(~1317年)
1295年1月17日-09:00|日本|  ||永仁3年|<任命>筑後国守護｢宇都宮通房｣(~不詳)
1295年1月17日-09:00|日本|京都府京都市上京区|永仁3年|日像上人が妙法蓮華寺として五条西洞院に創建<妙蓮
  寺>
1295年1月17日-09:00|日本|京都府京都市左京区|永仁3年|この年､南禅寺雲堂できる
1295年1月17日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･元貞1年|ﾌﾗﾝｼｽｺ会修道士のｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆが北京に大聖堂を建立
1295年1月17日-09:00|日本|福岡県|永仁3年1月|<死去>北条朝房(不明/豊前守護)
1295年1月17日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･元貞1年1月1日|元の世宗が元貞(-1297年)と改元
1295年2月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣
1295年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世､神聖ﾛｰﾏ皇帝支配下の｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯領｣を獲得
1295年3月24日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝君主｢ｹﾞｲﾊﾄｩ｣
1295年3月24日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝宰相｢Jamal al-Din Ali Dastjerdani｣(1期目~同年)
1295年3月24日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝第6代君主｢ﾊﾞｲﾄﾞｩ｣ﾌﾚｸﾞの五男･ﾀﾗｶﾞｲの子(~10.4死去)
1295年4月18日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ﾖﾊﾈｽ3世ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ｣(~1300年死
  去)
1295年4月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ｵﾃﾞｨﾝｹﾞｾﾚｽ卿｣
1295年4月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ卿ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(2回目~12.2
  )
1295年4月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ｻﾝﾁｮ4世勇敢王｣
1295年4月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王･ｶｽﾃｨｰﾘｬ国王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ4世召集王｣(~13120907死去)
1295年6月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世､｢ﾀﾗｽｺﾝ条約｣(1291年)に代わる｢ｱﾅｰﾆ条約｣で｢ｱﾗｺﾞﾝ王
  国｣と和平を結ぶ/ｱﾗｺﾞﾝ王ｼﾞｬｺﾓ2世､ｼﾁﾘｱを放棄
1295年6月7日-09:00|日本|  ||永仁3年4月23日|<辞任>鎮西探題｢北条兼時｣｢北条[名越]時家｣
1295年8月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ｵｯﾄﾞｰﾈ･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣
1295年8月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾐﾗﾉ･ｼﾆｮｰﾚ｢ﾏｯﾃｰｵ1世･ｳﾞｨｽｺﾝﾃｨ｣(~13020624死去)
1295年8月19日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王･ｸﾛｱﾁｱ王｢ｶﾙﾛ･ﾏﾙﾃｯﾛ｣
1295年9月8日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ｷﾞﾚﾑ･ﾄﾞ･ﾓﾝｶｰﾀﾞ｣(~13081103)
1295年9月29日-09:00|日本|佐賀県|永仁3年8月19日|<死去>北条定宗(28歳/肥前守護)
1295年10月4日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｲﾙﾊﾝ朝第6代君主｢ﾊﾞｲﾄﾞｩ｣
1295年10月5日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝宰相｢Amir Nawruz｣(~同年)
1295年10月10日-09:00|日本|  ||永仁3年9月|この月､六条有房の野守鏡できる
1295年10月27日-09:00|日本|  ||永仁3年9月18日|<死去>北条兼時(32歳/六波羅探題､鎮西探題､評定衆)
1295年11月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｱﾏﾃﾞ･ﾌｨｱ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｱﾊﾞ｣(4回目~1296年11月)
1295年11月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢ﾏｲﾝﾊﾙﾄ｣･ﾁﾛﾙ伯｢Meinhard2世｣
1295年11月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾁﾛﾙ伯｢Albert｣(~1292年)､｢Louis｣(~1305年)
1295年11月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾊｲﾝﾘﾋ6世｣兼ﾁﾛﾙ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ2世｣兼ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢
  ﾊｲﾝﾘｯﾋ｣(~13350402死去)､ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ﾙｲ｣(~1305年)､ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｵｯﾄｰ3世｣兼ﾁﾛﾙ伯｢ｵｯﾄｰ｣(~13100525死去)兄弟で共
  同統治
1295年11月3日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝宰相｢Sharaf al-Din Mohammad Biabanaki Semnani｣(~12960907)
1295年11月3日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｲﾙﾊﾝ朝第7代君主｢ｶﾞｻﾞﾝ｣ｱﾙｸﾞﾝの子(~13040517死去)
1295年11月7日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|永仁3年9月29日|凶徒の放火で醍醐寺釈迦堂･金堂などが焼失
1295年11月20日-09:00|日本|  ||永仁3年10月12日|本願寺宗昭(覚如)､｢親鸞伝絵詞｣を撰す
1295年12月2日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞ･ｳｫｰｶﾞﾝ卿｣(1回目~13080930)
1295年12月12日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|永仁3年11月5日|勝長寿院が焼失
1296年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｰｶﾃｨｰﾔ朝国王｢ﾌﾟﾗﾀｰﾊﾟﾙﾄﾞﾗ2世｣ﾙﾄﾞﾗｰﾏ･ﾃﾞｰｳﾞｨｰの孫(~1326年)
1296年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｽﾑﾊﾞﾄ｣(~1298年)
1296年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾞｰﾗｽﾌﾟ朝君主｢Nusrat al-Din Ahmad｣(~1330年)
1296年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｷﾄﾞﾏ･ｱｽｶﾞｯﾄﾞ｣ｿﾛﾓﾝ1世の息子(~1297年)
1296年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｴﾋﾟﾛｽ摂政｢ｱﾝﾅ･ﾊﾟﾗｲｵﾛｼﾞｰﾅ｣(~1313年)
1296年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾆﾙｽ･ｱｸｾﾙｿﾝ｣(~同年)
1296年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｽﾝﾊﾞﾄ｣(~1298年)
1296年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾌｧはﾍﾞﾈﾁｱが占領(~1307年)
1296年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾄﾝﾏｰｿﾞ1世｣
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1296年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾙﾋﾞｰﾉ伯･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ伯｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ1世･ﾀﾞ･ﾓﾝﾃﾌｪﾙﾄﾛ｣(~1322年死去)
1296年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾙｯﾂｫ侯｢ﾏﾝﾌﾚｰﾄﾞ4世｣(~1330年死去)
1296年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ｣(~13090505)
1296年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｻﾙｯﾂｫ侯(ﾃﾞﾙ･ｳﾞｧｽﾄ家)ﾏﾝﾌﾚｰﾄﾞ4世(~1330年)
1296年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ﾖﾊﾝ2世､ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世､ｴｰﾘﾋ1世｣(~1303年)兄弟で共同統治
1296年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱ､ﾃﾞｭﾗｯﾂｫはｾﾙﾋﾞｱの一部(~13041009)
1296年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟﾒﾚﾚﾝ公国はﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王国領となった
1296年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣
1296年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｱｰ｣先代の子(~13310417死去)
1296年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Anthony Beck｣(~13070929)
1296年1月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾃﾞﾘｰｺ2世｣(~13370625死去)
1296年1月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ｼﾁﾘｱ王｢ｼﾞｬｺﾓ1世｣
1296年2月5日-09:00|日本|  ||永仁4年|<任命>美濃国守護｢北条時村｣(~1300年､次に政高が就任~1333年)
1296年2月5日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|永仁4年|北条貞時､鎌倉覚園寺建立
1296年2月5日-08:00|中国|  ||元･元貞2年|この年､中国江南に綿紡織技術がつたわる
1296年2月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾎﾟｽﾞﾅﾝ公･ｳﾞｨｴﾙｺﾎﾟﾙｽｶ公･ﾎﾟﾓｼﾞｪ公｢ﾌﾟｼｪﾐｽｳ2世｣殺される
1296年2月8日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ大公｢ｳﾞｧﾂﾜﾌ2世｣ﾎﾞﾍﾐｱ王ｵﾄｯｶｰ2世の息子.ﾌﾟｼｪﾐｽｳ2世の娘と
  結婚(1300年王~13050621死去33歳)ﾎﾞﾍﾐｱ王ﾏｳｫﾎﾟﾙｽｶ公を兼ねる
1296年2月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾍﾝﾘｰ5世｣
1296年2月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ3世寛大公｣(~1311年)､｢ﾍﾝﾘｰ6世良公｣(~1311年)､｢ｳ
  ﾞﾜﾃﾞｨｽﾜﾌ｣(~1312年)
1296年2月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||教皇ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ8世が俗権による聖職者への課税を禁止する教皇勅書｢ｸﾚﾘｷｽ･ﾗ
  ｲｺｽ｣を発する
1296年3月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ･ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ戦争が始まる
1296年3月8日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|永仁4年2月3日|鶴岡八幡宮が焼失
1296年3月17日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<死去>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ｵﾄﾞﾝ･ﾄﾞ･ﾊﾟﾝ｣
1296年3月26日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ|  |||<就任>聖ﾖﾊﾈ騎士団ﾏｽﾀｰ｢ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ｳﾞｨﾗﾚ｣(~1305年没)
1296年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ国王ｼﾞｮﾝ･ﾍﾞｲﾘｬﾙはｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞへの臣従の拒否を宣言し､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ北部へ侵
  攻/ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世にﾀﾞﾝﾊﾞｰで大敗
1296年4月11日-09:00|日本|静岡県熱海市|永仁4年3月8日|伊豆国走湯山及び三島社焼失
1296年4月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世が､ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ軍を破る
1296年5月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ｳﾞｧﾗﾝｽ｣
1296年5月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>前(192代)ﾛｰﾏ教皇｢ｹﾚｽﾃｨﾇｽ5世｣
1296年6月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾗｰｽﾛｰ･ﾊｰﾝ｣(~1315年8月)
1296年6月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾚｽﾀｰ伯･初代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯･ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ(ｸﾗｳﾁﾊﾞｯｸ)｣
1296年6月27日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｾﾞｰﾗﾝﾄ伯･ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾌﾛﾘｽ5世｣
1296年6月27日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾔﾝ(ﾖﾊﾝ)1世｣ｾﾞｰﾗﾝﾄ伯(~12991110死去)
1296年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾞｲﾘｬﾙ"中身のない外套王"｣ｲﾝｷﾞﾗﾝﾄﾞのｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世
  がｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞから王位の象徴の戴冠石(ｽｸｰﾝの石)を奪う
1296年7月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞをｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞが占領(~12970911)
1296年7月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾙｼﾞｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｼﾞｬﾗｰﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾌｨｰﾙｰｽﾞ･ｼｬｰ｣
1296年7月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾙｼﾞｰ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾙｸﾇｯﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ｣ｼﾞｬﾗｰﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊﾙｼﾞｰの子(~同年廃
  位)⇒｢ｱﾗｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣ｼﾞｬﾗｰﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊﾙｼﾞｰの甥(~13160102死去)
1296年7月20日-09:00|日本|  ||永仁4年6月19日|<死去>近衛家基(36歳/関白､右大臣)
1296年8月16日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||ﾗｸﾞｰｻﾞは火災で町のほぼ全域が破壊される
1296年8月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾌｨﾘｯﾌﾟ4世美王がﾌﾗﾝｽから教皇庁への金銀の輸出を禁止
1296年8月24日-09:00|日本|  ||永仁4年7月24日|<就任>関白｢鷹司兼忠｣(~永仁6(1298)年7月22日)
1296年8月30日-09:00|日本|  ||永仁4年8月以降|<任命>鎮西探題｢北条[金沢]実政｣(~正安3(1301)年9月出家､子
  の政顕が継ぐ)
1296年9月7日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝宰相｢Jamal al-Din Ali Dastjerdani｣(2期目~10.5)
1296年9月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ8世｣
1296年9月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｸ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ1世｣(~13080416死去)
1296年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>下ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ3世｣
1296年10月11日-09:00|日本|京都府京都市|永仁4年9月13日|奈良春日社神人､上洛して狼藉を働く
1296年10月28日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ﾌﾞﾙｰﾉ｣摂政(~12980601死去)
1296年10月30日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝宰相｢Sadr al-Din Ahmad Khaledi Zanjani｣(2期目~12980430)
1296年10月30日-09:00|日本|奈良県奈良市|永仁4年10月3日|天狗草紙絵巻できる
1296年11月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾏﾃ･ﾌｨｱ･ﾋﾟｰﾀｰ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｻｰｸ｣(1回目~1297年10月)
1296年11月22日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞﾌｧﾙ･ﾕｾﾌ1世｣
1296年11月22日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｽｰﾙ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｱﾔｰﾄﾞ･ﾀﾞｳﾄﾞ｣(~1322年)
1296年12月7日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ﾗｰｼﾞｰﾝ｣(~12990116暗殺される)
1296年12月16日-09:00|日本|  ||永仁4年11月20日|吉見義世謀反幕府之を誅しその与党僧良基を陸奥に流す
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1297年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｻﾑﾄﾞﾗ･ﾊﾟｻｲ王国第2代ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾘｸﾙ･ﾀﾋﾙ(ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世)｣(~1326年)
1297年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Rakeyan Saunggalah/Prabu Ragasuci｣(~1303年)
1297年-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞ/ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾊﾙｼﾞｰ朝ｱﾗｰｳｯﾃﾞｨｰﾝがﾓﾝｺﾞﾙ軍を撃退
1297年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾐﾝｻｲﾝ王｢ｱｼﾝﾊﾔ/ﾔｻﾞﾃｨﾝﾔﾝ/ﾃｨﾊﾄｩ｣建国(~13100413)
1297年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｽﾓﾚﾝｽｸ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ･ｸﾞﾚﾎﾞｳﾞｨﾁ｣(~1313年)
1297年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｳﾞｨﾃﾌﾟｽｸ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ｣(~1320年)
1297年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｼﾞﾝ･ｱｽｶﾞｯﾄﾞ｣ｿﾛﾓﾝ1世の息子(~1298年)
1297年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾆｹﾌｫﾛｽ1世ｺﾑﾆﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣
1297年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<即位>ｴﾋﾟﾛｽ専制公｢ﾄﾏｽ1世ｺﾑﾆﾉｽ･ﾄﾞｩｰｶｽ｣(~1318年死去)
1297年-02:00|ﾌﾞﾙﾝｼﾞ|  |||ﾌﾞﾙﾝｼﾞでこのころ牧畜民ﾂﾁの移住第1波(~1400頃)
1297年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢ｼｬﾙﾙ2世｣(~13460826死去)
1297年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾙﾃﾞｰﾆｬ国王｢ﾊｲﾒ2世｣ﾍﾟﾄﾞﾛ3世とｺﾝｽﾀﾝｻ･ﾃﾞ･ｼｼﾘｱの息子(~13271105死去60歳)
1297年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾗｺﾞﾝ王ｼﾞｬｺﾓ2世､ｺﾙｼｶを領有
1297年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱの画家ｼﾞｵｯﾄが｢聖ﾌﾗﾝﾁｪｽｺの生涯｣を制作
1297年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾁｱで評議会が停止､少数貴族による支配が確立
1297年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島守護者｢Sir Nicolas de Cheney｣(2期目~12980
  413)
1297年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<設立>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ議会
1297年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ﾃﾞｨﾆｽはｶｽﾃｨﾘｱとの間でｱﾙｶﾆｰｾﾞｽ条約を結び､両国の国境を画定
1297年1月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世､｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｣ｷﾞｲと｢同盟｣を結ぶ
1297年1月8日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||<就任>ﾓﾅｺ領主｢ﾗﾆｴﾛ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ(=ﾚｰﾆｴ1世)｣(~13010504)
1297年1月8日-01:00|ﾓﾅｺ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧのﾌﾗﾝｿﾜ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨがﾓﾅｺの岩を実力で占有/ﾌﾗﾝｿﾜの従兄弟ｶｰﾆｭ領主,ﾚｰﾆｴ
  1世が統治~13010410
1297年2月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾍｯｿ｣
1297年2月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ･ﾍｯｿ｣(~13350817死去)
1297年3月21日-09:00|日本|神奈川県横浜市金沢区|永仁5年2月27日|神奈川称名寺の愛染明王銅像(藤原秀吉)で
  きる
1297年3月21日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･大徳1年2月27日|元の成宗ﾃﾑﾙが大徳(~1307年大晦日)に改元
1297年3月30日-09:00|日本|  ||永仁5年3月6日|幕府が､御家人の所領は無償で返せ､という永仁の徳政令を発布
1297年4月17日-09:00|日本|福井県吉田郡永平寺町|永仁5年3月24日|吉田郡永平寺が,山門･方丈を残して全焼
1297年5月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ兵とのﾄﾗﾌﾞﾙに巻き込まれたｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ国ｳｨﾘｱﾑ･ｳｫﾘｽは､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人の州長
  官を殺害/民衆は､彼を支持して､大反乱となった
1297年5月10日-09:00|日本|京都府京都市|永仁5年4月18日|富小路内裏焼失
1297年7月13日-09:00|日本|  ||永仁5年6月23日|<任命>六波羅探題北方･山城国守護｢北条宗方(得宗家義時流)｣
  (~正安2(1300)年11月25日)
1297年7月29日-09:00|日本|  ||永仁5年7月9日|<死去>六波羅探題南方｢北条盛房｣(56歳/評定衆･引付衆)
1297年7月30日-09:00|日本|  ||永仁5年7月10日|<任命>六波羅探題南方｢北条宗宣(大仏流)｣(~正安4(1302)年1
  月17日→評定衆→連署→執権)
1297年8月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣
1297年8月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ﾖﾊﾝ1世｣(~1300年死去)
1297年8月16日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第7代皇帝｢ﾖﾊﾈｽ2世｣
1297年8月16日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾄﾚﾋﾞｿﾞﾝﾄﾞ帝国第9代皇帝ｱﾚｸｼｵｽ2世(~1330年)
1297年8月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｳﾞｧﾙﾗﾑ｣
1297年8月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ5世｣(7世)｣(~13280729死去)
1297年8月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世､ﾍﾞﾙｷﾞｰ西部の｢ﾌｭﾙﾇの戦い｣で､｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｣ｷﾞｲを破る
1297年8月28日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|永仁5年8月9日|<創建>忍性｢四天王寺真言院｣
1297年9月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍が､ｽﾀｰﾘﾝｸﾞ･ﾌﾞﾘｯｼﾞでｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ国ｳｨﾘｱﾑ･ｳｫﾚｽ軍に敗れる
1297年9月13日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･大徳1年8月26日|高麗､元からの通知により大徳と改元
1297年10月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｱﾏﾃﾞ･ﾌｨｱ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｱﾊﾞ｣(5回目~1298年10月)
1297年10月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世､ｳﾞｨﾙ･ｻﾝ･ﾊﾞｳﾞｫﾝで､｢ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｣ｷﾞｲと休戦
1297年12月19日-09:00|日本|香川県小豆郡土庄町|永仁5年11月4日|石清水社領備前国肥土荘の領家･預所,別宮
  八幡宮の遷宮を行う
1298年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Bakuku｣｢Kalabata｣(~1304年)
1298年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾓﾛ族がﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島の南部へ進出(~1500)
1298年-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ﾗｰﾑｶﾑﾍｰﾝ｣
1298年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｽｺｰﾀｲ王朝国王｢ﾌﾟｰｻｲｿﾝｸﾗｰﾑ｣ﾗｰﾑｶﾑﾍｰﾝの息子(~1323年死去)
1298年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾇｽ1世｣(~1299年)
1298年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Yazdagird｣
1298年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｻﾊﾞ･ｱｽｶﾞｯﾄﾞ｣ｿﾛﾓﾝ1世の息子(~1299年)
1298年-03:00|ｿﾏﾘｱ|  |||<即位>ﾜﾙｻﾝｶﾞﾘ初代ｽﾙﾀﾝ｢Garaad Dhidhin｣(~1311年)
1298年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾔｺﾎﾟ･ﾃｨｴﾎﾟﾛ｣(~1299年)
1298年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾆｺﾗｳｽ･ｳﾋﾞｿﾝ｣(~同年)
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1298年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾘｳﾞｫﾆｱ騎士団団長｢ｺﾞｯﾄﾌﾘｰﾄ･ﾛｯｹﾞ｣(~1307年11月)
1298年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ｺｽﾀﾝﾃﾞｨﾝ3世｣(~1299年)
1298年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾗﾑ･ｻﾙﾀﾝ｢'Ala al-Din Kayqubad3世｣(~1302年死去)
1298年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｻﾞﾙﾂｳﾞｪｰﾃﾞﾙ辺境伯｢ｵｯﾄｰ5世｣
1298年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾔｺﾌ･ｺﾊﾟｽ｣(~1299年)
1298年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣ﾄﾞｲﾂ王(~1307年)､｢ﾃﾞｨｰﾂﾏﾝ｣ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯(~1307121
  0死去)､｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣ﾏｲｾﾝ辺境伯(~13231116死去)
1298年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌｪﾙﾃﾞﾝﾂ伯｢Walter｣(~1327年)
1298年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｻﾞﾙﾂｳﾞｪｰﾃﾞﾙ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ｣ｵｯﾄｰ5世の息子.共同統治(~13080201死
  去)
1298年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞ･ﾋﾞｰﾁｬﾑ｣
1298年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ｶﾞｲ･ﾄﾞ･ﾋﾞｰﾁｬﾑ｣先代の子(~13150812死去)
1298年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ﾄﾞ･ﾌﾞｰﾝ｣(~13220316死去)
1298年2月12日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･大徳2年|元朝が江南での門攤税銭を廃止
1298年2月13日-09:00|日本|  ||永仁6年|<任命>長門探題｢北条時仲｣(~1299年)
1298年2月13日-09:00|日本|兵庫県姫路市|永仁6年|この年､北野天神縁起絵巻(播磨国津田天満宮)できる
1298年3月2日-09:00|朝鮮|  ||高麗･大徳2年1月19日|<即位>高麗王｢忠宣王｣(~9.13退位)
1298年3月2日-09:00|朝鮮|  ||高麗･大徳2年1月19日|<退位>第25代高麗王｢忠烈王｣
1298年3月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Siegfried1世｣
1298年3月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Albert1世｣(~13160817死去)
1298年4月10日-09:00|日本|  ||永仁6年2月28日|幕府,永仁の徳政令を廃止
1298年4月13日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Henri, prieur de Wenlock｣
  (~1299年)
1298年4月28日-09:00|日本|新潟県佐渡市|永仁6年3月16日|前権中納言京極為兼を佐渡に流す
1298年4月30日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｲﾙﾊﾝ朝宰相｢Rashid-al-Din Fazlollah Hamadani｣(~1316年)､｢Sa'd-al-D
  in Mohammad Avaji｣(~1312年)
1298年5月8日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛｽ公｢Joao Afonso Telo｣(~1304.5死去)
1298年5月12日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||元･大徳2年4月|元の郭守敬､渾天漏儀を作成
1298年6月10日-09:00|日本|  ||永仁6年5月1日|<死去>宇都宮景綱(64歳)御家人､歌人
1298年6月23日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑﾀﾜｷ･ｱﾙﾑﾀｰ･ﾋﾞﾝ･ﾔｰﾔ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙﾑﾙﾀﾀﾞ｣
1298年6月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<廃位>ﾄﾞｲﾂ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｱﾄﾞﾙﾌ｣ﾏｲﾝﾂ選帝侯会議で
1298年6月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ帝国宰相｢ﾏｲﾝﾂ大司教ｹﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ｴｯﾌﾟｼｭﾀｲﾝ
  ｣(2回目~7.27)
1298年7月2日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ公ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄが､ｹﾞﾙﾊｲﾑの戦いでｱﾄﾞﾙﾌを敗死させる
1298年7月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世が､ﾌｫﾙｶｰｸでｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ国ｳｨﾘｱﾑ･ｳｫﾚｽ軍を破る
1298年7月23日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾄﾛｽ3世｣
1298年7月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣ﾙﾄﾞﾙﾌ1世の息子(~13080501没)
1298年8月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ2世｣
1298年8月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｨｯﾃﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣(~13560312死去)
1298年8月30日-09:00|日本|  ||永仁6年7月22日|<就任>摂政｢鷹司兼忠｣(~同年12月20日)
1298年8月30日-09:00|日本|  ||永仁6年7月22日|<譲位>92代｢伏見天皇｣上皇となる
1298年8月30日-09:00|日本|  ||永仁6年7月22日|<践祚>93代｢後伏見天皇｣(10.13即位~13010122)
1298年9月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ､ｸﾙﾂｫｰﾗ海戦でｼﾞｪﾉｳﾞｧに敗れる｡ﾏﾙｺ･ﾎﾟｰﾛ捕虜となる
1298年9月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾗﾝｶｽﾀｰ伯･2代ﾚｽﾀｰ伯｢ﾄﾏｽ｣先代の息子(~13220322ﾊﾞﾗﾌﾞﾘｯｼﾞの戦いに
  敗れて処刑)
1298年9月13日-09:00|朝鮮|  ||高麗･大徳2年8月7日|<退位>高麗王｢忠宣王｣
1298年9月13日-09:00|朝鮮|  ||高麗･大徳2年8月7日|<復位>高麗王｢忠烈王｣(~13080730(大元年7月13日)死去)
1298年10月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｱﾎﾟﾙ･ﾌｨｱ･ﾏｰｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾍﾟﾁ｣､｢ﾛﾗﾝﾄﾞ･ﾌｨｱ･ﾚｽﾀｸ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ﾗ
  ｰﾄｰﾄ｣(~1299年8月)
1298年10月25日-09:00|日本|滋賀県大津市|永仁6年9月19日|延暦寺戒壇･講堂など焼失
1298年11月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｽﾏｲﾙﾂ(ｽﾏｲﾙｸ)｣
1298年11月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<就任>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国摂政｢ｽﾐﾙﾂｪｰﾅ･ﾊﾟﾗｲｵﾛｷﾞｰﾅ｣(~1299年)
1298年11月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲｳﾞｧﾝ2世｣(~1299年11月)
1298年11月21日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ公･ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣ﾎﾞﾍﾐｱ王ﾙﾄﾞﾙﾌ1世(~13070703死去2
  6歳)ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世と共同統治
1299年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ｿｳﾆｯ｣(~1312年死去)
1299年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾙｼﾞｰ朝のｱﾗｰｳｯﾃﾞｨｰﾝがｳﾞｧｰｹﾞﾗ朝を滅ぼす
1299年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾘｬｻﾞﾝ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ2世ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣
1299年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾍﾄｩﾑ2世｣(3期目~1303年)
1299年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ5世｣(~1302年)
1299年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟﾛﾝｽｸ公｢ｲｳﾞｧﾝ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1308年)
1299年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾘｬｻﾞﾝ公｢ｺﾝｽﾀﾝﾁﾝ･ﾛﾏﾉｳﾞｨﾁ｣(~1301年退位~1305年死去)
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1299年-03:30|ｲﾗﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｲﾙ･ﾊﾝ国がｼﾘｱへ遠征し､ﾏﾑﾙｰｸ軍を破る
1299年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｳｪﾃﾞﾑ･ｱﾗﾄﾞ｣(~1314年死去)
1299年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾃｯｻﾘｱ君主｢Theodore Angelos｣
1299年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｳﾞｨﾀﾞｰﾚ･ﾐｼｴﾘ｣(~1301年)
1299年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ｷﾘｷｱ･ｱﾙﾒﾆｱ王国国王｢ﾍﾄｩﾑ2世｣ﾄﾛｽ3世と共同統治(~1303年譲位~13071117死去)
1299年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ伯｢ｴﾝｹﾞﾙﾍﾞﾙﾄ2世｣(~13280718死去)
1299年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢Arnold3世｣(~1310年)
1299年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾎﾟｰﾙ1世ｼｭﾋﾞｯﾁ･ｵﾌﾞ･ﾌﾞﾘﾋﾞﾙ｣(~13120501死去)
1299年-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||教皇ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ8世が遺体切断禁止の勅書
1299年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾏﾙｺ･ﾎﾟｰﾛの｢東方見聞録｣が発行
1299年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島副守護者｢Henri de Bonvillars｣(2期目~同年)
  ⇒｢Guillaume de Cosington｣(~1302年)
1299年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ島副守護者｢Denis de Tilbury｣
1299年1月16日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ﾗｰｼﾞｰﾝ｣暗殺される
1299年1月16日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<復位>ﾊﾞﾌﾘｰ･ﾏﾑﾙｰｸ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾅｰｽｨﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(2期目~1309.3)
1299年1月23日-09:00|日本|  ||永仁6年12月20日|<就任>摂政｢二条兼基｣(~正安2(1300)年12月16日)
1299年2月28日-09:00|日本|福岡県福岡市|永仁7年1月27日|幕府鎮西評定衆を設置し少弐継資ら四人を任命
1299年4月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ､ｶﾝﾃﾞｨｱ反乱を指導したｱﾚｯﾂｫ･ｶﾚﾙｷﾞと和睦
1299年4月20日-09:00|日本|  ||永仁7年3月19日|<死去>津守国助(58歳)神職､歌人
1299年5月10日-09:00|日本|福岡県福岡市|永仁7年4月10日|幕府鎮西引付衆を設置
1299年5月17日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ﾀﾞｳﾏﾝﾀｽ｣
1299年5月17日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ｣(~同年)
1299年5月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ､ｼﾞｪﾉﾊﾞとの和平
1299年5月25日-09:00|日本|  ||正安1年4月25日|永仁から正安に改元
1299年5月25日-09:00|日本|  ||正安1年4月25日|畿内地方で地震.死者一万余､南禅寺金堂倒れる
1299年6月4日-09:00|日本|  ||正安1年5月5日|<死去>二条為道(29歳)左近衛権中将､歌人
1299年6月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世､ﾊﾟﾘ郊外東部のﾓﾝﾄﾙｲﾕで結ばれた｢ﾓﾝﾄﾙｲﾕ条約｣でｲﾝｸﾞ
  ﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世と休戦/ﾌﾗﾝﾄﾞﾙがﾌﾗﾝｽ領になる/ﾌﾗﾝｽ南西部のｷﾞｭｲｴﾝﾇがｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ領に帰属
1299年6月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで警察署長に関する法令改正
1299年7月2日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧのｶﾋﾟﾀｰﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｰﾎﾟﾛ｢ｸﾞｲｰﾄﾞ･ﾎﾞﾅｺﾙｼ｣(~13090121)
1299年7月13日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｴｲﾘｸ2世ﾏｸﾞﾇｯｿﾝ司祭嫌い王｣
1299年7月13日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王代行｢ﾔｰﾙ･ﾖﾙﾝﾄﾞ｣(~8.10)
1299年7月27日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾍﾞｲ｢ｵｽﾏﾝ1世｣独立建国(~13260729)
1299年8月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｱﾏﾃﾞ･ﾌｨｱ･ﾀﾞｳﾞｨﾄﾞ･ﾈﾝﾍﾞﾘ･ｱﾊﾞ｣(6回目~1301年)
1299年8月10日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾎｰｺﾝ5世ﾏｸﾞﾇｯｿﾝ足長王｣(~13190508没)
1299年8月31日-09:00|日本|沖縄県|元･大徳3年8月5日|<死去>琉球国王｢英祖｣
1299年8月31日-09:00|日本|沖縄県|元･大徳3年8月5日|<即位>琉球国王｢大成｣(~13090119(至大元年12月8日)死
  去)
1299年9月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌｨﾘｯﾌﾟ4世が､ｽﾄﾗｽﾌﾞｰﾙの和約でｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世と同盟し､教皇に対抗
1299年9月18日-09:00|日本|京都府京都市山科区|正安1年8月23日|歓喜光寺の一遍上人絵伝(僧聖戒･円尹ら)で
  きる
1299年9月29日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ判事代行｢ｱﾙｽﾀｰ伯ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾄﾞ･ﾊﾞｰｸﾞ｣(~13000113)
1299年11月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾁｬｶ｣(~1300年死去)
1299年11月10日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｾﾞｰﾗﾝﾄ伯･ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾔﾝ(ﾖﾊﾝ)1世｣
1299年12月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾎﾞｴﾑﾝﾄ1世｣
1299年12月22日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲﾗﾝ|  |||ﾍﾟﾙｼｬの合贊汗(ｶﾞｻﾞﾝ･ﾊｰﾝ)がﾎﾑｽでﾏﾑﾙｰｸ軍を破る
1299年12月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ1世｣兼ﾒｰﾇ伯｢ﾏﾙｶﾞﾘｰﾀ｣26歳
1300年-12:00|ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾏｵﾘ族がﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞへ移住(第2波?)
1300年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<国名変更>ｱﾝﾊﾞｰ国(~1727年11月)
1300年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Shahriyar5世｣(~1310年死去)
1300年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｻﾌｨｰがｻﾌｧﾋﾞｰ教団を主催
1300年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝が末枝を含め完全に消滅
1300年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾁｬｶ｣
1300年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｱｲﾕｰﾌﾞ朝ﾊﾏｰ･ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣
1300年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Guneri Bey｣
1300年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>第二次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｾｵﾄﾞｱ･ｽｳﾞｪﾄｽﾗﾌ｣共同統治者(~1322年8月死去)
1300年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｶﾗﾏﾆ朝ﾍﾞｲ｢Bedreddin Mahmut Bey｣(~1308年)
1300年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<復位>ﾙｰﾑ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｲｸﾊﾞｰﾄﾞ3世｣(3回目~1302年)
1300年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ﾖﾊﾝ1世｣
1300年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ8世｣
1300年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｽﾗｳﾞｫﾆｱ全土のﾊﾞﾝ｢ﾗﾃﾞｨｽﾗﾌ･ｵﾄﾞ･ﾌﾟﾚﾑ.ﾗﾄﾙﾄﾞ｣｣(~同年)
1300年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾃﾞｨｰﾀｰ｣(~13071123死去)
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1300年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世(対立司教)｣(~1306年)
1300年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸ城伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣(~13320519死去)
1300年 00:00|ﾏﾘ|  |||<死去>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Sakura｣
1300年 00:00|ﾏﾘ|  |||<即位>ﾏﾘ帝国ﾏﾝｻ｢Gao｣(~1305年)
1300年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｲﾝｶ帝国がﾁﾁｶｶ湖周辺を征圧
1300年 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾟｴﾌﾞﾛｲﾝﾃﾞｨｱﾝがｻﾝﾀﾌｪに住みはじめ､岩絵をのこす
1300年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||このころｱｽﾃｶ族がﾒｷｼｺ中央高地に侵入
1300年1月23日-09:00|日本|  ||正安2年|<任命>長門探題｢北条時村｣(~嘉元3(1305)年4月23日殺害される)
1300年1月23日-09:00|日本|  ||正安2年|この年､土佐吉光の法然上人絵伝できる
1300年2月-03:30|ｲﾗﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｲﾙ･ﾊﾝ国のｶﾞｰｻﾞｰﾝ･ﾊｰﾝがｼﾘｱから帰兵
1300年3月28日-09:00|日本|香川県三豊市|正安2年3月7日|本山寺(現,豊中町)本堂(国宝),造営
1300年3月30日-09:00|日本|京都府京都市|正安2年3月9日|常盤井殿焼亡､玄輝門院御所焼亡
1300年5月22日-09:00|日本|  ||正安2年5月3日|<死去>暉子内親王(室町院)(73歳)後堀河天皇の皇女
1300年6月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱとｱｸｨﾚｲﾗ大司教との協定
1300年7月11日-09:00|日本|福岡県福岡市|正安2年6月24日|鎮西に刑事裁判を司どる検断職設置
1300年7月21日-09:00|日本|  ||正安2年7月5日|幕府が所領の入質売買を禁止し､同時に以前の売却地を故主に
  返却させる
1300年7月25日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｳﾞｧﾂﾜﾌ2世｣兼ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾏｳｫﾎﾟﾙｽｶ公･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯⇒ﾎﾟｰﾗﾝ
  ﾄﾞ王(~13050621死去33歳)
1300年11月20日-09:00|日本|  ||正安2年10月9日|幕府:越訴を停止
1300年12月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｻﾞﾙﾂｳﾞｪｰﾃﾞﾙ辺境伯｢ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ3世｣
1300年12月19日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ/ｴｽﾄﾆｱ|  |||<就任>ﾘｶﾞ大司教･ﾘｳﾞﾗﾝﾄ公｢ｲｻﾙﾉ･ﾓｰﾗｰﾈ｣(~13020411)


